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桐朋オーケストラ・アカデミー

桐朋幼稚園
「一人ひとりの、幸せな子ども時代のために」「生きるために必要な根を育てます」

桐朋小学校

「自分自身の人生の主人公に、そして社会のつくり手となりゆくための根っこを育てる」
桐朋女子中学校・桐朋女子高等学校普通科

Ⅰ　法人の概要

１　基本情報

（１）法人の名称

（２）主たる事務所

学校法人　桐朋学園

住所 〒182-8510　東京都調布市若葉町１-41-１

電話番号

ＦＡＸ番号

ホームページアドレス

２　建学の精神

桐朋学園は、国立市にある男子部門、調布市仙川にある女子部門、そして同じく仙川、調布及
び富山市の計３つのキャンパスを持つ音楽部門の、３つの部門から成り立っています。

男子部門には、桐朋学園小学校（共学）、桐朋中学校（男子）、桐朋高等学校（男子）があり
ます。

女子部門には、桐朋幼稚園、桐朋小学校（共学）、桐朋女子中学校、桐朋女子高等学校普通
科、桐朋学園芸術短期大学があります。

音楽部門は、桐朋学園大学と桐朋女子高等学校内に音楽科（共学）を持ち、附属教育機関とし
て全国各地に「子供のための音楽教室」を開いています。そして富山市には、桐朋学園大学院大
学と桐朋オーケストラ・アカデミーがあります。

３つの部門に共通している建学の精神は、「一人ひとりの人格を尊重し、自主性を養い、個性
を伸長するというヒューマニズムに立つ、『人間教育』」です。各学校の教育目標は、下記のと
おりです。

「学園設立以来、培ってきた合奏教育をより高度に発展させる実践の場」

（３）音楽部門

桐朋学園大学

「こころの健康 からだの健康」「論理的思考力を鍛え、過程を重視する」
桐朋学園芸術短期大学

「現代社会における芸術文化の創造と発展に寄与する人材の育成」

「感性教育の実践」

「世界における音楽文化の創造」

桐朋学園大学附属子供のための音楽教室
「音楽の早期・正規教育　聴音教育による音感やリズム感の育成」
「理論や知識のシステマチックな教育｣
「音楽スタイルの理解とその実践｣
「個人演奏に加え、合唱・合奏の重視」

桐朋学園大学院大学
「演奏の様式性の獲得」

桐朋学園大学大学院
桐朋女子高等学校音楽科

「子ども一人ひとりを原点に」

「自由で豊かな感性を持つ個性ある音楽家の育成」
「音楽教育による社会貢献」

（１）男子部門

「『自主』『敬愛』『勤労』を教育目標として、民主的な社会の担い手としてふさわしい自主
性と協調性に富む人格の形成」

桐朋中学校・桐朋高等学校

（２）女子部門

桐朋学園小学校
「基礎学力を充実する」「心身を鍛える」「情操を培う」
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昭和 年 月 日 財団法人山水育英会認可

昭和 年 月 日 財団法人山水中学校設立認可(国立：第一山水中学校、大阪：第二山水中学校。
尚、第二山水中学校は昭和21年12月1日に分離）

昭和 年 月 日 財団法人山水高等女学校設立認可

昭和 年 月 日 財団法人山水中学校・財団法人山水高等女学校解散認可

日 財団法人桐朋学園設立、桐朋第一中学校・桐朋第二中学校設置認可

昭和 年 月 日 桐朋高等学校・桐朋女子高等学校設置認可｡
桐朋第一中学校を桐朋中学校に、桐朋第二中学校は女子中学校に名称変更

昭和 年 月

日 子供のための音楽教室設置(於市ヶ谷家政学院)

昭和 年 月 日
財団法人桐朋学園を学校法人桐朋学園に組織変更認可 昭和 年 月 日東京都より
認可)

昭和 年 月

昭和 年 月 日 桐朋女子高等学校音楽科増設認可

日 桐朋小学校・桐朋幼稚園設置認可

昭和 年 月 日 桐朋学園短期大学音楽科設置認可

昭和 年 月

日 桐朋学園小学校設置認可

昭和 年 月 日 桐朋学園大学音楽学部（演奏学科・作曲理論学科）設置認可

昭和 年 月

昭和 年 月 日 桐朋学園短期大学音楽科廃止認可

日 桐朋学園大学短期大学部文科・音楽科設置認可

昭和 年 月 日 桐朋学園大学短期大学部芸術科（音楽専攻・演劇専攻）設置認可

昭和 年 月

日 桐朋学園大学音楽学部学生入学定員変更受理

昭和 年 月 日 桐朋学園大学短期大学部学生入学定員変更受理

昭和 年 月

日 桐朋学園大学短期大学部専攻科演劇専攻設置受理

昭和 年 月 日 桐朋学園大学短期大学部音楽科廃止認可

昭和 年 月

日 桐朋学園大学短期大学部専攻科音楽専攻・地域文化研究専攻設置受理

平成 年 月 日 桐朋学園大学音楽学部附属桐朋オーケストラ・アカデミー設置

平成 年 月

平成 年 月 日 桐朋学園大学院大学音楽研究科演奏研究専攻設置認可

日 桐朋学園大学短期大学部の期間を付した入学定員の廃止に伴う収容定員の増加認可

平成 年 月 日 桐朋学園大学短期大学部を桐朋学園芸術短期大学に名称変更受理

平成 年 月

日 桐朋学園芸術短期大学芸術科ステージ･クリエイト専攻設置受理

平成 年 月 日 桐朋学園大学音楽学部音楽学科設置受理

平成 年 月

日 桐朋学園大学音楽学部音楽学科収容定員変更認可

平成 年 月 日 桐朋学園芸術短期大学文科廃止受理

平成 年 月

日 桐朋学園芸術短期大学専攻科ステージ・クリエイト専攻設置受理

平成 年 月 日 桐朋学園芸術短期大学専攻科地域文化研究専攻廃止受理

平成 年 月

月

日 桐朋学園大学音楽学部演奏学科、作曲理論学科廃止受理

平成 年 月 日 桐朋学園芸術短期大学芸術科ステージ・クリエイト専攻廃止受理

平成 年 月

日 桐朋学園大学大学院音楽研究科設置認可

３　学校法人の沿革

平成 年 月

日 桐朋学園芸術短期大学専攻科ステージ・クリエイト専攻廃止受理

平成 年 月 日 桐朋学園大学音楽学部音楽学科定員変更認可

平成 年
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入学定員志願者数受験者数 収容定員 現員数

桐朋女子高等学校（音楽科）

音楽学科

桐朋幼稚園

学校名 学部・学科・課程名等 合格者数入学者数

（2022年5月1日現在）

附属図書館

桐朋中学・高等学校（普通科）

男子部門

桐朋学園小学校

桐朋小学校

桐朋女子中学・高等学校（普通科）

桐朋幼稚園

女子部門

音楽学部

音楽研究科

音楽研究科桐朋学園大学院大学

附属図書館

桐朋学園大学

芸術科桐朋学園芸術短期大学

音楽専攻

演劇専攻

専攻科

音楽専攻

音楽部門

演劇専攻

附属桐朋オーケストラ・アカデミー

大学院 音楽専攻（修士・博士後期課程）

演奏研究専攻（修士課程）

修士課程

大学院

音楽研究科修士課程

音楽研究科博士後期課程

学
校
法
人
桐
朋
学
園

ピアノ専攻
弦楽器専攻
管楽器専攻
打楽器専攻
ハープ専攻
古楽器専攻
声楽専攻
指揮専攻
作曲専攻
音楽学専攻

芸術科

桐朋学園大学院大学

桐朋学園大学

音楽学部

桐朋高等学校

音楽学科

音楽研究科演奏研究専攻

総計

桐朋中学校

桐朋女子中学校

桐朋学園小学校

桐朋小学校

桐朋学園芸術短期大学

普通科

普通科

４　設置する学校・学部・学科等

５　学校・学部・学科等の学生等数の状況

子供のための音楽教室

音楽科

全日制課程

桐朋女子高等学校 全日制課程
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桐朋学園大学院大学

桐朋学園大学

音楽学部

桐朋高等学校

音楽学科

音楽研究科演奏研究専攻

総計

桐朋中学校

桐朋女子中学校

桐朋学園小学校

桐朋小学校

桐朋学園芸術短期大学

普通科

普通科

４　設置する学校・学部・学科等

５　学校・学部・学科等の学生等数の状況

子供のための音楽教室

音楽科

全日制課程

桐朋女子高等学校 全日制課程
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大学院 　

理事：定数 13～15人　現員 13人　　監事：定数2～4人　現員 2人

弁護士

公認会計士

・業務執行・非業務執行の別…＊＊が業務執行理事

・

・

（2023年3月31日現在）
常勤・非常勤

の別

（2022.4.1）

＊＊ 理事 辰巳　明子 常勤
桐朋学園大学･桐朋学園大学院大学長

（2022.4.1）

非常勤

非常勤
開智望小学校・中等教育学校理事長代理
前桐朋学園小学校長･桐朋中学･高等学校長

桐朋女子中学･高等学校長

桐朋学園大学音楽学部特任教授
前桐朋学園大学･桐朋学園大学院大学長

桐朋中学校･桐朋高等学校教諭

桐朋学園女子部門事務職員

桐朋学園大学教授、上智大学非常勤講師

上智大学法学部特別契約教授

東京慈恵会医科大学客員教授

保隣教育財団理事、前保善高等学校校長

常勤

非常勤

常勤

常勤

常勤

７　役員の概要

＊＊

＊＊

理事長、元桐朋女子中学･高等学校長

桐朋学園小学校長･桐朋中学･高等学校長

主な現職等

2023年度

常勤

常勤

非常勤

非常勤

2022年度

（2022.4.1）

理事

※ 理事

理事

理事

理事

※

（2022.4.1）

（2022.4.1）

梅津　時比古

鈴木　正義

高橋　博之

長瀨　浩平

矢島　基美

理事

＊＊

※

＊＊

＊＊

＊＊

※

※

理事

理事

理事

音楽科

桐朋女子高等学校 全日制課程

今野　淳一

（2022.4.1）

６　収容定員充足率

全日制課程

桐朋女子中学校

2021年度2019年度 2020年度

原口　大助

桐朋中学校

桐朋小学校

氏　名
(直近重任日)

（2022.4.1）
理事

桐朋幼稚園

音楽研究科

（2022.4.1）

修士課程

就任年月日

芸術科

普通科

音楽学部 音楽学科

桐朋学園芸術短期大学

普通科桐朋高等学校

補償契約･役員賠償責任保険契約の状況
　締結の事実はございません。

※ 理事 片岡　哲郎

※
（2021.4.1）

非常勤

非常勤監事 関口　恭三

監事 伊藤　昌毅

非常勤
（有）サイテック・コミュニケーションズ代表取締役

責任限定契約の内容の概要
　本法人は、私立学校法第44条の２で準用する一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第115条の規
定により、上記※の役員との間に、同法第44条の２の役員の責任を限定する契約を締結しております。
当該契約に基づく責任の限度額は、寄附行為であらかじめ定めた額と私立学校法において準用する一般
社団法人及び一般財団法人に関する法律の規定に基づく最低責任限度額とのいずれか高い額としており
ます。

（2022.4.1）
※

関口　榮司

津田　伸子

（毎年度５月１日現在）

（2021.4.1）

薄井　紀子

桐朋学園大学院大学 音楽研究科演奏研究専攻

学校名 学部・学科・課程名等

理事 河原　勇人
（2022.4.1）

桐朋学園大学

桐朋学園小学校
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定数 34～37人 ＊＊は理事兼任者14人

現員 34人

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊ 梅津　時比古 （2022.4.1）桐朋学園大学音楽学部特任教授、前桐朋学園大学･桐朋学園大学院大学長

（2022.4.1）

（2022.4.1）

（2023.4.1）

（2022.4.1）

（2022.4.1）

（2022.4.1）

（2022.4.1）

（2022.4.1）

（2022.4.1）

（2022.4.1）

佐久間　彩子 桐朋小学校教諭

中野　浄

桐朋学園大学教授

桐朋中学・高等学校教諭

土舘　智子

（2020.4.1）

（2020.4.1）

８　評議員の概要

氏　名 就任年月日 (直近重任日)

後藤　恭子 （2022.4.1）

村野　英治

（2022.4.1）

永井　由比

主な現職等

桐朋学園小学校教諭

桐朋中学・高等学校教諭

桐朋学園音楽部門事務職員

津澤　絵理

小野島　正道

桐朋学園男子部門事務職員

桐朋学園芸術短期大学教授

桐朋学園女子部門事務職員

桐朋女子中学・高等学校教諭

合田　香 桐朋学園大学専任講師

進藤　寛

桐朋学園大学･桐朋学園大学院大学長

桐朋学園法人本部事務職員

生江  隆之 （2022.4.1）桐朋中学・高等学校同窓会長

中井　恒仁 桐朋学園大学教授

沼野　雄司

鈴木　正義 （2022.4.1）桐朋中学校･桐朋高等学校教諭

今野　淳一 桐朋女子中学･高等学校長

（2022.4.1）桐朋女子中学・高等学校同窓会長

二宮　和子 （2022.4.1）桐朋学園音楽部門同窓会長

橋田　伸子

原口　大助 （2022.4.1）桐朋学園小学校長･桐朋中学･高等学校長

鶴岡　純子

辰巳　明子

河原　勇人 （2022.4.1）理事長、元桐朋女子中学･高等学校長

高橋　博之 （2022.4.1）桐朋学園女子部門事務職員

長瀨　浩平 桐朋学園大学教授、上智大学非常勤講師

（2022.4.1）

（有）サイテック・コミュニケーションズ代表取締役

矢島　基美 上智大学法学部特別契約教授

関口　榮司 保隣教育財団理事、前保善高等学校長（2021.4.1）

片岡　哲郎 開智望小学校・中等教育学校理事長代理、前桐朋学園小学校長･桐朋中学･高等学校長

（2023年3月31日現在）

井上　淳子 井上学園理事長、鶏鳴幼稚園園長

首藤　波津子 スポーツネットワークジャパン理事長

斉井　尚和 桐朋女子中学・高等学校PTA会長、銀座西勢企業株式会社代表取締役

木下　晶 富山県芸術文化協会会長

薄井　紀子 （2022.4.1）東京慈恵会医科大学客員教授

本多　俊毅 桐朋中学・高等学校PTA会長、一橋大学大学院教授

津田　伸子

　　　　　　　　

大学院 　

理事：定数 13～15人　現員 13人　　監事：定数2～4人　現員 2人

弁護士

公認会計士

・業務執行・非業務執行の別…＊＊が業務執行理事

・

・

（2023年3月31日現在）
常勤・非常勤

の別

（2022.4.1）

＊＊ 理事 辰巳　明子 常勤
桐朋学園大学･桐朋学園大学院大学長

（2022.4.1）

非常勤

非常勤
開智望小学校・中等教育学校理事長代理
前桐朋学園小学校長･桐朋中学･高等学校長

桐朋女子中学･高等学校長

桐朋学園大学音楽学部特任教授
前桐朋学園大学･桐朋学園大学院大学長

桐朋中学校･桐朋高等学校教諭

桐朋学園女子部門事務職員

桐朋学園大学教授、上智大学非常勤講師

上智大学法学部特別契約教授

東京慈恵会医科大学客員教授

保隣教育財団理事、前保善高等学校校長

常勤

非常勤

常勤

常勤

常勤

７　役員の概要

＊＊

＊＊

理事長、元桐朋女子中学･高等学校長

桐朋学園小学校長･桐朋中学･高等学校長

主な現職等

2023年度

常勤

常勤

非常勤

非常勤

2022年度

（2022.4.1）

理事

※ 理事

理事

理事

理事

※

（2022.4.1）

（2022.4.1）

梅津　時比古

鈴木　正義

高橋　博之

長瀨　浩平

矢島　基美

理事

＊＊

※

＊＊

＊＊

＊＊

※

※

理事

理事

理事

音楽科

桐朋女子高等学校 全日制課程

今野　淳一

（2022.4.1）

６　収容定員充足率

全日制課程

桐朋女子中学校

2021年度2019年度 2020年度

原口　大助

桐朋中学校

桐朋小学校

氏　名
(直近重任日)

（2022.4.1）
理事

桐朋幼稚園

音楽研究科

（2022.4.1）

修士課程

就任年月日

芸術科

普通科

音楽学部 音楽学科

桐朋学園芸術短期大学

普通科桐朋高等学校

補償契約･役員賠償責任保険契約の状況
　締結の事実はございません。

※ 理事 片岡　哲郎

※
（2021.4.1）

非常勤

非常勤監事 関口　恭三

監事 伊藤　昌毅

非常勤
（有）サイテック・コミュニケーションズ代表取締役

責任限定契約の内容の概要
　本法人は、私立学校法第44条の２で準用する一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第115条の規
定により、上記※の役員との間に、同法第44条の２の役員の責任を限定する契約を締結しております。
当該契約に基づく責任の限度額は、寄附行為であらかじめ定めた額と私立学校法において準用する一般
社団法人及び一般財団法人に関する法律の規定に基づく最低責任限度額とのいずれか高い額としており
ます。

（2022.4.1）
※

関口　榮司

津田　伸子

（毎年度５月１日現在）

（2021.4.1）

薄井　紀子

桐朋学園大学院大学 音楽研究科演奏研究専攻

学校名 学部・学科・課程名等

理事 河原　勇人
（2022.4.1）

桐朋学園大学

桐朋学園小学校
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９　教職員の概要
（2023年5月1日現在）

＊＊22

＊＊33

＊1

＊＊11

外国語指導助手（ＡＬＴ）を含む。

＊2 特任教授、代替教員を含む。

本務 兼務

教員 職員 教員 職員

音楽部門

桐朋幼稚園

女子部門 桐朋学園芸術短期大学

桐朋女子高等学校普通科

平均年齢

男子部門 桐朋高等学校

桐朋中学校

学校名

区分
部門

子供のための音楽教室

桐朋学園小学校

桐朋オーケストラ・アカデミー

計

桐朋小学校

＊3 非常勤講師の他、嘱託演奏員、音楽教室研究員を含む。

桐朋学園大学・大学院

桐朋学園大学院大学

桐朋女子中学校

計

法人本部

総計

平均年齢

平均年齢

平均年齢

計

桐朋女子高等学校音楽科

6



・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（１）桐朋学園大学院大学音楽研究科

Ⅱ　事業の概要
１ 主な教育・研究の概要

　桐朋学園大学院大学音楽研究科、桐朋学園大学音楽学部音楽学科及び大学院音楽研究科並びに桐朋学園
芸術短期大学芸術科のポリシーは、以下の通りです。

桐朋学園大学院大学は、芸術行為・音楽実践の原点に立ち返り「演奏の様式性の獲得」と「感性教育
の実践」を建学の精神とし、将来「音楽表現の無限の多様性を感受し、表現することのできる教養あ
る音楽家として、国際的に活躍することのできる者」を学生として受け入れている。

音楽の伝統文化を継承しながら、実践的でレベルの高い個性ある表現力を有している

②カリキュラム・ポリシー「教育課程編成・実施の方針」

①ディプロマ・ポリシー「修了認定・学位授与の方針」
音楽表現の無限の多様性を感受し、表現することのできる教養ある音楽家として、国際的に貢献する
ことができる能力を身につけた学生
音楽芸術の分野で真のリーダーになれるよう研鑽を積み、世界の音楽文化に多大な貢献ができる能力
を身につけた学生

②カリキュラム・ポリシー「教育課程編成・実施の方針」
桐朋学園大学院大学のカリキュラム（教育課程）は、学生各個の主体的な研究活動を活かしつつ、
個々に専攻する楽器について、より高度な演奏技能を修得するとともに、作品創作研究を含む｢重奏
研究｣｢オーケストラとの協演によるコンチェルト実習｣など、大学学部卒業後の研究にふさわしい多
彩な内容となっている。とりわけ｢重奏研究｣においては、学生同士のみならず、｢指導教員との共演｣
による実技研究を特徴としており、多様な演奏様式と表現法が学修することができる。また、｢作品
分析｣などの講座系の授業も実習系の科目に深く関連させながら、厳選されたプログラムによって、
学生各個の主体的研究が効果的に行われるように編成されている。

③アドミッション・ポリシー「入学者受入れの方針」
○桐朋学園大学院大学が求める学生像

○入試の方法

桐朋学園大学院大学の建学の精神・教育目的を理解し、桐朋学園大学院大学における研究に必要な音
楽的能力を有する者を、演奏実技試験及び研究計画書に基づく面接によって選抜している。

○入試課題

桐朋学園大学院大学は、音楽表現の無限の多様性を感受し、表現することのできる教養ある音楽家を
育成し、国内はもとより、国際的にも活躍する人材の輩出を目指している。入学試験においては、顕
在的、潜在的能力を有する者を｢技術の到達度｣､｢表現力｣､｢感性｣､｢個性｣などの観点を主眼としつ
つ、実技の能力のみに偏らず、大学院での具体的な研究計画を提出させ、総合的に桐朋学園大学院大
学に受け入れるべき学生かどうかを判定している。

（２）桐朋学園大学音楽学部音楽学科
①ディプロマ・ポリシー「卒業認定・学位授与の方針」

以下の能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生は、卒業が認定されます。

③アドミッション・ポリシー「入学者受入れの方針」
音楽表現に対する能力や意欲を有し、自己の目標を持っている者

音楽文化に関する知識と技量を習得し、社会の発展に貢献する意思のある者

音楽文化の領域を学ぶために必要な理解力・構想力を持っている者

Ⅰ　専門分野を究めるための表現・意欲の分野

専門分野を主体的に学び続ける力を持っている

Ⅱ　専門を支える基礎力としての知識・技能の分野

音楽家として必要な理論・知識・技能を有している

耳と感性の訓練により、自身の音を聴き、よいものを探求して見つけ出す能力を持っている

Ⅲ　柔軟で汎用的な視点を持つための理解・判断の分野

今日的な課題について多角的な視点から見つめ、適切な判断ができる

Ⅳ　専門の枠を超えて新しい音楽文化を創造するための関心・創造的思考の分野

幅広い音楽文化を学び、音楽表現の可能性を広げることができる

多様な文化的背景をもつ人びととの相互理解をはかり、他者とのコミュニケーションに高い能力を
発揮することができる

ディプロマ・ポリシーに掲げた４分野の能力を習得するため、３群の科目群を用意し、必修部分と選
択部分を設定する。詳しくは、以下に掲載している。

多様な文化的背景をもつ人びととの相互理解をはかり、他者とのコミュニケーションに高い能力を
発揮することができる

９　教職員の概要
（2023年5月1日現在）

＊＊22

＊＊33

＊1

＊＊11

外国語指導助手（ＡＬＴ）を含む。

＊2 特任教授、代替教員を含む。

本務 兼務

教員 職員 教員 職員

音楽部門

桐朋幼稚園

女子部門 桐朋学園芸術短期大学

桐朋女子高等学校普通科

平均年齢

男子部門 桐朋高等学校

桐朋中学校

学校名

区分
部門

子供のための音楽教室

桐朋学園小学校

桐朋オーケストラ・アカデミー

計

桐朋小学校

＊3 非常勤講師の他、嘱託演奏員、音楽教室研究員を含む。

桐朋学園大学・大学院

桐朋学園大学院大学

桐朋女子中学校

計

法人本部

総計

平均年齢

平均年齢

平均年齢

計

桐朋女子高等学校音楽科
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③アドミッション・ポリシー「入学者受入れの方針」
大学院修士課程は、高度に専門的かつ広汎な視野に立ち、音楽についての学識と技術をもった音楽の
実践や教育を行う人材の養成を目的としている。この教育理念に基づき、音楽に関する見識、技術を
有し、なおかつ幅広い視野から知的な関心や柔軟な感性を育むことのできる人材を求めている。

（４）桐朋学園大学大学院音楽研究科博士後期課程

①ディプロマ・ポリシー「修了認定・学位授与の方針」

上記ポリシーの実現のために、ピアノ、弦楽器、声楽、作曲、音楽学の５つの研究領域を置き、各自
の専門とする領域について学術研究を行う。年次ごとの研究指導のもとで作成する研究計画書に基づ
いて研究を計画的に実施するとともに、その成果を逐次まとめ、発表する。音楽作品、演奏様式等に
ついての知識を深めるとともに、音楽研究に必要な様々な方法論を取得し、自らの研究の礎とする。
また、討論や研究発表などを通じて積極的に問題提起を行い、研究成果のプレゼンテーションの技術
も高めていく。最終的には、演奏を通じた実践的研究と学術的研究が一体化した統合的な研究を目指
し、その成果として研究演奏及び博士論文の執筆と公表を義務づけている。

③アドミッション・ポリシー「入学者受入れの方針」
大学院博士後期課程は、専門領域、また広く音楽芸術全般に関する専門的な知識や技能を修得してお
り、さらに自らの研究課題に基づいて高度な研究を実施するための資質や意欲があり、実践、教育等
において広く国際的な視野に立って音楽芸術を深く考究する資質や意欲がある人材を求めている。

修士課程等で修得した能力を基盤としながら、極めて高度な知識と卓越した技能を獲得し、音楽に関
する学術的研究を自立的に行う能力、および音楽教育を発展させる指導者になり得る素養を身につ
け、博士後期課程の修了要件を満たした者に博士の学位を授与する。

②カリキュラム・ポリシー「教育課程編成・実施の方針」
専門領域における極めて高度な知識、教養、見識及び卓越した技能を持って研究及び演奏を行う能力
を獲得する。修了後には高等教育機関で教育や研究に従事するために必要な問題発見能力、課題解決
能力、他の専門領域や他者の知見を理解しクリティカルに検証する能力を習得する。また、教育研究
を持続的に推進する人材として、社会や文化に対する広い視野と高い見識を培う。

音楽実践に不可欠な高度な能力を養い、自立した音楽活動を行うにあたって必要な能力を養うことを
目的とする。

（３）桐朋学園大学大学院音楽研究科修士課程
①ディプロマ・ポリシー「修了認定・学位授与の方針」

修士課程は音楽専攻のもとにピアノ、弦楽器、声楽、作曲、音楽学の５コースを置き、専攻としての
カリキュラム・ポリシーを以下の通り定める。

②カリキュラム・ポリシー「教育課程編成・実施の方針」

〈〈音音楽楽学学ココーースス〉〉
学士教育をさらに発展させながら、現代にふさわしい多面的な視点と精緻な実証性を備えた研究を
展開する。国際的な成果の達成に向けて、外国語及び日本語文献の精読を徹底するとともに、豊富
な発表機会を設け、音楽大学ならではの芸術的感性と学者としての高度な論理性を両立させた専門
性の高い音楽学者の道へと導く。

大学院音楽研究科は、音楽実践に不可欠な高度な能力を習得し、自立した音楽活動を行うにあたって
必要な能力を養うことを目的とする。その目的のために、各コースの特質に適合した、以下の教育課
程を編成している。 修士課程は２年以上の在学期間に、コースごとに開設される実技あるいは実
習・演習等を履修し、また、学術的研究を支える関連科目を所定の範囲で履修しなければならない。
学位審査は、修了演奏および研究レポートの審査によって行われ、合格者は修士（音楽）の学位を授
与される。

〈〈ピピアアノノココーースス〉〉
学士教育をさらに発展させながら、高度な技術と豊かな芸術性を持ったピアニストを育成する。個
人レッスンやアンサンブルにおけるグループごとの個別レッスンも多く用意し、総合演習などの授
業と合わせて、芸術的感性と論理的な知性を深め、専門性の高い音楽家への道を導く。

〈〈弦弦楽楽器器ココーースス〉〉
学士教育をさらに発展させながら、より高度なレヴェルで演奏家としての能力を向上させる。その
ために必要な実践的、理論的な専門性を持った研究を展開する。個人レッスンやアンサンブルにお
けるグループごとの個別レッスン等も用意し、総合演習などの授業と合わせて、芸術的感性と論理
的な知性を深め、専門性の高い音楽家への道を導く。

〈〈声声楽楽ココーースス〉〉
学士教育をさらに発展させながら、オペラ研究分野、歌曲研究分野を置き、高度な専門性を有した
研究を実施するとともに、豊かな芸術性を育む。各自の研究分野について豊かな演奏実践を経験さ
せるとともに、総合演習などの授業と合わせて、芸術的感性と論理的な知性を深め、専門性の高い
音楽家への道を導く。

〈〈作作曲曲ココーースス〉〉
学士教育をさらに発展させながら、高度な作曲法の体得と現代を含む作曲家の作品の緻密な分析を
展開し創作を発展に導く。作品発表も積極的に行い実践においても更なる向上を目指す。
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・ 基礎的なコミュニケーション能力と協調性があり、集団での創造活動に積極的に参加できる者。
(態度)

・ 専門俳優または表現者（ミュージカル俳優、声優、ダンサー、パフォーマー等）を目指し、その
技能習得に要する基礎的な身体能力と表現力を有する者。(技能・表現)

・ 専門俳優または表現者に必要な日本語の読解力がある者。(知識・理解)

・ 習得した知識・技能を活用し、課題に取り組むことができる者。(思考・判断)

・ 演劇のみならず芸術一般に幅広い関心をもち、入学後の勉学について明確な志向と熱意を有する
者。(関心・意欲)

・〈身体訓練〉
声を含めた身体訓練を通して、自分の想像した表現を実現する力を身につける。

・〈アンサンブル〉
アンサンブルに必要な優れたコミュニケーション能力と協働の精神を養う。

③アドミッション・ポリシー「入学者受入れの方針」

①ディプロマ・ポリシー「卒業認定・学位授与の方針」
幅広い教養と高度な専門性を兼ね備えた専門俳優になるため、学科の教育課程（教養科目および専攻
科目）の学修を通して専門的学習成果および汎用的学習成果を獲得し、専攻の定める卒業の要件を満
たした者に学位を授与する。

②カリキュラム・ポリシー「教育課程編成・実施の方針」
芸術科演劇専攻は幅広い教養と高度な専門性を兼ね備えた専門俳優の育成と研究を目的とし、舞台芸
術における表現の基本を体得することを目標としている。そのため、以下の三項目を軸として２年間
の教育課程を組み、具体化していく。

・〈戯曲を読み解く力〉
戯曲の読解力を養い、言葉を演劇作品にしていくための想像力を培う。

・ 他者と集団での創造活動をするための協調性があり、専門実技、アンサンブルなどに積極的に参
加できる者。(態度)

・ プロフェッショナルな音楽家を目指し、その技能習得に要する基礎的な演奏技術と表現能力があ
る者。(技能・表現)

（６）桐朋学園芸術短期大学演劇専攻

・ 専門実技、音楽理論においての知識と基礎的な理解力を有する者。(知識・理解)

・ 楽典、ソルフェージュ、和声理論などを体系的に学習し、積極的に学ぶ意欲をもっている者。
(思考・判断)

・ 音楽のみならず芸術一般に幅広い関心をもち、入学後の勉学について明確な志向と熱意を有する
者。(関心・意欲)

・〈演奏表現〉
個人レッスンを中心に、基礎的な演奏技術、表現力を身に付けるための実践的な力を養う。

・〈アンサンブル〉
古典から近代までクラシックを中心とした楽曲を学び、基礎的なアンサンブル能力を獲得す
る。

③アドミッション・ポリシー「入学者受入れの方針」

①ディプロマ・ポリシー「卒業認定・学位授与の方針」
豊かな感性と知識を備えた音楽家になるため、学科の教育課程（教養科目および専攻科目）の学修を
通して専門的学習成果および汎用的学習成果を獲得し、専攻の定める卒業の要件を満たした者に学位
を授与する。

②カリキュラム・ポリシー「教育課程編成・実施の方針」
芸術科音楽専攻は、幅広い教養と高度な専門性を兼ね備えた演奏家、指導者の育成と研究を目的と
し、音楽芸術における演奏技術、表現の基本を体得することを目的としている。そのため、以下の三
項目を軸として２年間の教育課程を組み、具体化していく。

・〈楽譜を読み取る力〉
音楽理論、ソルフェージュ、音楽史などの基本を習得し、楽譜に書かれていることを正確に読
み取る力を養う。

（５）桐朋学園芸術短期大学音楽専攻
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２ 中期的な計画について

Ⅰ

Ⅱ

桐朋学園では、 年度から始まる５か年の中期的な計画（以下「中期計画」といいます。）

を策定しました（ 年３月 日評議員会承認、同日理事会決定）。本法人では、原則として、

毎期に改定を行うローリング方式にて中期計画を策定しております。

この方式を採る理由は、本法人を取り巻く環境の変化に柔軟に対応するとともに、期毎の進捗

状況も見据えながら、施策の優先順位や実行方法等、適宜見直しを図っていくためです。ただ

し、基本方針は一貫しており、以下に示した５点です。

桐朋学園は、男子部門、女子部門、音楽部門の３つの部門から構成される私学です。３つの部

門はそれぞれが歩んできた歴史を背景に特色ある教育を展開してきました。そして、法人内部に

おいて、この３つの部門は、自部門の教育と運営に主体性と責任を持ち、相互に良い影響を及ぼ

し合って、学園全体にも大きな活力を生み出してきたのです。

それぞれの部門で特色ある教育を行っていますが、「人間性豊かで意欲的な、自主的・創造的

な人間の育成」が、３部門に通底する教育目標です。したがって、これを、中期計画の根幹に据

え、学園全体の目標としています。

　以下に示しましたのは、この学園全体の目標を実現に導く基本方針となります。

【【教教育育】】教育研究活動の改善及び質の向上を図り、自ら課題を発見し、多様な価値観の混
在する社会に主体的に対応できる人間を育成する。

【【人人事事】】優秀な教職員を確保して、適正な人事計画のもと教育研究活動に資する人材を育
成する。法人内の連携強化のため優秀な人材を活用する。

Ⅲ

○男子部門

Ⅴ

Ⅳ

【【施施設設】】施設設備を整備して、教育研究環境の充実と向上を図る。

【【財財務務】】財政基盤の安定化を図るため、必要な学生生徒数を確保するとともに経費の削減
に積極的に取り組む。

【【組組織織】】部門としてのガバナンス機能をさらに強化するとともに、法人として一定のマネ
ジメント機能が発揮できるようにする。

上記学園全体の目標及び基本方針を踏まえつつ、各部門では、それぞれが抱える課題に応じて

独自の目標を設定しています。

冒頭で触れた 年度起点の中期計画を策定する基になったのが、 年度を起点とする中期

計画（ ～ 年度）ですが、 年度において各部門は、以下に掲げる目標を掲げて、それ

ぞれの課題に取り組んでまいりました。

その進捗状況等の詳細は、「３ 事業総括、主な事業計画と進捗状況」（本報告書 頁～

頁）をご覧ください。

学校名 項目 目標
新教育課程の策定と実施 本校の学習面を中心とした課題の克服

中学生の学習の定着
英語科外国人講師の充実

進学指導の充実 高校生の志望実現に向けた進路指導の充実
ICT機器の整備と活用 新学習指導要領下での電子情報機器の活用
研修・行事プログラムの充実 生徒の主体的な行動における質的な向上

国際交流活動のさらなる充実

安全・安心な学校生活の実現に
向けた取組

災害時に限らない日常生活の点検・整備

安定的な収入の確保 入学試験応募者の安定的確保
施設・設備の拡充 タブレット端末を活用できる環境の整備
グローバル化 外国語教育の拡充と国際理解教育の推進
安定的な収入の確保 入学試験応募者の安定的確保
安全安心な学校管理 COVID-19感染症対策の充実

児童の登下校時の安全確保
教育環境整備 教育補助員の充実

クラス定員減
事務部（管理運営） ガバナンス体制の整備 諸規程の改正・整備

安定した財務基盤の構築 学費改訂案の策定と経常費補助金分析
施設設備の整備・充実 既存維持管理計画の立案、作成

学内ネットワークシステムの適切な保守及び更新
省エネ計画の立案、作成

人材育成・人材活用 優秀な教職員の確保
人事配置計画の立案、作成
教職員のスキルアップ

桐朋中学校・高等学校

桐朋学園小学校
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○女子部門

○音楽部門

学校名 項目 目標
教育の改革と質保証 教学マネジメント体制の構築

適切な学習成果の査定
ファカルティ・ディベロップメント（FD）の活性化
他大学との連携強化
自己点検評価の充実
情報公開の推進

学生募集 アドミッション・ポリシーに基づく学生募集
広報活動の強化

将来構想 短期大学将来構想の策定
女子中高の特性を活かした新教育課程の編成、実施
モットー「こころの健康　からだの健康」の更なる充実

進学指導の充実 個々人の希望する進路の実現
ＩＣＴ機器の活用と危険性の認識 個々人が利用するタブレット端末の活用策の検討

活用上の課題等についての教育・啓発
海外研修プログラムの充実 世界に触れる経験を一人でも多くの生徒に準備
危機管理対応の充実 東日本大震災、COVID-19への対応で得た経験・知見の整理と活用

安定的な収入の確保 入学試験応募者の安定的確保、寄付金サイトの活用
施設・整備の拡充 健康教育の推進、安全対策の徹底及びインターネットによる

教育活動の研修推進
グローバル化 世界平和や持続可能な未来を考え行動できる｢地球市民｣の育成

安定的な収入の確保 応募者の確保
建築計画 教育理念･教育目標実現のための建築の具体化
安定的な収入の確保 応募者の確保
教育環境整備 保育補助員等人的環境の整備と園庭整備
建築計画 教育理念･教育目標実現のための建築の具体化

経費の削減と予算配分の重点化
自己収入の増加
資産運用状況の改善

人材育成・人材活用 人事の適正化
事務の効率化と合理化の推進

施設設備の整備・拡充 施設設備の効率的な維持管理
中長期的な整備計画の策定
学内ネットワークシステムの適切な保守及び更新

ガバナンス体制の整備 コンプライアンスの徹底と内部チェック機能の構築
災害等緊急時の対応整備
安全衛生管理上の環境整備
セキュリティ対策の充実
省エネルギー、省資源化への取り組み

桐朋学園芸術
短期大学

桐朋女子中学校
・高等学校（普通科）

桐朋小学校

桐朋幼稚園

事務局（管理運営） 安定した財務基盤の構築

新教育課程の全面実施、探究
型授業の整備・設置、こころの
健康の充実

学校名 項目 目標
教育の改革と質の保証 建学の精神を踏まえ、それを実行できるカリキュラムの構築

教務システムの電算化促進
Covid-19に起因する状況への対応
認証評価に向けての対応

学生確保 学校の魅力発信の強化
Covid-19に起因する状況への対応

連携・協力 富山キャンパスとの連携強化
調布市との連携強化
海外の教育機関との連携強化

教育の改革と質の保証 建学の精神を踏まえ、それを実行できるカリキュラムの構築
教務システムの電算化促進
Covid-19に起因する状況への対応
認証評価に向けての対応

学生確保 専攻新設適否の検討
Covid-19に起因する状況への対応

連携・協力 TAの高校の授業への関わり
調布市との連携強化

教育の改革と質の保証 建学の精神を踏まえ、それを実行できるカリキュラムの構築
教務システムの電算化促進

生徒確保 学校の魅力発信の強化
Covid-19に起因する状況への対応

連携・協力 音楽教室との連携強化

桐朋学園大学大学院

桐朋女子高等学校
（音楽科）

桐朋学園大学

２ 中期的な計画について

Ⅰ

Ⅱ

桐朋学園では、 年度から始まる５か年の中期的な計画（以下「中期計画」といいます。）

を策定しました（ 年３月 日評議員会承認、同日理事会決定）。本法人では、原則として、

毎期に改定を行うローリング方式にて中期計画を策定しております。

この方式を採る理由は、本法人を取り巻く環境の変化に柔軟に対応するとともに、期毎の進捗

状況も見据えながら、施策の優先順位や実行方法等、適宜見直しを図っていくためです。ただ

し、基本方針は一貫しており、以下に示した５点です。

桐朋学園は、男子部門、女子部門、音楽部門の３つの部門から構成される私学です。３つの部

門はそれぞれが歩んできた歴史を背景に特色ある教育を展開してきました。そして、法人内部に

おいて、この３つの部門は、自部門の教育と運営に主体性と責任を持ち、相互に良い影響を及ぼ

し合って、学園全体にも大きな活力を生み出してきたのです。

それぞれの部門で特色ある教育を行っていますが、「人間性豊かで意欲的な、自主的・創造的

な人間の育成」が、３部門に通底する教育目標です。したがって、これを、中期計画の根幹に据

え、学園全体の目標としています。

　以下に示しましたのは、この学園全体の目標を実現に導く基本方針となります。

【【教教育育】】教育研究活動の改善及び質の向上を図り、自ら課題を発見し、多様な価値観の混
在する社会に主体的に対応できる人間を育成する。

【【人人事事】】優秀な教職員を確保して、適正な人事計画のもと教育研究活動に資する人材を育
成する。法人内の連携強化のため優秀な人材を活用する。

Ⅲ

○男子部門

Ⅴ

Ⅳ

【【施施設設】】施設設備を整備して、教育研究環境の充実と向上を図る。

【【財財務務】】財政基盤の安定化を図るため、必要な学生生徒数を確保するとともに経費の削減
に積極的に取り組む。

【【組組織織】】部門としてのガバナンス機能をさらに強化するとともに、法人として一定のマネ
ジメント機能が発揮できるようにする。

上記学園全体の目標及び基本方針を踏まえつつ、各部門では、それぞれが抱える課題に応じて

独自の目標を設定しています。

冒頭で触れた 年度起点の中期計画を策定する基になったのが、 年度を起点とする中期

計画（ ～ 年度）ですが、 年度において各部門は、以下に掲げる目標を掲げて、それ

ぞれの課題に取り組んでまいりました。

その進捗状況等の詳細は、「３ 事業総括、主な事業計画と進捗状況」（本報告書 頁～

頁）をご覧ください。

学校名 項目 目標
新教育課程の策定と実施 本校の学習面を中心とした課題の克服

中学生の学習の定着
英語科外国人講師の充実

進学指導の充実 高校生の志望実現に向けた進路指導の充実
ICT機器の整備と活用 新学習指導要領下での電子情報機器の活用
研修・行事プログラムの充実 生徒の主体的な行動における質的な向上

国際交流活動のさらなる充実

安全・安心な学校生活の実現に
向けた取組

災害時に限らない日常生活の点検・整備

安定的な収入の確保 入学試験応募者の安定的確保
施設・設備の拡充 タブレット端末を活用できる環境の整備
グローバル化 外国語教育の拡充と国際理解教育の推進
安定的な収入の確保 入学試験応募者の安定的確保
安全安心な学校管理 COVID-19感染症対策の充実

児童の登下校時の安全確保
教育環境整備 教育補助員の充実

クラス定員減
事務部（管理運営） ガバナンス体制の整備 諸規程の改正・整備

安定した財務基盤の構築 学費改訂案の策定と経常費補助金分析
施設設備の整備・充実 既存維持管理計画の立案、作成

学内ネットワークシステムの適切な保守及び更新
省エネ計画の立案、作成

人材育成・人材活用 優秀な教職員の確保
人事配置計画の立案、作成
教職員のスキルアップ

桐朋中学校・高等学校

桐朋学園小学校
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○音楽部門

○法人本部

項目 目標
ガバナンス体制の整備 最適な管理運営体制の構築
安定した経営基盤の確保 広報の活性化とブランドイメージの模索

寄付金募集のあり方の検討
施設設備の整備･充実 省エネへの支援
ガバナンス体制の整備 理事会・評議員会の活性化

法人諸規程の点検・整備
安定した経営基盤の確保 経費の見直しと効率化
施設設備の整備･充実 ポロニア館等の改修等
人材育成･人材活用 職務遂行能力の向上

法人全体

法人本部

学校名 項目 目標
教育の改革と質の保証 設立の趣意を踏まえ、それを実行できるカリキュラムの構築

教室運営の点検・改善
Covid-19に起因する状況への対応

生徒確保 生徒の安定的な確保と収支の改善
連携・協力 音楽教室の運営状況の把握

桐朋学園大学院大学 建学の精神を踏まえ、それを実行できるカリキュラムの構築
教育環境の整備
教務システムの電算化の促進
Covid-19に起因する状況への対応
認証評価に向けての対応

学生確保 志願者増に向けた方策の検討・実施
Covid-19に起因する状況への対応

連携・協力 情報共有の強化
公開講座の充実

教育の改革と質の保証 建学の精神を踏まえ、それを実行できるカリキュラムの構築
Covid-19に起因する状況への対応
効率の良い会議

学生の安定的な確保 国内外における認知度の向上
連携・協力 情報共有の強化

地域との連携強化
グループ・リーダー制度の点検
Covid-19に起因する状況への対応

安定した経営基盤の構築 収支バランスの適正化
効果的な広報活動の強化

施設設備の整備・充実 教育研究環境の充実及び安全で快適な学習環境の実現
人材育成・人材活用 教職員の採用計画の策定

職員の資質・能力向上
多様かつ効率的な事務システムの導入

子供のための音楽教
室

教育の改革と質の保証

ガバナンス体制の整備

桐朋オーケストラ
・アカデミー

事務局（管理運営）
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３　事業総括、主な事業計画及び進捗状況

（１）法人
①はじめに── 桐朋学園の構成など

桐朋学園は、国立市にある男子部門、調布市仙川にある女子部門、同じく仙川を中心に調布市と

富山市に展開する音楽部門の、三部門から成っています。男子部門には、桐朋学園小学校（共

学）、桐朋中学校、桐朋高等学校があり、 名の児童・生徒が学んでいます。女子部門には、

桐朋幼稚園（共学）、桐朋小学校（共学）、桐朋女子中学校、桐朋女子高等学校（普通科）、桐朋

学園芸術短期大学があり、 名の園児・児童・生徒・学生が学んでいます。そして音楽部門

は、桐朋女子高等学校（音楽科・共学）と桐朋学園大学音楽学部並びに大学院が仙川と調布に、桐

朋学園大学院大学が富山市にあって、 名の生徒・学生が学んでいます。別に附属教育機関とし

て子供のための音楽教室（全国）と桐朋オーケストラ・アカデミー（富山）があり、一貫した音楽

教育の体系を形成しています。以上のように三つの部門はそれぞれにいくつかの学校組織を持ち、

独自の歴史と教育の特色を持っています。

桐朋学園は、内部的には部門制を採っており、各部門は自らの教育と運営等にかなりの裁量権を

有し、主体性と責任を持って部門運営に当たっています。そのことが部門間相互理解の上に、学園

全体に連携と協力、そして大きな活力を生み出しています。部門ごとに教育に特色がありますが、

共通するのは、一人ひとりの人間性を大切にし、こころ豊かで意欲ある、自主的・創造的な人間の

育成を目指しているところです。学校法人桐朋学園の法人本部は仙川にあり、法人運営と学園事務

に当たっています。

②外部状況の変化と本法人の課題と取り組み

現代はビッグデータの時代といわれるように、大量かつ多種多様なデータが入手可能な時代と

なっています。それを如何に活用するか、ビッグデータからどのような有用な情報を抽出するかが

重要であり、データサイエンスの分野が脚光を浴びることとなりました。日本のデジタル競争力は

主要国の中でも低水準にあり、人材の育成が大きな課題です。 年度は一橋大学の「ソーシャ

ル・データサイエンス学部」をはじめとして、データサイエンス系の学部が 大学に誕生し、定員

の合計は 名を数え、 年度には千葉大学に「情報・データサイエンス学部」の設置が予定され

るなど、国を挙げてデジタル人材育成に注力しています。ちょうど今 などの生成 の話題が

かまびすしく、企業がデジタルトランスフォーメイション（ ）に取り組むことも必要不可欠と

なったようです。多くの有名企業が競うように社員を対象に 教育を行う一方、「リスキリング」

という言葉が頻繁に目につくようになり、来るべきデジタル社会では、今のままのスキルでは活躍

できないと言われているようです。

そのような中、３年以上に及んだコロナ禍へのいろいろな制約が解かれました。この新型コロナ

ウイルスの感染拡大により全世界に与えたダメージは計り知れず、我が国でも、学校の全国一斉休

校の要請に始まり、テレワークの推奨、外出の自粛要請、スポーツ・文化イベントの相次ぐ中止な

ど、まさに唐突に国民の日常は失われました。この３年に及ぶコロナ下の学校は、さまざまな困難

に影響を受けながらも授業内容だけはコロナ以前と同様の成果を保証してきたと言えましょう。し

かし、部活動、学校行事など、人と人とが交わることで生まれる学びの効果は期待できず、質の保

証も危ぶまれました。

それだけではありません。ロシアによるウクライナ侵攻が原因で、世界は食糧・エネルギーの供

給不足や価格高騰の事態に直面しています。

私たちはまさしく、目まぐるしく変動し、複雑で不確実で曖昧な社会に生きています。あらゆる

ものを取り巻く環境が複雑さを増し、将来予測が困難な状態の中で、自分一人では解決が難しい問

題の渦中に生きているとも言えます。

対面授業を基本とした３部門は 年度はほぼコロナ前の授業形態に復帰した１年を過ごし、行

事なども概ねコロナ前同様の形で実行でき、その手応えも十分に感じてきたものと思われます。し

かし、コロナウイルス感染症が５類に移行した今、３部門の各学校は今後どのような考え方に立っ

て、学生生徒児童等を指導して行こうとするのか、たいへん重要な局面に立たされていると言って

良いと思います。コロナ禍のさまざまな制約の中で、学校の広報、必要な志願者数と入学者数の確

保などうまく行かなかったことは幾つもありますが、規制が解けたから元に戻る、或いは元に戻す

と、果たして言ってよいのでしょうか。

教育のＩＣＴ化は、この３年間で劇的に進化しましたし、アフターコロナの時代も、更に浸透を

広げて行くものと思われます。加えてコロナ禍、人と人とのコミュニケーションの重要性をいやと

言うほど思い知ったそのことを、これからどのように意識して桐朋教育を組み立てて行くのか、考

え、活かして行かなければなりませんし、コロナ対策に全力を挙げて努めてきた陰で、少子化の現

実が着実に進んできたことを肝に銘じ、３部門、少子化対策を加速させなければなりません。

○音楽部門

○法人本部

項目 目標
ガバナンス体制の整備 最適な管理運営体制の構築
安定した経営基盤の確保 広報の活性化とブランドイメージの模索

寄付金募集のあり方の検討
施設設備の整備･充実 省エネへの支援
ガバナンス体制の整備 理事会・評議員会の活性化

法人諸規程の点検・整備
安定した経営基盤の確保 経費の見直しと効率化
施設設備の整備･充実 ポロニア館等の改修等
人材育成･人材活用 職務遂行能力の向上

法人全体

法人本部

学校名 項目 目標
教育の改革と質の保証 設立の趣意を踏まえ、それを実行できるカリキュラムの構築

教室運営の点検・改善
Covid-19に起因する状況への対応

生徒確保 生徒の安定的な確保と収支の改善
連携・協力 音楽教室の運営状況の把握

桐朋学園大学院大学 建学の精神を踏まえ、それを実行できるカリキュラムの構築
教育環境の整備
教務システムの電算化の促進
Covid-19に起因する状況への対応
認証評価に向けての対応

学生確保 志願者増に向けた方策の検討・実施
Covid-19に起因する状況への対応

連携・協力 情報共有の強化
公開講座の充実

教育の改革と質の保証 建学の精神を踏まえ、それを実行できるカリキュラムの構築
Covid-19に起因する状況への対応
効率の良い会議

学生の安定的な確保 国内外における認知度の向上
連携・協力 情報共有の強化

地域との連携強化
グループ・リーダー制度の点検
Covid-19に起因する状況への対応

安定した経営基盤の構築 収支バランスの適正化
効果的な広報活動の強化

施設設備の整備・充実 教育研究環境の充実及び安全で快適な学習環境の実現
人材育成・人材活用 教職員の採用計画の策定

職員の資質・能力向上
多様かつ効率的な事務システムの導入

子供のための音楽教
室

教育の改革と質の保証

ガバナンス体制の整備

桐朋オーケストラ
・アカデミー

事務局（管理運営）
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③男子部門の主な事業

こうした外部状況の中、「教育の質の向上」と「健全な財務運営」は私どもが常に追求すべき課

題です。いちばん大切なことは、いかに魅力的な教育を行うかであり、そのための財務的な裏付け

を整えていくことが欠かせないからです。また、若い人たちが現代社会が重視する多様性を受けと

め、お互いを尊重しハンディキャップをも含めてお互いの個性を認め合い、目の前の弱者に対し何

ができるかを自らに問い、できることを積極的に働きかけて行けることこそ、今の時代に私どもが

大事にしなければならない教育であります。

　以下、2022年度の各部門の主な事業に触れますが､詳細は各部門の報告を参照してください。

④女子部門の主な事業

短期大学は教育の質の保証に向け教学マネジメント体制の構築が大きな課題でありましたが、規

程の策定を成し遂げ、 年度の委員会の発足に漕ぎ着けました。 教育推進のために 年度、中

学１年生からすべての学年でタブレット端末を活用することとなり、授業だけでなく学校生活全般

に活用の幅が広がりました。また、幼稚園の預かり保育が開始された１年目でしたが、拡充を望む

声が大きく、引き続き検討が行なわれています。また、女子部門の建築準備委員会が進めてきた校

舎改築・改修計画がある程度の進展を見せました。災害時の避難所として施設利用の協定を調布市

と結び、市と地区協議会との三者間で合同で避難所設置訓練等を行いました。

新学習指導要領の実施に合わせ、桐朋独自の教育の中核と位置づけた「自律的な学習者の育成」

の向上を図る本格的な指導がスタートしました。これまで行ってきた指導を再評価し、新たな実践

とを併せ行うことにより、生徒が希望の進路を切り拓く上で大きな力となり、進路指導に於ける課

題改善の契機となることが期待されます。また外国語教育の充実を期して、中高では外国人講師の

直接雇用が実現し、通常授業に加え夏期講習など教育環境の拡充にも繋がりました。また、東京慈

恵会医科大学との連携で、高校生の研究室訪問、小学校教職員向け講演会などが実現しました。小

学校の「心のすみずみにまで行きわたる教育」の一層の充実のため、クラス定員適正化の検討を進

めてきました。

⑤音楽部門の主な事業

見直しを行った３つのポリシーの周知に努める１年でした。調布２号館にあった図書館機能を１

号館を中心に移設し、再スタートした１年でもあり、仙川キャンパスの校舎での高大一体の教育が

再開し２年目でもありました。高校生と大学生が混在して学ぶ状況に活気も戻って来ており、学び

の効果に再び期待が集まっています。一方、教室の稼働率も高く、オンライン授業の効果が大きい

授業についてはコロナ禍とは別にリモート授業の活用も併行し練習室不足に対応しました。また、

東京の大学院と富山の大学院大学との情報の共有や交流が懸案であり引き続き課題です。認証評価

の2023年度受審に向けて、自己点検・自己評価活動を充実させました。

⑥法人全体として

年の長きに亘って、本部員、そして理事として豊富な識見と経験を以て法人の経営を支えてく

ださった高橋博之理事が、 年度末を以て退任されました。まずもって長年に亘るご尽力に心か

ら感謝申し上げます。

オンラインを軸とする会議体制を継続し、コロナ下の安全を引き続き確保しました。法令の改

正・施行に伴い法人規程の必要な点検を進め、その一つ改正「公益通報者保護規程」が成立しまし

た。私立学校法改正の動きでは、法人のガバナンス体制の整備について、法改正の動きに合わせ必

要な対応を取ってきましたが、法案が可決され、 年４月施行に向けて法人全体としての更なる

強化に拍車が掛かることとなりました。また社会的責任を果たす観点から整備が必要な、内部監査

体制、定年延長問題等については改革道半ばといった状況です。

（学校法人桐朋学園　理事長　河原　勇人）
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男子部門

①２０２２年度の事業の概要

（２）

コロナ禍３年目となった 年度は、コロナウイルス感染症による学級閉鎖等の対応に追われる

こともありましたが、過去２年でのコロナ対応の経験を踏まえ、コロナ禍においてなかなか実施で

きていなかった宿泊行事をはじめ、すべての行事を行うことができました。例えば、小学校の修学

旅行は、３年ぶりの実施でしたが、天候に恵まれ、上高地をはじめとした絶景を堪能でき、６年生
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施を控えていた調理実習や、合唱なども、マスクを活用しながらではありますが、取り組むことが

でき、本来の学びに近い形となったように感じます。

年度の男子部門事業計画についてですが、コロナの影響を受け、十分に進められなかったも

のが依然としてあり、厳しい評価を下しています。例えば、中高の「高校生の志望実現に向けた進

路指導の充実」では、桐朋女子高校との合同企画として、東京慈恵会医科大学への研究室訪問は行

えましたが、その一度きりとなり、本来の形とは程遠い内容でしたし、「国際交流活動のさらなる

充実」では、具体的な取り組みは行えず、業者との打ち合わせを行う範囲にとどまりました。小学

校では、「教育補助員の充実」は、すでに導入している低学年だけでなく、中高学年への拡充を検

討課題に挙げていましたが、教育環境の改善として、クラス定員減を優先して取り組むこととした

ため、定員減が進むまで、計画から外すという対応を執りました。

一方、ある程度進められた内容としては、中高では「英語科外国人講師の充実」で、直接雇用し

た教員により、通常授業だけでなく、夏期講習を含め、充実した教育を行えましたし、「安全・安

心な学校生活の実現に向けた取組」でも、体育館の一部の部屋に空調機器を設置し、環境の整備を

進めることができました。小学校では、「入学試験応募者の安定確保」で、対面での学校説明会を

実施でき、さらには、夏休みに校舎見学会も新たに実施し、出願者数を増やすことができました。

事務部では、「学内ネットワークシステムの適切な保守及び更新」で、他校の実践を学ぶ機会を持

ち、そこで得た理解を基にICT教育を進める基礎の部分を構築することができました。

児童・生徒の安定的な確保に関してですが、小学校入試では、先にも触れましたとおり、広報活

動を本来に近い形で実施できたことに加え、コロナ禍に端を発した私立ブームもあり、ここ 年で

最多の応募者数となりました。中学入試でも、昨年度の出願者減を受け、学校説明会をはじめとし

た広報活動を拡充し、さらに、塾の先生方に対する説明の機会を増やすなど、積極的な取り組みを

進めました。その効果もあってか、出願者数は、一昨年の水準には届きませんでしたが、一定の回

復を果たすことができました。今後は、出願のしやすさを考慮し出願期間の延長したことがいっそ

う認知されるよう、新設される広報部を中心に、狙いを定めた広報活動を展開してまいりたいと考

えております。一方、高校入試の応募者数は、一昨年並の数まで減少してしまいました。実際、２

学期後半に実施した学校説明会への参加者が減少したことが影響したように感じております。

年度の学校説明会は、実施時期を見直し、より多くの方に参加いただけるよう日程の変更をいたし

ました。中学と同様に、広報部による、本校の魅力のさらなる発信に努めるとともに、出願のしや

すさなどの改善に向け、さらなる検討を進めてまいります。なお、入学者は、小中高ともにしっか

りと確保することができました。
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て将来に向け、道を切り拓いていけるよう、さらに生徒を支える進路指導の工夫に取り組んでまい

りたいと考えております。

③男子部門の主な事業

こうした外部状況の中、「教育の質の向上」と「健全な財務運営」は私どもが常に追求すべき課

題です。いちばん大切なことは、いかに魅力的な教育を行うかであり、そのための財務的な裏付け

を整えていくことが欠かせないからです。また、若い人たちが現代社会が重視する多様性を受けと
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舎改築・改修計画がある程度の進展を見せました。災害時の避難所として施設利用の協定を調布市

と結び、市と地区協議会との三者間で合同で避難所設置訓練等を行いました。

新学習指導要領の実施に合わせ、桐朋独自の教育の中核と位置づけた「自律的な学習者の育成」

の向上を図る本格的な指導がスタートしました。これまで行ってきた指導を再評価し、新たな実践

とを併せ行うことにより、生徒が希望の進路を切り拓く上で大きな力となり、進路指導に於ける課

題改善の契機となることが期待されます。また外国語教育の充実を期して、中高では外国人講師の

直接雇用が実現し、通常授業に加え夏期講習など教育環境の拡充にも繋がりました。また、東京慈

恵会医科大学との連携で、高校生の研究室訪問、小学校教職員向け講演会などが実現しました。小

学校の「心のすみずみにまで行きわたる教育」の一層の充実のため、クラス定員適正化の検討を進

めてきました。

⑤音楽部門の主な事業

見直しを行った３つのポリシーの周知に努める１年でした。調布２号館にあった図書館機能を１

号館を中心に移設し、再スタートした１年でもあり、仙川キャンパスの校舎での高大一体の教育が

再開し２年目でもありました。高校生と大学生が混在して学ぶ状況に活気も戻って来ており、学び

の効果に再び期待が集まっています。一方、教室の稼働率も高く、オンライン授業の効果が大きい

授業についてはコロナ禍とは別にリモート授業の活用も併行し練習室不足に対応しました。また、

東京の大学院と富山の大学院大学との情報の共有や交流が懸案であり引き続き課題です。認証評価

の2023年度受審に向けて、自己点検・自己評価活動を充実させました。

⑥法人全体として

年の長きに亘って、本部員、そして理事として豊富な識見と経験を以て法人の経営を支えてく

ださった高橋博之理事が、 年度末を以て退任されました。まずもって長年に亘るご尽力に心か

ら感謝申し上げます。

オンラインを軸とする会議体制を継続し、コロナ下の安全を引き続き確保しました。法令の改

正・施行に伴い法人規程の必要な点検を進め、その一つ改正「公益通報者保護規程」が成立しまし

た。私立学校法改正の動きでは、法人のガバナンス体制の整備について、法改正の動きに合わせ必

要な対応を取ってきましたが、法案が可決され、 年４月施行に向けて法人全体としての更なる

強化に拍車が掛かることとなりました。また社会的責任を果たす観点から整備が必要な、内部監査

体制、定年延長問題等については改革道半ばといった状況です。

（学校法人桐朋学園　理事長　河原　勇人）
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概要

進捗状況等

新学習指導要領下でタブレット等の情報機器の利用方法を検討するとともに、他校で先行
している事例の研究を行う。また、使用環境を整備する。

様々な研修会へ参加したり、他校での実践を見学するなど情報収集を行った。また、外部
から講師を招いて電子情報機器に関する講習会を開くなど、今後の導入の方向性を検討し
た。タブレット端末として使用する機器を決定するとともに、新カリでタブレットを利用で
きるよう、主に高１が利用する複数教室の 環境整備を行った。また、 年度中３、高
１より順次タブレット端末を一人一台持たせ、各教室で利用ができる環境整備を行うことを
決定した。

概要
新カリ構造図の策定と実施ならびにその検証をする。また、総合的な探求の時間ならびに

LHRの在り方について検討し、実施する。

進捗状況等

②２０２２年度の主な事業計画及びその進捗状況
○桐朋中学校・高等学校

事業名 学習面を中心とした課題の克服

前年度までに策定した新教育課程に基づいて、問題なく実施している。大学入学共通テス
トをはじめ、大学入試で指定される科目が次第に発表されてきているが、未だに不透明な部
分もあり、今後、高３の時間割構造図についてはさらなる検討を要する。今年度の教育実践
を元に、各教科間の連携や学習進度、生徒への定着度合いの確認などについての検証を行っ
ている。また、中学、高校それぞれの の置き方を決定し、今後３年間の新カリ移行に伴
う中高 の時間のずれについて対応した。とりわけ来年度高校３年生のみが旧カリになる
ことから、その扱いを検討した。 の置き方について決定することはできたが、高校の
が現行より１時間少なくなることに対して、どのように対応していくのかについて、さらに
検討を進めている。

事業名 新学習指導要領下での電子情報機器の活用

事業名 中学生の学習の定着

概要

概要
　英語科外国人講師の直接雇用と専任雇用を検討する。

進捗状況等
今年度から、英語科外国人講師を直接雇用を実現することができた。今まで派遣講師のみ

で授業を行うことで抱えていた問題の多くを解決することができ、充実した授業が行われて
いる。

事業名 高校生の志望実現に向けた進路指導の充実

昨年度はコロナウイルスの影響により、大学等の研究施設を実際に訪れる形での活動はで
きなかったが、今年度は女子部門と合同で、東京慈恵会医科大学を訪問することができた。
今年度は１件ではあるが企画を行えたことは前進である。しかし、コロナウイルスの影響前
の状況には到底及ばない。企画立案を行うための本校における体制も含め、模索をしていく
必要がある。

学習習慣定着に向けた取組ならびに学習に不安を抱えた生徒への新たなサポート体制を検
討し、実施する。

進捗状況等
新カリの検討を進める中で、本校の目指すべき教育の姿を教員全体で確認をした。同時

に、学習習慣定着と高校生になってからの進路指導について、我々がさらに具体的に取り組
むべきことなどの検討を行った。具体的なサポート体制案はいくつか出されているが、それ
らを実践するための人員と財務についての検討が必要とされている。

事業名 英語科外国人講師の充実

概要
　大学等での研究体験を通じた知的好奇心を高める活動を実施する。

進捗状況等
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事業名 生徒の主体的な行動における質的な向上

　各行事の意義の再確認とそれに基づく生徒の活動内容を見直し、実施する。

進捗状況等
新教育課程の検討と同時に、今まで本校で実施してきた様々な行事の意義についても検討

を行った。コロナウイルスの影響により、過去２年間実施できなかった中１と中２の林間学
校や高１夏期行事を、感染の危険性を最低限に押さえ込む方法を模索しながら実施した。ま
た、文化祭も午前と午後の２部制の開催となったが、３年ぶりに一般来場者を迎え入れて実
施した。高校のスポーツ大会は３学年合同で開催することもでき、ようやく通常に近い形で
行事を行うことができた。

課外活動としては、昨年度に引き続き、陸上部部員のインターハイ連覇、地学部が砂金甲
子園で３連覇を獲得した他、生物部の生徒が鳥学会での発表を行うなど、優秀な成績をおさ
める際立った生徒の活躍が見られた。

概要

事業名 国際交流活動のさらなる充実

概要
　現行の語学研修・長期留学制度の見直しと新たなプログラム等を検討、実施する。

熱中症等への対策の検討と実施および、登下校を含めた、学外での自律した行動を実現す
る。

進捗状況等
熱中症アラートの周知徹底に続き、夏期休暇中の日直による チェック・注意喚起の放

送などの仕組みを整備した。昨年度更新した防犯マニュアルについて、実際の事例でどのよ
うに対応をしたか、連絡系統は適切だったか等を振り返るケース検討を行った。

コロナウイルスにより、国際交流活動に関しては厳しい状況が続いている。一昨年度から
順延されているケンブリッジ語学研修も実施することができなかった。国際交流プログラム
について様々な調査を行い、実現可能な案に向けて具体的な候補地の検討を行った。

概要
タブレット端末を用いた本校での取組（コロナウイルスによる休校時のオンライン授業を

含む）と他校の事例等について検証する。また、タブレット端末を用いた教育実践と論理的
思考力を育成する。

進捗状況等
新型コロナウイルス感染症の陽性児童が３人発生したクラスは５日間の学級閉鎖とした。

その際、オンライン授業を行い、 を使用して課題等の提出をさせた。教員
に一人１台の を貸与し、また児童用端末として新たに 台を購入した。以前のタ
ブレット端末と合わせて、学年に応じた様々な授業実践を重ねている。オンラインで授業や
面談、広報活動をしなければならない時のため、 、 、
等の使い方を学び、経験を積み重ねることができた。

○桐朋学園小学校
事業名 タブレット端末を活用できる環境の整備

　今までの広報活動の検証と新体制の検討・実施・見直しを行う。

安定的な収入の確保

進捗状況等

進捗状況等
ここ数年満足に実施することが出来なかった広報活動については、ようやく計画通りに実

施することができた。また今年度、新しい広報体制が学内で作られた。しかし、細部につい
てはまだまだ詰め切れていない部分もあるので、来年度からの新体制での広報活動実施にむ
けて、さらなる検討、準備を進めている。学校案内冊子の改訂作業は終了。 の改訂作業が
本格的に進行中である。

事業名 安全・安心な学校生活の実現に向けた取組

概要

事業名

概要

概要

進捗状況等

新学習指導要領下でタブレット等の情報機器の利用方法を検討するとともに、他校で先行
している事例の研究を行う。また、使用環境を整備する。

様々な研修会へ参加したり、他校での実践を見学するなど情報収集を行った。また、外部
から講師を招いて電子情報機器に関する講習会を開くなど、今後の導入の方向性を検討し
た。タブレット端末として使用する機器を決定するとともに、新カリでタブレットを利用で
きるよう、主に高１が利用する複数教室の 環境整備を行った。また、 年度中３、高
１より順次タブレット端末を一人一台持たせ、各教室で利用ができる環境整備を行うことを
決定した。

概要
新カリ構造図の策定と実施ならびにその検証をする。また、総合的な探求の時間ならびに

LHRの在り方について検討し、実施する。

進捗状況等

②２０２２年度の主な事業計画及びその進捗状況
○桐朋中学校・高等学校

事業名 学習面を中心とした課題の克服

前年度までに策定した新教育課程に基づいて、問題なく実施している。大学入学共通テス
トをはじめ、大学入試で指定される科目が次第に発表されてきているが、未だに不透明な部
分もあり、今後、高３の時間割構造図についてはさらなる検討を要する。今年度の教育実践
を元に、各教科間の連携や学習進度、生徒への定着度合いの確認などについての検証を行っ
ている。また、中学、高校それぞれの の置き方を決定し、今後３年間の新カリ移行に伴
う中高 の時間のずれについて対応した。とりわけ来年度高校３年生のみが旧カリになる
ことから、その扱いを検討した。 の置き方について決定することはできたが、高校の
が現行より１時間少なくなることに対して、どのように対応していくのかについて、さらに
検討を進めている。

事業名 新学習指導要領下での電子情報機器の活用

事業名 中学生の学習の定着

概要

概要
　英語科外国人講師の直接雇用と専任雇用を検討する。

進捗状況等
今年度から、英語科外国人講師を直接雇用を実現することができた。今まで派遣講師のみ

で授業を行うことで抱えていた問題の多くを解決することができ、充実した授業が行われて
いる。

事業名 高校生の志望実現に向けた進路指導の充実

昨年度はコロナウイルスの影響により、大学等の研究施設を実際に訪れる形での活動はで
きなかったが、今年度は女子部門と合同で、東京慈恵会医科大学を訪問することができた。
今年度は１件ではあるが企画を行えたことは前進である。しかし、コロナウイルスの影響前
の状況には到底及ばない。企画立案を行うための本校における体制も含め、模索をしていく
必要がある。

学習習慣定着に向けた取組ならびに学習に不安を抱えた生徒への新たなサポート体制を検
討し、実施する。

進捗状況等
新カリの検討を進める中で、本校の目指すべき教育の姿を教員全体で確認をした。同時

に、学習習慣定着と高校生になってからの進路指導について、我々がさらに具体的に取り組
むべきことなどの検討を行った。具体的なサポート体制案はいくつか出されているが、それ
らを実践するための人員と財務についての検討が必要とされている。

事業名 英語科外国人講師の充実

概要
　大学等での研究体験を通じた知的好奇心を高める活動を実施する。

進捗状況等
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概要
教育補助員の役割を児童の学校生活全般と確かな学力の定着の補助と位置づけ、中・高学

年への拡充を検討する。

進捗状況等
今年度は、感染不安による登校を見合わせている児童はいなかった。マスク着用での生活

や食事のときの黙食などが当たり前の生活として定着し習慣化された。登下校に関しては、
新型コロナウィルス感染症の予防のため、今年度も保護者が自家用車等で送迎を認めてい
る。その一方で、登下校のマナーについては、折に触れ指導している。

概要
年度からの英語科専任化と低・中学年における の実施に引き続き、現在予定してい

るECカリキュラムのさらなる推進とその見直しを行う。

事業名 外国語教育の拡充

児童の登下校時の安全確保

概要
　最寄り駅の国立駅・谷保駅から学校までの児童の登下校の見守り体制を充実する。

進捗状況等
教育補助員の拡充を望む声もあるが、少子化が加速していることから、クラス定員減を喫

緊の課題と捉え、教育補助員についての検討は進んでいない。教育補助員の拡充について
は、クラス定員減による財務の見通しがたつまでの間、この検討は先送りされることとなっ
た。

事業名

入学試験応募者の安定的確保

概要
近隣地区私学の入試動向分析をする。今までの学内外で行ってきた広報活動の検証と、今

後の活動のあり方を検討する。

進捗状況等
高学年のみで行ってきた英語学習を１年生から実施し、 年度は５年目に入った。計画

通り１～６年生でテキスト「 」の使用を開始した。５、６年生で外国人講師を招いて
の「EC交流会」は今年度予定していた３回すべて実施することができた。

事業名 国際理解教育の推進

概要
　国際理解教育の検証と継続

進捗状況等

１月 日に一橋大学大学院社会学研究科修士課程に在籍のウクライナ出身の留学生、ドゥ
ブニコバ・ヤンナさんにおいでいただき、ウクライナの文化や歴史、日本との関係について
お話をしていただいた。

事業名

事業名 教育補助員の充実

進捗状況等
教育補助員の拡充を望む声もあるが、少子化が加速していることから、クラス定員減を喫

緊の課題と捉え、教育補助員についての検討は進んでいない。教育補助員の拡充について
は、クラス定員減による財務の見通しがたつまでの間、この検討は先送りされることとなっ
た。

進捗状況等
コロナ禍での３年目の入試となったが、昨年度まではオンラインによる学校説明会しかで

きなかったが、今年度は来校していただいての対面による学校説明会を７回実施することが
できた。参加は１家庭２名までと制限したため、説明会の他に夏休み中に校舎見学会を実施
した。出願数は昨年を上回り、 年以降で一番多かった。そういったこともあり出願数が
増え、順調に入学生を決定することができた。一方で、出生数の減少も顕著である。本校を
第一志望と考えてくださる家庭が増えるよう、広報活動のあり方をさらに検討していく。

事業名 コロナウイルス感染症対策の充実

概要
コロナウイルス感染症に対する児童の不安解消ならびに、学内外での基本的な感染予防対

策の実施をする。また、地域の方々に温かく見守ってもらえる登下校時の態度を育成する。
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近隣に都立小学校が新設されたこと、公立小が 人学級となること、少子化が急速に進む
ことから、安定的な出願者数を維持するため、また「一人一人の心のすみずみにわたる教育
を」の一層の充実を図るため、 クラスの適正人数について議論し、 名を目指すことを小
学校教員の中で確認をした。財政的な見通しを立てることから、今後も検討が必要である。

事業名 クラス定員減

概要
「一人一人の心のすみずみにわたる教育を」のより一層の充実を図るため、１学級あたり

の適正定員数について検討し、クラス定員減等を検討する。

今後の学校運営に関わる方針、優先順位の確認と、その実現のための学費改訂案を策定す
る。また経常費補助金における評価係数のさらなる分析を行う。

コロナウイルス感染症の影響でのオンライン授業実施のための環境作りとして、 環境
整備の第１段階を実施した。そのための財源確保として進学料の改訂を行うこととした。ま
た少子化に伴い進学希望者が減少してくることを踏まえ、クラス定員減が次の優先順位とな
ることを確認した。

過年度の男子部門ならにび女子部門の授業料等の移り変わりとその時々の評価係数から、
評価係数がどのように変化するかの予想をたてた。分析によって得られた評価係数の出方を
元に、クラス定員減や今後のクラス数を複数パターン想定し、それぞれについて、学費改定
案を作成し、財務の見通しの検討を行った。 年度中には、クラス定員減や将来のクラス
数を確定し、さらに詳細な財務分析を行って行くことになる。

事業名 既存校舎維持管理計画の立案、作成

概要

○事務部（管理運営）
事業名 諸規程の改正・整備

進捗状況等

これから 年程度は利用することになる既存旧校舎の維持管理計画の見直しと建替計画を
策定する。体育館への空調設備導入（第２期）を行う。

進捗状況等
前年度の点検で見落とされていた小学校北館の２階の防水工事を行った。この防水工事

は、緊急を要する修繕だったため、計画性を持って行うことが出来なかった。今後は点検業
務を更に注力して行い、計画的な修繕を行うことを心掛けたい。また、中高体育館の第１・
第３体育室に空調設備を導入し、有効に活用できるようにした。また、 年度は中高体育
館の残りの体育室への空調機器導入（第２期工事）を予定している。

概要
　法改正等に伴う諸規程の改正及び教職員必携改定を行う。

学内ネットワークシステムの適切な保守及び更新

進捗状況等

概要

進捗状況等
育児・介護休業法が改正されたことに伴い、規程の見直しを行い、教職員へ周知した。ま

た、教職員必携改定に伴い、見直した規程を教職員必携に反映した。改定に向けて規程集の
電子化を検討している。

事業名 学費改訂案の策定と経常費補助金分析

事業名

概要

進捗状況等
タブレット端末を用いた授業を実施するため、教科教室棟と特別教室棟の一部教室にアク

セスポイントを設置した。また、マイクロソフト を生徒が使用するにあたり、ネット
ワークの確認、導入学年の検討を進めた。他校の例を参考にしながら、検討を進めることが
出来た。デバイス納入業者と、ネットワーク管理業者、学校とが一体となって 教育を進
めていくことが出来る基礎を築いた１年であった。

新校舎建築に伴い構築したネットワークシステムの維持管理ならびに更新計画を随時更新
する。

概要
教育補助員の役割を児童の学校生活全般と確かな学力の定着の補助と位置づけ、中・高学

年への拡充を検討する。

進捗状況等
今年度は、感染不安による登校を見合わせている児童はいなかった。マスク着用での生活

や食事のときの黙食などが当たり前の生活として定着し習慣化された。登下校に関しては、
新型コロナウィルス感染症の予防のため、今年度も保護者が自家用車等で送迎を認めてい
る。その一方で、登下校のマナーについては、折に触れ指導している。

概要
年度からの英語科専任化と低・中学年における の実施に引き続き、現在予定してい

るECカリキュラムのさらなる推進とその見直しを行う。

事業名 外国語教育の拡充

児童の登下校時の安全確保

概要
　最寄り駅の国立駅・谷保駅から学校までの児童の登下校の見守り体制を充実する。

進捗状況等
教育補助員の拡充を望む声もあるが、少子化が加速していることから、クラス定員減を喫

緊の課題と捉え、教育補助員についての検討は進んでいない。教育補助員の拡充について
は、クラス定員減による財務の見通しがたつまでの間、この検討は先送りされることとなっ
た。

事業名

入学試験応募者の安定的確保

概要
近隣地区私学の入試動向分析をする。今までの学内外で行ってきた広報活動の検証と、今

後の活動のあり方を検討する。

進捗状況等
高学年のみで行ってきた英語学習を１年生から実施し、 年度は５年目に入った。計画

通り１～６年生でテキスト「 」の使用を開始した。５、６年生で外国人講師を招いて
の「EC交流会」は今年度予定していた３回すべて実施することができた。

事業名 国際理解教育の推進

概要
　国際理解教育の検証と継続

進捗状況等

１月 日に一橋大学大学院社会学研究科修士課程に在籍のウクライナ出身の留学生、ドゥ
ブニコバ・ヤンナさんにおいでいただき、ウクライナの文化や歴史、日本との関係について
お話をしていただいた。

事業名

事業名 教育補助員の充実

進捗状況等
教育補助員の拡充を望む声もあるが、少子化が加速していることから、クラス定員減を喫

緊の課題と捉え、教育補助員についての検討は進んでいない。教育補助員の拡充について
は、クラス定員減による財務の見通しがたつまでの間、この検討は先送りされることとなっ
た。

進捗状況等
コロナ禍での３年目の入試となったが、昨年度まではオンラインによる学校説明会しかで

きなかったが、今年度は来校していただいての対面による学校説明会を７回実施することが
できた。参加は１家庭２名までと制限したため、説明会の他に夏休み中に校舎見学会を実施
した。出願数は昨年を上回り、 年以降で一番多かった。そういったこともあり出願数が
増え、順調に入学生を決定することができた。一方で、出生数の減少も顕著である。本校を
第一志望と考えてくださる家庭が増えるよう、広報活動のあり方をさらに検討していく。

事業名 コロナウイルス感染症対策の充実

概要
コロナウイルス感染症に対する児童の不安解消ならびに、学内外での基本的な感染予防対

策の実施をする。また、地域の方々に温かく見守ってもらえる登下校時の態度を育成する。

18 19



事業名 教職員のスキルアップ

進捗状況等
教育に係る職務把握のために、私立武蔵高等学校中学校へ聞き取りを行った。他校で

の授業活用例や、事務職員の職務について理解を深めた。人事配置計画についての問題点を
洗い出し、今後の大まかな方向性を職員間で共有することができた。大まかな方向性の共有
は出来たが、具体的なシミュレーションが充分に出来なかった。今後考えられる課題もふま
えて、人事計画を行っていく。

概要
新校舎建築時に見送った省エネ機器導入等新たな機器導入の検討をする。また、児童、生

徒、教職員へのさらなる省エネに対する意識付けを行う。

進捗状況等
省エネ診断により指摘された東グラウンドの照明を に更新した。また、新たに空調機

器を導入した体育館には、ポスターの掲示などを行い、生徒へ省エネを意識付けるための取
り組みをした。全熱交換器の稼働時間をコントロールすることで、かなりの消費電力を抑え
ることができた。

事業名 優秀な教職員の確保

概要
　教員志望者が減少している現状に応じた教職員の採用人事計画の見直しを行う。

進捗状況等

省エネ計画の立案、作成事業名

概要
現行の研修制度を見直す。自らの能力を高めることができる自己研鑽機会のさらなる創出

を目指す。職員の積極的なスキルアップの機会を創出する。

進捗状況等
今年度、研修制度の見直しを十分に行うことが出来なかった。夏期事務研修会において、

今後担うことが予想される職員の業務について、イメージやボリューム感を共有することが
出来た。それをふまえて、どんなスキルが求められてくるのか、より一層検討を進めてい
く。研修制度の検討については、今年度充分に行えなかった。現状の研修制度の良さを広め
つつ、取得しやすいような環境整備を進めていく。

教職員・講師・パートの人事に係る採用のプロセスを見直した。内定前の採用時検診を見
直し、４月に採用の場合は４月に行われる定期健康診断を、雇入れ時健康診断と定期健康診
断とを兼ねたものにする。そうすることによって適切で迅速な採用人事を行なうことが出来
ると判断した。採用のプロセスについては、整理を行うことが出来たが、広く本校を志望し
てもらうための具体的な対策は検討することが出来なかった。

事業名 人事配置計画の立案、作成

概要
他校の事務職員人事配置計画の事例調査と現行制度・計画を見直す。また、事務部門の職

務整理を行うと共に、職員がより主体的に教育活動に関われるような業務体制を模索する。
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（３）女子部門
①２０２２年度の事業の概要

②２０２２年度の主な事業計画及びその進捗状況
○桐朋学園芸術短期大学

事業名 教育の改革と質保証

概要
教学マネジメント体制の構築のため、教学マネジメント準備委員会を発足させ規定の策定

について検討する。適切な学習成果の査定のため、短期大学生調査結果の活用し、建学の精
神、教育目的の定期的点検と 三つのポリシー（アドミッション･ポリシー､カリキュラム･ポ
リシー､ディプロマ･ポリシー）、学習成果、アセスメント･ポリシーの定期的点検を実施す
る。アセスメント･ポリシーに基づく サイクルの活用と法令遵守 コンプライアンス の
徹底、単位の実質化の徹底、カリキュラムマップ、カリキュラムツリーに基づく、体系的・
順次的学習の促進を図る。専門科目の定期的点検、教養科目の定期的点検を行い、学位取得
率の維持・向上を図る。シラバス電子化の検討を行い、演奏会、発表会、試演会、卒業公
演、修了公演等による学内外への学習成果の公表に取り組む。

ファカルティ・ディベロップメント（ ）の活性化を推進し、「学生による授業評価アン
ケート」の活用、FD研修会への出席率の向上、講師説明会への出席率の向上を図る。
　

年度を大きく俯瞰すると、コロナへの厳しい対応を徐々に緩和することができた１年でし

た。とは言え、短期間に区切れば、厳しい対応を取らざるを得ない時期がありました。 月中旬か

ら 月にかけて、女子部門も第７波の大波をかぶりました。その結果、小学校では学級閉鎖を、中

高では学年閉鎖や学級閉鎖を実施し、感染拡大を防ぎました。その時期は宿泊行事を行う時期

だったので、小学校ではその一部を延期、中高部ではクラブ合宿の中止、活動の縮小、短大部で

も合宿の中止を余儀なくされました。その後、延期した小学校の宿泊行事を９月に実施しまし

た。宿泊行事において、 年度は女子部が八ヶ岳に持つ高原寮を３年ぶりに活用した年でし

た。この間、管理人が手間をかけて管理に当たったので、滞りなく活用することができました。

コロナ対応が一つの大きな事業として挙げられる中、私立学校として大切な事業の一つが募集

活動です。コロナ禍の中で急激に活用が進んだオンラインを利用した説明会、参加型でも参加者

数を限定する一方回数を増やすなど、様々工夫して実施しました。募集活動につながることとし

て、幼稚園の預かり保育の実施が挙げられます。長年の課題だった預かり保育について、放課

後、人数をある程度限定した形ではありますが、実施できたのは大きな一歩です。短大部では、

結果として入学生を減らしてしまいました。今春高校を卒業した生徒は、高校３年間をすべてコ

ロナ禍で過ごしました。この３年間、音楽や演劇といった表現活動は大幅に制限されました。桐

朋に限らず、音楽や演劇系の大学、短大の多くが入学生を減らしたのは、その影響を受けたため

であるのは事実でしょう。一方、これらの表現活動は、人間が本来持っている欲求の一つです。

この分野がこのまま衰退していくことは考えられません。そのような中、短大としてどのような

立ち位置を目指すのか、将来構想を立案し、それに向けて動きださねばなりません。

事務局の業務内容の一部変更を図ったことも、 年度に特筆すべきことでした。具体的には

管財課の無人化です。担当職員の退職に伴う欠員を補充せず、外部委託と他の課の職員が兼務す

る形で 年度を過ごしました。方向性についていろいろな意見がありますが、まずはこの方向

で一年やってみたことに意味があります。では今後どのように進めるのか、この１年の経験をも

とに、2023年度は議論を深めていきます。

女子部門全体の事業計画として挙げられるのは、建築に関する計画です。竣工後、 年以上経

つ建物が大半を占める中、すべての校舎を対象にした大規模改修を検討しています。 年度

は、大規模改修を前提として、各校舎の外壁内壁のアスベスト含有の有無やコンクリの劣化状

況、配管の状況などを確認するところから始めました。その結果、短大の校舎でコンクリの劣化

が著しいことがわかり、その対応を検討し、方向性を定めました。 年度はより具体的に検討

を進め、2024年度後半の工事開始を目指したいと思います。

事業名 教職員のスキルアップ

進捗状況等
教育に係る職務把握のために、私立武蔵高等学校中学校へ聞き取りを行った。他校で

の授業活用例や、事務職員の職務について理解を深めた。人事配置計画についての問題点を
洗い出し、今後の大まかな方向性を職員間で共有することができた。大まかな方向性の共有
は出来たが、具体的なシミュレーションが充分に出来なかった。今後考えられる課題もふま
えて、人事計画を行っていく。

概要
新校舎建築時に見送った省エネ機器導入等新たな機器導入の検討をする。また、児童、生

徒、教職員へのさらなる省エネに対する意識付けを行う。

進捗状況等
省エネ診断により指摘された東グラウンドの照明を に更新した。また、新たに空調機

器を導入した体育館には、ポスターの掲示などを行い、生徒へ省エネを意識付けるための取
り組みをした。全熱交換器の稼働時間をコントロールすることで、かなりの消費電力を抑え
ることができた。

事業名 優秀な教職員の確保

概要
　教員志望者が減少している現状に応じた教職員の採用人事計画の見直しを行う。

進捗状況等

省エネ計画の立案、作成事業名

概要
現行の研修制度を見直す。自らの能力を高めることができる自己研鑽機会のさらなる創出

を目指す。職員の積極的なスキルアップの機会を創出する。

進捗状況等
今年度、研修制度の見直しを十分に行うことが出来なかった。夏期事務研修会において、

今後担うことが予想される職員の業務について、イメージやボリューム感を共有することが
出来た。それをふまえて、どんなスキルが求められてくるのか、より一層検討を進めてい
く。研修制度の検討については、今年度充分に行えなかった。現状の研修制度の良さを広め
つつ、取得しやすいような環境整備を進めていく。

教職員・講師・パートの人事に係る採用のプロセスを見直した。内定前の採用時検診を見
直し、４月に採用の場合は４月に行われる定期健康診断を、雇入れ時健康診断と定期健康診
断とを兼ねたものにする。そうすることによって適切で迅速な採用人事を行なうことが出来
ると判断した。採用のプロセスについては、整理を行うことが出来たが、広く本校を志望し
てもらうための具体的な対策は検討することが出来なかった。

事業名 人事配置計画の立案、作成

概要
他校の事務職員人事配置計画の事例調査と現行制度・計画を見直す。また、事務部門の職

務整理を行うと共に、職員がより主体的に教育活動に関われるような業務体制を模索する。
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教学マネジメント準備委員会が発足し、規定の策定を終え、 年度より教学マネジメン
ト委員会が発足することとなった。 年度より一般財団法人大学・短期大学基準協会が年
に１回実施する短期大学生調査に参加し、学習成果の査定に活用した。建学の精神と教育目
的が、時代・社会のニーズと結びついているか、原則５年毎に点検を行う。 年度認証評
価の際に「特に優れた試み」として評価された学外に向けた活動を、 年度は感染対策を
講じた上で、実施することができた。

アセスメントポリシーに基づき サイクルを活用し、自己点検・評価活動を行い、課題
と改善計画を明確にした。学校教育法、短期大学設置基準等の法令の遵守に努め、感染対策
についても文科省のガイドラインに沿って運営した。修登録単位数の上限を半期 単位と定
め、ＣＡＰ制を適切に運用している。原則対面授業としながら、感染状況に応じてオンライ
ン授業も併用し、適正な授業回数の確保に努めた。

「授業評価アンケート」の結果を活用し、教養科目の点検を行った。 年度に向けて舞
台製作実習等を新設し充実を図り、授業全体の総合的評価の満足度は89.8％であった。

学位取得率に関して、芸術科は在籍者の 以上が短期大学士を、専攻科は大学改革支
援・学位授与機構への申請者の ％以上が学士を取得することをめざしており、 年度も
目標値を達成した。

「学生による授業評価アンケート」をオンラインで実施したところ、前期は回答率が低
かったため、授業担当者のフィードバックを見送った。後期は回答率の改善に努めフィード
バックを実施した。 研修会（６月 日、 月 日開催）はコロナ禍の中、当日出席できな
い教員がオンデマンドで視聴できるようにするなどの対策を行った。講師説明会も同様の対
策をとっている。

桐朋学園大学との単位互換では、前期は延べ 名の短大生、 名の学部生から、後期は延
べ 名の短大生、 名の学部生から申し込みがあり、ほぼ希望通りの履修が認められてい
る、東京演劇大学連盟との連携事業では、東京芸術劇場において「サマースクール」が開催
され、本学からは６名の学生が参加した。

年度短期大学調査結果を分析し、自己点検・評価報告書に反映、結果をウェブサイト
に掲載した。大学・短期大学基準協会による内部質保証ルーブリックを活用し、自己点検・
評価活動を行っている。高等学校関係者等への意見聴取は、高校訪問等の機会に行った。

認証評価結果の中期計画への反映、中期計画の進捗状況の確認は、自己点検・評価委員会
を中心に、進捗状況を確認している。教育情報の公表は、日本私立短期大学協会ガバナンス
コードに基づいて公開しているが、経年比較可能な形で公表されていない部分については見
直しを行った。

年度の入学者数は、芸術科が入学定員（ 名）に対し、音楽専攻 名、演劇専攻
名、入学定員充足率は ％に、専攻科は入学定員（各専攻 名）に対し、音楽専攻 名、演
劇専攻 名、入学定員充足率は ％にとどまった。オープンキャンパス等への参加者数は、
コロナ禍より以前に設定した評価指標は延参加人数 名。新型コロナウィルス感染状況に
応じて、各種行事をオンラインと来学（予約制）で実施し、昨年度より２割前後増加してい
る。ウェブ出願に関する検討は年度内に業者から話を聞く機会を持つ予定であったが実現で
きなかった。

広報活動に関して「本学を知ったきっかけ」はホームページが最多であり、学生募集にお
いて重要性を増しており、 年度のホームページをリニューアルして、より効果的な運用
を進めることができた。また、 等でも情報を発信し
た。本学の教育目的を明確に示すためにも、卒業生・在学生の活躍を積極的に紹介。インタ
ビュー記事のホームページ掲載も開始した。

進捗状況等

事業名

他大学との連携強化については、桐朋学園大学との単位互換制度の推進、東京演劇大学連
盟との連携事業の展開、俳優教育システム研究会との連携事業の展開、 全国芸術系大学
コンソーシアム等との連携を図る。

自己点検評価の充実のため、短期大学学生調査の結果の活用、自己点検・評価報告書の
ホームページでの定期的公表、内部質保証ルーブリックの活用、高等学校関係者等の意見聴
取、認証評価結果の中期計画への反映、中期計画の進捗状況の確認を行う。

情報公開の推進にあたっては、日本私立短期大学協会ガバナンス・コードに基づき、教育
情報を公表するとともに、授業評価アンケート、自己評価アンケート等の結果の公表を行
う。

学生募集―入試志願者の安定的確保

概要
アドミッション・ポリシーに基づく学生募集を推進し、芸術科入学定員の学生数確保及び

専攻科入学定員の学生数確保に努める。オープンキャンパス等への参加者数増加に向けた工
夫を図るとともにウェブ出願に関する具体的検討も開始する。広報活動の強化に向けて、
ホームページの活用、SNSの活用、活躍する卒業生・在学生の紹介に取り組む。

進捗状況等
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年 月より、高３向け自習室をリニューアルした。その結果、利用者が大幅に増え
た。短大の図書館を利用した夜間の自習室も再開した。月曜から金曜まで毎日運用してい
る。一方、放課後の学習支援については議論を進めたものの、課題が浮き彫りになり、支援
の実現にはもう少し時間を要する。

事業名 ＩＣＴ機器の活用と危険性の認識

概要
・個々人に持たせるタブレット端末の活用を図る。
　①全生徒にタブレット端末を持たせ、授業にとどまらずあらゆる面で活用する。
・便利な面の裏面に潜む危険性についての認識を持たせる。
　①リテラシーを学び、感情に流されずに使用できるタフさを身につける。

進捗状況等
年度は中高全学年でタブレット端末を導入した。説明する際、タブレットを見たり画

面を提示しながら話す生徒が増えた。全員がタブレットを持ったことで委員会や部活動な
ど、異学年と協働して行う活動での連絡がとてもやりやすくなった。その結果、活動内容が
充実しつつある。 年度、オンラインに切り替えた高１の英会話の時間は、 年度は教
員も生徒も扱いに慣れ、スムーズに実施できた。

　女子中高の特性を活かした新教育課程を編成し、実施する。
正課のプログラムのみならず、課外活動も通して、女子中高が 年間掲げているモットー

「こころの健康　からだの健康」の更なる充実を図る。
①探究型・教科横断型の学習として、新たな講座（仮称：ダヴィンチ講座）をＢブロック

（中３・高１）に設置し、その成果を文化祭で一人ひとり発表する。
②「ことばの力」を育てるために、書く力や発表力の育成、授業中の学び合いなど、主体

的・協働的な学習をより一層充実させる。
　③本校オリジナルの副教材を活用した中学道徳の実施。
　④発表学習を通して、聞く力、聞く姿勢、意見を尊重する姿勢を育てる。
　⑤生徒の主体性・協働性を育てるために、活発な学校行事、部活動を維持、推進する。

進捗状況等
高校の新課程１年目で、新設科目である地理総合や歴史総合、内容が大きく変わった情

報、国語など、多くの教科でその対応に追われながらも進め、合わせて次年度の準備に取り
組んだ。教科横断型の新たな講座は と名づけ、制度設計を進めながら、講座運営
を進めた。成果発表は３月上旬に、一人ひとりポスターセッションを行う形で実施した。保
護者のみならず近隣の方にも来訪いただき、意見交換する機会を設けることができた。道徳
に関しては、教科書と副教材を活用し、話し合う道徳を進めた一方で、副教材の必要性につ
いて議論した。

事業名 進路指導の充実

概要
　個々人の希望する進路を実現する。
　①学習時間をしっかり確保するために、学校内での学習場所を用意する。
　②進路アドバイザーを常時確保し、ＡＯ入試、推薦入試の準備にあたる。
  ③オンラインも活用し、学習支援のシステムを整備する。

進捗状況等

事業名 将来構想

○桐朋女子中学校・桐朋女子高等学校普通科
事業名 新教育課程の全面実施、探究型授業の整備・設置、こころの健康の充実

概要
短期大学将来構想の策定を図るため、芸術教育の将来像の検討を行うとともに、人事計画

案、財務（事業活動収支）計画案、施設・設備の整備案の検討に取り組み、将来構想実現に
向けた準備を始める。

将来構想委員会を中心に短大の将来像を検討している。カリキュラムポリシーに基づく人
事計画案を作成し、 年度に向けて、専任教員２名の昇任、常勤講師１名、特任教員２名
の採用と６名の昇任を決めた。また、短大の将来のあり方を見据え、適切な定員管理とそれ
に見合った経費に基づく財務（事業活動収支）計画案の検討も進んでいる。施設・設備の整
備に関しては、現在、女子部門の建築準備委員会が中心となって進めている校舎の改築・改
修の計画を見守りつつ、教育環境委員会を中心に様々な課題に取り組んでいる。将来構想実
現に向けて、女子部門と音楽部門の間で協議の場が設けられており、 年度はより具体的
な進展を目指したい。

進捗状況等

概要

教学マネジメント準備委員会が発足し、規定の策定を終え、 年度より教学マネジメン
ト委員会が発足することとなった。 年度より一般財団法人大学・短期大学基準協会が年
に１回実施する短期大学生調査に参加し、学習成果の査定に活用した。建学の精神と教育目
的が、時代・社会のニーズと結びついているか、原則５年毎に点検を行う。 年度認証評
価の際に「特に優れた試み」として評価された学外に向けた活動を、 年度は感染対策を
講じた上で、実施することができた。

アセスメントポリシーに基づき サイクルを活用し、自己点検・評価活動を行い、課題
と改善計画を明確にした。学校教育法、短期大学設置基準等の法令の遵守に努め、感染対策
についても文科省のガイドラインに沿って運営した。修登録単位数の上限を半期 単位と定
め、ＣＡＰ制を適切に運用している。原則対面授業としながら、感染状況に応じてオンライ
ン授業も併用し、適正な授業回数の確保に努めた。

「授業評価アンケート」の結果を活用し、教養科目の点検を行った。 年度に向けて舞
台製作実習等を新設し充実を図り、授業全体の総合的評価の満足度は89.8％であった。

学位取得率に関して、芸術科は在籍者の 以上が短期大学士を、専攻科は大学改革支
援・学位授与機構への申請者の ％以上が学士を取得することをめざしており、 年度も
目標値を達成した。

「学生による授業評価アンケート」をオンラインで実施したところ、前期は回答率が低
かったため、授業担当者のフィードバックを見送った。後期は回答率の改善に努めフィード
バックを実施した。 研修会（６月 日、 月 日開催）はコロナ禍の中、当日出席できな
い教員がオンデマンドで視聴できるようにするなどの対策を行った。講師説明会も同様の対
策をとっている。

桐朋学園大学との単位互換では、前期は延べ 名の短大生、 名の学部生から、後期は延
べ 名の短大生、 名の学部生から申し込みがあり、ほぼ希望通りの履修が認められてい
る、東京演劇大学連盟との連携事業では、東京芸術劇場において「サマースクール」が開催
され、本学からは６名の学生が参加した。

年度短期大学調査結果を分析し、自己点検・評価報告書に反映、結果をウェブサイト
に掲載した。大学・短期大学基準協会による内部質保証ルーブリックを活用し、自己点検・
評価活動を行っている。高等学校関係者等への意見聴取は、高校訪問等の機会に行った。

認証評価結果の中期計画への反映、中期計画の進捗状況の確認は、自己点検・評価委員会
を中心に、進捗状況を確認している。教育情報の公表は、日本私立短期大学協会ガバナンス
コードに基づいて公開しているが、経年比較可能な形で公表されていない部分については見
直しを行った。

年度の入学者数は、芸術科が入学定員（ 名）に対し、音楽専攻 名、演劇専攻
名、入学定員充足率は ％に、専攻科は入学定員（各専攻 名）に対し、音楽専攻 名、演
劇専攻 名、入学定員充足率は ％にとどまった。オープンキャンパス等への参加者数は、
コロナ禍より以前に設定した評価指標は延参加人数 名。新型コロナウィルス感染状況に
応じて、各種行事をオンラインと来学（予約制）で実施し、昨年度より２割前後増加してい
る。ウェブ出願に関する検討は年度内に業者から話を聞く機会を持つ予定であったが実現で
きなかった。

広報活動に関して「本学を知ったきっかけ」はホームページが最多であり、学生募集にお
いて重要性を増しており、 年度のホームページをリニューアルして、より効果的な運用
を進めることができた。また、 等でも情報を発信し
た。本学の教育目的を明確に示すためにも、卒業生・在学生の活躍を積極的に紹介。インタ
ビュー記事のホームページ掲載も開始した。

進捗状況等

事業名

他大学との連携強化については、桐朋学園大学との単位互換制度の推進、東京演劇大学連
盟との連携事業の展開、俳優教育システム研究会との連携事業の展開、 全国芸術系大学
コンソーシアム等との連携を図る。

自己点検評価の充実のため、短期大学学生調査の結果の活用、自己点検・評価報告書の
ホームページでの定期的公表、内部質保証ルーブリックの活用、高等学校関係者等の意見聴
取、認証評価結果の中期計画への反映、中期計画の進捗状況の確認を行う。

情報公開の推進にあたっては、日本私立短期大学協会ガバナンス・コードに基づき、教育
情報を公表するとともに、授業評価アンケート、自己評価アンケート等の結果の公表を行
う。

学生募集―入試志願者の安定的確保

概要
アドミッション・ポリシーに基づく学生募集を推進し、芸術科入学定員の学生数確保及び

専攻科入学定員の学生数確保に努める。オープンキャンパス等への参加者数増加に向けた工
夫を図るとともにウェブ出願に関する具体的検討も開始する。広報活動の強化に向けて、
ホームページの活用、SNSの活用、活躍する卒業生・在学生の紹介に取り組む。

進捗状況等
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○桐朋小学校・桐朋幼稚園

コロナ禍の中、研修は実施できず。相手国への入国が容易でないこと、入国できたとして
も参加予定の授業がオンラインであることを考えると、中止はやむを得ない選択である。

事業名 危機管理対応の充実

概要
・東日本大震災、新型コロナウイルス対応を経て得た経験・知見をまとめ、今後に生かす。
　①記録を整理し、残す

②事務局と連携し、非常時に備えて備蓄しているものの過不足などを確認すると共に、機
器の操作に慣れる。
　③夏場の熱中症対策のためにも、体育館の空調設備を整備する。
・避難訓練の見直し

事業名 海外研修プログラムの充実

概要
　世界に触れる経験を、一人でも多くの生徒に準備する。
　①豪州・シンガポール研修の実施。
　②2019年度より参加している中国への研修でよい経験を積む（再開未定）。

進捗状況等

・入学試験応募者の安定的確保
　①広報の３ツール（説明会、パンフレット、ホームページ）の検証、改善
　②入学試験の検証、改善
　③地元を中心とした公立中学校、学習塾への広報活動の充実
・寄付金サイトの活用
　①「寄付を受ける」から「寄付を募る」への変換を図り、積極的にアピールする。

進捗状況等
説明会は 年度も出席者数を限定し、座席間隔をあけて着席できるよう工夫しながら行

い、集客を図った。どの説明会も予約は好調であった。オンライン口頭試問体験も継続して
実施した。高校受験に向けた、近隣の中学回りを今年度も継続した。高校受験生が増えつつ
あるのも、それがよい得位強を及ぼしていると考えられる。寄付については機会を見て訴え
たが、新規に開拓する難しさを感じている。

進捗状況等
２年計画で実施することとしていた体育館の空調整備の２年目の工事を、予定通り行っ

た。 年７月、調布市と連携し、避難所設置訓練を行った。一方、避難訓練はコロナ前の
形態で実施したが、見直すまでには至らなかった。避難訓練の際、放送機材の使い方を誤
り、迷惑をかけたことも引き継ぎ事項の一つである。

事業名 安定的な収入の確保

概要

事業名 施設・整備の拡充

概要
年度、コロナ感染を防ぐために、３密を避け、マスク着用、手洗い、消毒などを徹底

した。家庭と協力し、子どもたちの命と健康を守り、充実した保育、教育活動をすすめた。
　①健康教育の推進や消毒など安全対策を実施した。
　②コロナの特徴を理解し、感染しない、感染をひろげないようにした。
　③インターネットを使用した教育活動を充実させた。
　幼稚園では、人的環境を整えた。預かり保育を開始した。

進捗状況等
コロナ感染防止のため、３密を避け、マスクを着用、手洗い、消毒などを徹底した。家庭

と協力し、命と健康を守り、保育、教育活動をすすめた。
①担任、養護教諭を中心に健康教育を推進した。家庭、学校で共同し、食事、睡眠、運動

を大切に、免疫力をつけることを促した。園内や校内でコロナがひろがることはなかった。
②コロナの特徴（飛沫感染、接触感染）を子どもと学び、感染しない、ひろげない生活を

目指した。子どもたちが触れるもの、場所などを消毒し、安全対策をすすめた。
③小学校では、１学級分の端末を揃え、実践をすすめた。教員同士が実践を交流した。ま

た、コロナで学級閉鎖期間中、家庭とインターネットでつながり、ホームルーム、学習をす
すめた。

幼稚園の教育環境整備として、子どもとかかわる保育者を増やし、３学年すべてに保育補
助員が位置づき、子どもの主体性、社会性を育む人的環境を整えた。 年度より幼稚園預
かり保育を実施（定員14名、指導員２名）した。

24



事業名 建築計画

安定的な収入の確保

概要
私立学校は、建学の精神、教育の理念、目標を実現していくことが使命である。保育、教

育の理想を掲げ、手を携えて実現しようという保護者の方たちと協働していく。
①コロナ禍での定員確保をすすめる。感染防止策を徹底し、オンラインと対面での園、学

校説明会や体験会などを開催した。
　②ホームページの内容を充実させた。
　③広報の充実とともに、入試改革をすすめ、応募者を増やした。

④桐朋幼稚園で幼児期を丁寧に過ごし、成長した子どもたちが桐朋小学校に入学してくる
ように、幼小の連携した教育を充実させた。

進捗状況等
年度実施の小学校入試において、男女とも応募者が増加した。 年度実施の幼稚園

入試では、応募者が減少した。幼稚園の募集について、東京都、調布市で定員割れをする園
が増加するなど、厳しい状況が続く。

①対面での説明会、オンラインでの説明会、幼稚園園庭で遊ぶ会、小学校体験会などを
行った。小学校では、毎回男子はすぐに満席となり、女子は満席にならないこともあった。
幼稚園では、調布市幼稚園説明会に参加するなど、新たな取り組みを行った。

②小学校では、週に１度以上の割合で、ホームページにおいて教育活動を伝えた。女子の
応募者を増やすため、活き活きとした女子の様子を多く伝えるよう努力した。幼稚園では、
他の業務の多忙化により、定期的なホームページ更新ができなかった。

③小学校の入試改革（コロナで１次制をとる。内容の改革と考査日の増加など）をすすめ
た。

④幼小の連携として、幼稚園と低学年の合同授業を実施し、研究をすすめた。小学校主催
の幼稚園内部進学者説明会を丁寧に行った。全員が桐朋小学校へ進学をした。

概要
桐朋学園は、一人ひとりの人格を尊重し、自主性を養い、個性を伸長するという、ヒュー

マニズムに立つ人間教育を理念に掲げている。その理念を実現する建築をすすめる。目ざす
ものとして、①遊びと学びの共生、②自然との共生、③多様な人々（異年齢、地域、社会）
との共生、園舎、校舎は、自発的、協働的な学びを生むもの（調べる、作る、遊び、憩う、
表現する、発信する、交流する場）にしたい。自然の中で、地球市民として育つ環境を（豊
かな自然の中で遊ぶ、学ぶ。循環型の施設、地域の環境、地球の未来を考える。）整える。
目指すものを土台にして、具体的に話し合った。

進捗状況等
桐朋学園の教育理念、建築で目指すもの、日常で大切にしている教育実践から、建築の具

体化をすすめた。
方策としてあげた①建築を研究面から検討し、具体化をする。②他校見学（軽井沢風越学

園）をする。③子どもの成育環境と建築について、小崎悠太講師（世界の解決すべき課題に
目を向けて、自然技術の伝承、生態系が豊かになることなどを学習）と共同研究を行う。こ
の３点について、具体的な取り組みをすすめることができた。

事業名 グローバル化

概要
子どもたちが、これからの未来を地球市民として、世界の平和や持続可能な未来のために

考え、行動できる人を目指して教育をすすめている。２０２０年度より実施した「地球市民
の時間」(多文化共生教育、国際理解教育、外国語の3つの柱)を充実させた。

①中学年では、英語圏のみならず、自分の日常の環境にない言語、習慣、文化をもって生
活している方々と触れ合うことで、異文化との出会いから興味を深める。

②高学年では、中学年で学習したことを踏まえ、世界の子どもの生活、習慣、文化などを
切り口に、戦争・紛争と平和、人権、環境の問題など現代的課題やＳＤＧｓの学びと、それ
らを学ぶことの意味を深める。

③外国語、英語の学習では、クラスを２分割し、少人数で学ぶ。英語を母国語とする外国
人講師とふれあい、コミュニケーションの楽しさを経験する。

進捗状況等
「地球市民の時間」（多文化共生教育、国際理解教育、外国語）の実践をすすめた。子ど

もたちが、現在と未来を地球市民として、世界の平和や持続可能な未来のために考え、行動
できるよう根っこを育てた。
　①中学年では、「地球市民の時間」の授業研究を実施した。

②高学年では、「地球市民の時間」の授業研究を実施した。冬季初等部全体研究会でも、
「地球市民の時間」の内容について学ぶ機会を設けた。

③外国語科の講師と授業研究を行い、カリキュラムを築いた。１学級を２分割し、少人数
（18名）での学習を充実させた。

事業名

○桐朋小学校・桐朋幼稚園

コロナ禍の中、研修は実施できず。相手国への入国が容易でないこと、入国できたとして
も参加予定の授業がオンラインであることを考えると、中止はやむを得ない選択である。

事業名 危機管理対応の充実

概要
・東日本大震災、新型コロナウイルス対応を経て得た経験・知見をまとめ、今後に生かす。
　①記録を整理し、残す

②事務局と連携し、非常時に備えて備蓄しているものの過不足などを確認すると共に、機
器の操作に慣れる。
　③夏場の熱中症対策のためにも、体育館の空調設備を整備する。
・避難訓練の見直し

事業名 海外研修プログラムの充実

概要
　世界に触れる経験を、一人でも多くの生徒に準備する。
　①豪州・シンガポール研修の実施。
　②2019年度より参加している中国への研修でよい経験を積む（再開未定）。

進捗状況等

・入学試験応募者の安定的確保
　①広報の３ツール（説明会、パンフレット、ホームページ）の検証、改善
　②入学試験の検証、改善
　③地元を中心とした公立中学校、学習塾への広報活動の充実
・寄付金サイトの活用
　①「寄付を受ける」から「寄付を募る」への変換を図り、積極的にアピールする。

進捗状況等
説明会は 年度も出席者数を限定し、座席間隔をあけて着席できるよう工夫しながら行

い、集客を図った。どの説明会も予約は好調であった。オンライン口頭試問体験も継続して
実施した。高校受験に向けた、近隣の中学回りを今年度も継続した。高校受験生が増えつつ
あるのも、それがよい得位強を及ぼしていると考えられる。寄付については機会を見て訴え
たが、新規に開拓する難しさを感じている。

進捗状況等
２年計画で実施することとしていた体育館の空調整備の２年目の工事を、予定通り行っ

た。 年７月、調布市と連携し、避難所設置訓練を行った。一方、避難訓練はコロナ前の
形態で実施したが、見直すまでには至らなかった。避難訓練の際、放送機材の使い方を誤
り、迷惑をかけたことも引き継ぎ事項の一つである。

事業名 安定的な収入の確保

概要

事業名 施設・整備の拡充

概要
年度、コロナ感染を防ぐために、３密を避け、マスク着用、手洗い、消毒などを徹底

した。家庭と協力し、子どもたちの命と健康を守り、充実した保育、教育活動をすすめた。
　①健康教育の推進や消毒など安全対策を実施した。
　②コロナの特徴を理解し、感染しない、感染をひろげないようにした。
　③インターネットを使用した教育活動を充実させた。
　幼稚園では、人的環境を整えた。預かり保育を開始した。

進捗状況等
コロナ感染防止のため、３密を避け、マスクを着用、手洗い、消毒などを徹底した。家庭

と協力し、命と健康を守り、保育、教育活動をすすめた。
①担任、養護教諭を中心に健康教育を推進した。家庭、学校で共同し、食事、睡眠、運動

を大切に、免疫力をつけることを促した。園内や校内でコロナがひろがることはなかった。
②コロナの特徴（飛沫感染、接触感染）を子どもと学び、感染しない、ひろげない生活を

目指した。子どもたちが触れるもの、場所などを消毒し、安全対策をすすめた。
③小学校では、１学級分の端末を揃え、実践をすすめた。教員同士が実践を交流した。ま

た、コロナで学級閉鎖期間中、家庭とインターネットでつながり、ホームルーム、学習をす
すめた。

幼稚園の教育環境整備として、子どもとかかわる保育者を増やし、３学年すべてに保育補
助員が位置づき、子どもの主体性、社会性を育む人的環境を整えた。 年度より幼稚園預
かり保育を実施（定員14名、指導員２名）した。
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予算執行にあたる部署・職員のコスト管理に対する意識が高まり、業者との契約内容の見
直し等に生かされている。また、より効率的な物品購入に向け、ＥＣ（
commerce）の活用を拡大した。

新型コロナ感染症拡大で地方からの受験生が減少した影響、音楽を志す学生の相対的な減
少の影響などから短期大学の学生募集は引き続き苦戦が続いている。学生納付金の確保が厳
しい状況の中、より多くの補助金や寄付金の獲得が求められる。資産運用については、銀
行・信託銀行・証券会社から基本的な情報の収集を行ったが、現在の法人の運用ルール枠内
で、利率や期間等の条件に当てはまる商品を探すことは困難であった。

事業名 安定した財務基盤の構築

概要
物品購入の一元化や外部委託の導入、ＩＣＴの活用等で事務業務の効率化に取り組むとと

もに、ＬＥＤなど環境負荷低減と節減効果が見込める機器の導入で管理経費の一層の削減を
図る。

入学定員の獲得で学生納付金の安定的な確保に努めるとともに、短期大学は国･政府系機
関の競争的資金（補助金）の獲得、高校以下は東京都等の各種助成の活用、部門全体では寄
付金の募集拡大など積極的な外部資金の獲得を図る。また、安全かつ効果的な資産運用につ
いても研究を進めていく。

進捗状況等

○事務局（管理運営）

事業名 人材育成・人材活用

概要
事務局の効率的な業務運営を前提とした専任職員、定年後の再任用職員、嘱託職員及び定

時職員、派遣職員の配置を行うとともに、外部人材の登用などの可能性も含め、各学校の目
的達成のための人員体制を整備する。職員に必要な教育研究活動支援等の知識及び技能習得
や、職員の能力及び資質を向上させるためのＳＤ（ ）活動などの研修を
実施する。

事務処理の簡素化、外部委託の活用、情報化の推進等によって効率化・合理化を図るとと
もに、業務内容の変化に柔軟に対応し、効果的かつ効率的な事務処理ができるよう、事務組
織の定期的な見直しを行う。

進捗状況等
施設設備面の管理を担っていた管財課職員が前年度末に退職し、 年度は、管財業務を

事務局全体で担うという方向性を検証する初年度となった。事務局として大きな組織変更で
ある。その検討の結果、一部業務の外注化などを実施した。主に点検作業が中心であるが、
点検項目は年間を通じてかなりの数であり、結果として効率化が図られたと考える。

ＳＤ活動については、複数の職員が外部会場での研修、オンラインでの研修に参加した。
事務局主催のＳＤ研修会も開催された。また短期大学と共催のＦＤ・ＳＤ研修会にも多くの
職員が参加した。

事業名 施設設備の整備・拡充

概要
良好な教育環境が保持されるよう既存施設の適切な維持・管理を行う。また、施設設備の

整備・更新にあたっては、学科の改編や入学定員や教職員数の見直しなどを考慮した中長期
的な整備計画を策定する。

学内ネットワークシステムや事務局管理の各種システムについては、セキュリティ上の観
点から適切に保守および更新を行う。

進捗状況等
前年度 月、校舎の全面改修案の検討を進めることが部門内で決裁された。前年度末から

今年度前期にかけては、その改修工事の前段階としての各種調査が行われた。改修計画の方
向性を定めるための各種調査には時間を要した。現在は計画の具体化を進めている段階であ
る。

セキュリティに関する重大なインシデントは学内グループウェアに掲載され周知が図られ
ている。専任教職員に一人１台のＰＣが行き渡る環境が整ったことにより、学内ネットワー
クをより安全確実に維持できるよう体制を整える。
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災害等緊急時の対応については、常に最新の知見を獲得、防災訓練時にその実証を行い、
そこで得た評価を次の訓練時に活かす流れを確立する。

定期健康診断やストレスチェックの結果が教職員の健康管理に適切に活用されるよう衛生
委員会、産業医、カウンセラー、保健室と協力して対処する体制を整える。また、各種ハラ
スメントの防止や労働環境改善のための研修等も積極的に実施する。

セキュリティ対策を重視し、個人情報の適正な管理と、Ｗｅｂサイト等の安全性確保を徹
底する。

省エネルギー、省資源化への取り組みとして、ＬＥＤなどの環境負荷低減と節減効果が見
込める機器の導入のほか、節電節水を奨励し、光熱水費等の節減を図る。

進捗状況等
前年度に調布市との間で、風水害時の避難場所としての施設利用に関する協定を締結した

ことにより、 月に調布市と合同で避難所設営訓練を行った。この合同訓練には、調布市職
員、本校教職員の他、近隣の若葉学校地区協議会の方々も参加され、実際的な訓練を行うこ
とができた。

勤怠管理システムについては、記録された労働時間等のデータを教職員の健康管理にどう
役立てていくかが今後の課題となる。産業医の交代により、安全衛生管理体制が本来あるべ
き姿に整いつつあることは大きな前進である。

セキュリティに関する重大なインシデントは学内グループウェアに掲載され周知が図られ
ている。

ＬＥＤ化については順調だが、今後は校舎改修工事の進行に合わせて計画を考える必要が
ある。事務局の書類の電子化も徐々にではあるが進んでいる。

事業名 ガバナンス体制の整備

概要

予算執行にあたる部署・職員のコスト管理に対する意識が高まり、業者との契約内容の見
直し等に生かされている。また、より効率的な物品購入に向け、ＥＣ（
commerce）の活用を拡大した。

新型コロナ感染症拡大で地方からの受験生が減少した影響、音楽を志す学生の相対的な減
少の影響などから短期大学の学生募集は引き続き苦戦が続いている。学生納付金の確保が厳
しい状況の中、より多くの補助金や寄付金の獲得が求められる。資産運用については、銀
行・信託銀行・証券会社から基本的な情報の収集を行ったが、現在の法人の運用ルール枠内
で、利率や期間等の条件に当てはまる商品を探すことは困難であった。

事業名 安定した財務基盤の構築

概要
物品購入の一元化や外部委託の導入、ＩＣＴの活用等で事務業務の効率化に取り組むとと

もに、ＬＥＤなど環境負荷低減と節減効果が見込める機器の導入で管理経費の一層の削減を
図る。

入学定員の獲得で学生納付金の安定的な確保に努めるとともに、短期大学は国･政府系機
関の競争的資金（補助金）の獲得、高校以下は東京都等の各種助成の活用、部門全体では寄
付金の募集拡大など積極的な外部資金の獲得を図る。また、安全かつ効果的な資産運用につ
いても研究を進めていく。

進捗状況等

○事務局（管理運営）

事業名 人材育成・人材活用

概要
事務局の効率的な業務運営を前提とした専任職員、定年後の再任用職員、嘱託職員及び定

時職員、派遣職員の配置を行うとともに、外部人材の登用などの可能性も含め、各学校の目
的達成のための人員体制を整備する。職員に必要な教育研究活動支援等の知識及び技能習得
や、職員の能力及び資質を向上させるためのＳＤ（ ）活動などの研修を
実施する。

事務処理の簡素化、外部委託の活用、情報化の推進等によって効率化・合理化を図るとと
もに、業務内容の変化に柔軟に対応し、効果的かつ効率的な事務処理ができるよう、事務組
織の定期的な見直しを行う。

進捗状況等
施設設備面の管理を担っていた管財課職員が前年度末に退職し、 年度は、管財業務を

事務局全体で担うという方向性を検証する初年度となった。事務局として大きな組織変更で
ある。その検討の結果、一部業務の外注化などを実施した。主に点検作業が中心であるが、
点検項目は年間を通じてかなりの数であり、結果として効率化が図られたと考える。

ＳＤ活動については、複数の職員が外部会場での研修、オンラインでの研修に参加した。
事務局主催のＳＤ研修会も開催された。また短期大学と共催のＦＤ・ＳＤ研修会にも多くの
職員が参加した。

事業名 施設設備の整備・拡充

概要
良好な教育環境が保持されるよう既存施設の適切な維持・管理を行う。また、施設設備の

整備・更新にあたっては、学科の改編や入学定員や教職員数の見直しなどを考慮した中長期
的な整備計画を策定する。

学内ネットワークシステムや事務局管理の各種システムについては、セキュリティ上の観
点から適切に保守および更新を行う。

進捗状況等
前年度 月、校舎の全面改修案の検討を進めることが部門内で決裁された。前年度末から

今年度前期にかけては、その改修工事の前段階としての各種調査が行われた。改修計画の方
向性を定めるための各種調査には時間を要した。現在は計画の具体化を進めている段階であ
る。

セキュリティに関する重大なインシデントは学内グループウェアに掲載され周知が図られ
ている。専任教職員に一人１台のＰＣが行き渡る環境が整ったことにより、学内ネットワー
クをより安全確実に維持できるよう体制を整える。
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　2022年度の事業として音楽部門の掲げた主な項目は、以下の７点でした。

・大学
３ポリシーの見直しと教育課程の充実

・音楽教室
ホームページの改善
運営状況の把握・向上

ＴＡ制度の検証

・大学院大学、オーケストラ・アカデミー
東京と富山の交流充実

・大学院（調布）と大学院大学（富山）
両大学院間のコミュニケーション

・短期大学との連携強化
連携授業

・教務の電算化
業務の電算化準備

・大学院

（４）音楽部門
①２０２２年度の事業の概要

②２０２２年度の主な事業計画及びその進捗状況

○桐朋学園大学音楽学部・大学院

年度、高校・大学におけるほぼ全ての授業が、本来あるべきノーマルな形「対面」で実施され

ました。高校の授業だけではなく大学の授業も仙川キャンパスで行われ、コロナ禍以前のような活気

ある雰囲気が仙川キャンパスに戻ったことは、喜ばしいことでした。

Ｈ館の桐朋学園宗次ホールの運用も、通常の運用を行うことができ、その中から様々な運用上の課

題を見出して、それを解決して行くことによって、ホール空間運用上の知見が少しずつ得られまし

た。このホールでは、オーケストラの授業、「木の香りコンサート」に代表される校内演奏会の他に

も、高校の合唱コンクールを行ったりしました。この行事が自前の空間で行えたことは、かつて、校

舎内でそれを行っていた頃と同じような実施の仕方であり、校地内で行えることの利便性を再認識し

ました。この合唱コンクールも、通常の形で実施できたのは３年ぶりのことでしたので、３年生は入

学以来、初めて本来の姿でのこの行事を体験したことになります。また、高校３年生恒例のホーム

ルーム活動であるミュージカルの公演は、外部の劇場ではなくこの宗次ホールで行われました。ホー

ル建設の際にはホールの使用に関して、生徒のミュージカル公演を視野には入れておりませんでした

が、生徒や教員他の工夫によって公演が実現し、ホールの新たな使い方を学びました。

高校と大学の授業が仙川で行われることによって、教室の使用頻度が上がりました。活気のある空

間を再び仙川で実現できた反面、慢性的な教室不足がさらに強く感じられました。それを少しでも改

善する必要があり、コロナ対策とは別の視点でのリモート授業の活用、調布１号館の授業での利用の

検討など、今できること、今ある施設の活用などの検討を行い、実施可能なことをすぐに行うことに

しております。

事業名 ３ポリシーの整備と教育課程の充実

【概要】

前年度に３ポリシーの見直しを検討し、カリキュラム・ポリシーを 年度の履修案内に
提示した。また、本学のホームページにおいて、学部、大学院（修士課程、博士後期課程）
の３ポリシーを以下のように表現した。
桐朋学園大学は、「建学の精神」および「教育の目的」や「教育の理念」に基づき、以下の
とおりポリシーを定めています。
◇ 音楽学部音楽学科：
　　　ディプロマ・ポリシー｜カリキュラム・ポリシー｜アドミッション・ポリシー｜
◇ 大学院音楽研究科 修士課程：
　　　ディプロマ・ポリシー｜カリキュラム・ポリシー｜アドミッション・ポリシー｜
◇ 大学院音楽研究科 博士後期課程：
　　　ディプロマ・ポリシー｜カリキュラム・ポリシー｜アドミッション・ポリシー｜

これらホームページ上の各ポリシーそれぞれの見出し文字はハイパーリンクしており、閲
覧者は文字をクリックして、ホームページ上で各ポリシーの具体的な内容に、すぐ跳べるよ
うに工夫されている。

　教育の柱である３ポリシーを見直し、より分かりやすく表現して、その周知を徹底する。

【進捗状況等】

　それぞれの概要と進捗状況を以下に簡潔に記します。
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【概要】
　ＴＡの運用実績の検証を行い、ＴＡ制度の改善につなげる。

【進捗状況等】

○桐朋学園大学院大学

事業名 桐朋学園大学大学院の充実

　両大学院の特徴を活かす運営の構想

【進捗状況等】

音楽教室のHP改善と、運営状況の把握・向上

【概要】
　ホームページをより良いものとし、情報発信を向上する。
　各教室の在籍者の状況をリアルに把握する。

○桐朋学園大学附属子供のための音楽教室

事業名

見にくいと言われていたホームページを徐々に改善して、特に教室ごとの情報発信をしや
すくした。また、音楽教室運営会議に上がってくる に関する改善の要望に関しても、検討
し、それに応えた。

この運営会議において、在籍者数の確認を行った。また、 室が作成した在籍者に関する
資料を運営協議会などの会議体で情報共有した。今後の課題として、教室の在籍者を管理す
るデータベースの必要性が認識された。

音楽教室と高校・大学の繋がりを強化するためにも、大学教員による特別授業・特別レッ
スンなどを増やし生徒が身近に感じる機会を増やした。

教務の電算化

学籍管理、成績管理、履修登録の電算化準備を整え、次年度からの運用開始予定までこぎ
つけた。パッケージとして、 上における科目履修登録や、紙ベースではない成績の方向
なども検討しており、それを可能な限り早く実現する予定である。

【概要】
現在、紙ベース中心で行われている教務関連の業務を電算化して、業務の効率を向上す

る。

【進捗状況等】

年度、学部の授業が仙川校舎に戻って来た。授業連携で短大生が音楽学部の開講する
授業に受講登録した数は、前期90、後期77の計167件であった。

引き続き、短期大学との連携は、連携授業レベル、教務関連者間のレベル、図書館レベル
など、広く連携協議を続けて行く。

音楽部門が２つの大学院を持つ以上は、それぞれの特徴を活かした運営を行って、それぞ
れが共に順調に運営されることが理想である。 年度、わずかに一度きりではあったが、
それぞれの研究科長による意見交換を行った。今後は年に２回くらい、このような会合を
もって、それぞれの強みを活かした運用に繋げたい。

○教務関連

事業名 桐朋学園芸術短期大学との連携強化

【進捗状況等】

年度のＴＡの実績をＩＲ室において資料化し、主任会議等で現状把握をした。今後は
このような実績の点検作業を年度毎行うことにしている。

○桐朋学園大学大学院（仙川）と桐朋学園大学院大学（富山）

事業名 富山キャンパスと仙川キャンパスの連携強化

【概要】
　芸術短期大学との連携の強化

【進捗状況等】

○短期大学との関連

【概要】

事業名

　2022年度の事業として音楽部門の掲げた主な項目は、以下の７点でした。

・大学
３ポリシーの見直しと教育課程の充実

・音楽教室
ホームページの改善
運営状況の把握・向上

ＴＡ制度の検証

・大学院大学、オーケストラ・アカデミー
東京と富山の交流充実

・大学院（調布）と大学院大学（富山）
両大学院間のコミュニケーション

・短期大学との連携強化
連携授業

・教務の電算化
業務の電算化準備

・大学院

（４）音楽部門
①２０２２年度の事業の概要

②２０２２年度の主な事業計画及びその進捗状況

○桐朋学園大学音楽学部・大学院

年度、高校・大学におけるほぼ全ての授業が、本来あるべきノーマルな形「対面」で実施され

ました。高校の授業だけではなく大学の授業も仙川キャンパスで行われ、コロナ禍以前のような活気

ある雰囲気が仙川キャンパスに戻ったことは、喜ばしいことでした。

Ｈ館の桐朋学園宗次ホールの運用も、通常の運用を行うことができ、その中から様々な運用上の課

題を見出して、それを解決して行くことによって、ホール空間運用上の知見が少しずつ得られまし

た。このホールでは、オーケストラの授業、「木の香りコンサート」に代表される校内演奏会の他に

も、高校の合唱コンクールを行ったりしました。この行事が自前の空間で行えたことは、かつて、校

舎内でそれを行っていた頃と同じような実施の仕方であり、校地内で行えることの利便性を再認識し

ました。この合唱コンクールも、通常の形で実施できたのは３年ぶりのことでしたので、３年生は入

学以来、初めて本来の姿でのこの行事を体験したことになります。また、高校３年生恒例のホーム

ルーム活動であるミュージカルの公演は、外部の劇場ではなくこの宗次ホールで行われました。ホー

ル建設の際にはホールの使用に関して、生徒のミュージカル公演を視野には入れておりませんでした

が、生徒や教員他の工夫によって公演が実現し、ホールの新たな使い方を学びました。

高校と大学の授業が仙川で行われることによって、教室の使用頻度が上がりました。活気のある空

間を再び仙川で実現できた反面、慢性的な教室不足がさらに強く感じられました。それを少しでも改

善する必要があり、コロナ対策とは別の視点でのリモート授業の活用、調布１号館の授業での利用の

検討など、今できること、今ある施設の活用などの検討を行い、実施可能なことをすぐに行うことに

しております。

事業名 ３ポリシーの整備と教育課程の充実

【概要】

前年度に３ポリシーの見直しを検討し、カリキュラム・ポリシーを 年度の履修案内に
提示した。また、本学のホームページにおいて、学部、大学院（修士課程、博士後期課程）
の３ポリシーを以下のように表現した。
桐朋学園大学は、「建学の精神」および「教育の目的」や「教育の理念」に基づき、以下の
とおりポリシーを定めています。
◇ 音楽学部音楽学科：
　　　ディプロマ・ポリシー｜カリキュラム・ポリシー｜アドミッション・ポリシー｜
◇ 大学院音楽研究科 修士課程：
　　　ディプロマ・ポリシー｜カリキュラム・ポリシー｜アドミッション・ポリシー｜
◇ 大学院音楽研究科 博士後期課程：
　　　ディプロマ・ポリシー｜カリキュラム・ポリシー｜アドミッション・ポリシー｜

これらホームページ上の各ポリシーそれぞれの見出し文字はハイパーリンクしており、閲
覧者は文字をクリックして、ホームページ上で各ポリシーの具体的な内容に、すぐ跳べるよ
うに工夫されている。

　教育の柱である３ポリシーを見直し、より分かりやすく表現して、その周知を徹底する。

【進捗状況等】

　それぞれの概要と進捗状況を以下に簡潔に記します。
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○事務局

事業名 事務局組織の点検・改善
【概要】

年４月より部・課制を廃止してグループ・チーム制を導入した事務局組織を点検・改
善する。

【進捗状況等】
入試、夏期講習、オープンキャンパス等、部署を越えての協力体制を実施した。また、新

たにＩＲ（ ）室を設置し、様々なデータを収集した。今後は学校経
営や運営を戦略的にマネジメントできる体制を強固にしていきたい。

【進捗状況等】

【概要】
　魅力的で良好な教育環境を保持するために既存校舎の整備・維持・管理を行う。

【進捗状況等】
年度に音楽部門の新校舎建築計画は終了し、今後は既存校舎の整備・維持・管理を

行っていく。 年度は調布キャンパス１号館１階の学生ホール・図書館の照明不足を補う
ため器具の増設、移設工事を行った。

事業名 多様かつ効率的な事務システムの導入

　給与・会計システムをリプレイスする。

その他の事業について

前年度に募集した「桐朋学園音楽部門 周年記念助成」は、応募のあったプロジェクトの
うち、 件（ピアノ部会３件、弦楽器部会３件、作曲理論部会２件、富山キャンパス１件、
図書館１件）が採用され、そのうち前年度実施以外の４件が2022年度に実施された。

○教育研究活動助成

事業名 教職員の教育研究活動への助成
【概要】

　教職員の教育研究活動に対して、総額100万円の予算で助成を行う。

事業名 奨学金の充実
【概要】

　江崎奨学金の対象拡充

【進捗状況等】
現在、ピアノ専攻生の留学支援のために限定されている「江崎奨学金」を弦楽器専攻生の

留学に対しても拡大し、さらに留学のみならず、ピアノ専攻、弦楽器専攻の在学生の修学支
援にも対象を広げるべく、出資者である江崎様と相談させて頂き、次年度からそのように運
用拡充することになった。

事業名 広報活動の強化

広報のアドバイザーとして専門業者と契約し、桐朋学園音楽部門仙川キャンパス広報・募
集対策委員会で短期的・中長期的な広報戦略について協議した。次年度以降、具現化し学
生・生徒数増に繋げたい。

【概要】

【進捗状況等】

現行システムをより効率化するために 年度はシステム業者と具体的な仕様について打
ち合わせし、一部導入した。2023年度に全て完成する。

事業名 施設設備の整備

【概要】

【進捗状況等】

　より効果的な広報活動を充実させ、学生・生徒募集を図る。
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環境自主行動計画 管理標準に基づきＣО２排出量の削減に取り組む。各部門の省エネへの支援
策を検討する。

担当者会議を３回、責任者を交えた会議を２回それぞれ開き、各部門のエネルギー使用量と管
理標準遵守状況を確認、部門間の情報交換も行った。エネルギーの合理的な使用その他設備の適
正管理に継続して取り組んだが、2022年度のエネルギー使用量は前年度より増加した。
　部門支援策については、LED照明の導入促進のための資金支援策を取りまとめた。

　理事会・評議員会における活発な意見を引き出す運営方法等を検討する。

進捗状況等

事業名 　ガバナンス体制の整備－理事会･評議員会の活性化

概要

【法人本部】

　施設設備の整備・充実-省エネへの支援

概要

概要

進捗状況等

事業名

各部門の情報を活用した、より効果的な広報を研究する。法人桐朋のブランドイメージに活用
できる素材を調査する。

前年度作成の保存･廃棄のルールを基に文書等の整理を一定程度進めた。広報活動については、
各部門各学校の広報担当者から実務について聞き取りを行い、本部内で共有した。

進捗状況等

　桐朋ならではの「本部」のあり方を研究し、法人全体の課題に対応できる体制を構築する。

事業名 　安定した経営基盤の確保－広報の活性化とブランドイメージの模索

前年度に続き、理事会・評議員会等法人諸会議の議事録を通覧、本部及び法人に関わる議論を
①理事会運営、②本部事務、③法人運営のあり方に整理した。②③に関しては、｢本部員｣制度の
見直しを法人運営審議会に提案した。

概要

（５）法人本部

① ２０２２年度の事業の概要
年度も新型コロナウイルス感染症の影響下にあって、法人本部は、理事会、評議員会及び法

人運営審議会等法人諸会議の開催に関わる業務、法人本部及び法人全体の予算・決算とりまとめ、
所轄庁等への届出等、滞りなく遂行しました。

また、法人全体の管理運営に関わっては、法人として一体性ある運営について検討を行ってきま
した。

三部門の自主性を基盤とする法人運営を桐朋学園が今後も続けていくためには、まずは各部門の
責任ある意思決定と管理運営システムがきちんと機能していなければなりません。

一方、法人としての一定のマネジメント機能も欠かすことはできないものです。私立学校法の改
正施行を控え、その重要性はますます高まってきており、法人本部は、これら厳しい諸課題に対処
しなければならない三部門の支援も行ってきました。

② ２０２２年度の主な事業計画及びその進捗状況

事業名 　ガバナンス体制の整備─最適な管理運営体制の構築
【法人全体】

進捗状況等

事業名 　安定した経営基盤の確保－経費の見直しと効率化

概要

進捗状況等

進捗状況等

事業名 　施設設備の整備・充実－ポロニア館等の改修等

概要

コロナウイルス感染症対策と会議との両立を優先し、「ハイブリッド方式」による開催を継続
した。活性化策自体は課題の共有に止まった。
　監事支援策については、他私学の先進事例の調査検討を行った。

　精緻な予算作成と同計画に基づき適切に予算を執行する。書類の電子化によりコスト削減、業
務の効率化をめざす。

電子化の対象とする書類を①理事会・評議員会招集通知及び出欠確認、②役員･評議員等給与明
細及び源泉徴収票、に決定した。

　ポロニア館を点検し、必要な改修等を行う。

　修繕等の必要な箇所として外壁及び屋根防水を選定、照明器具のLED化も併せて決定した。

○事務局

事業名 事務局組織の点検・改善
【概要】

年４月より部・課制を廃止してグループ・チーム制を導入した事務局組織を点検・改
善する。

【進捗状況等】
入試、夏期講習、オープンキャンパス等、部署を越えての協力体制を実施した。また、新

たにＩＲ（ ）室を設置し、様々なデータを収集した。今後は学校経
営や運営を戦略的にマネジメントできる体制を強固にしていきたい。

【進捗状況等】

【概要】
　魅力的で良好な教育環境を保持するために既存校舎の整備・維持・管理を行う。

【進捗状況等】
年度に音楽部門の新校舎建築計画は終了し、今後は既存校舎の整備・維持・管理を

行っていく。 年度は調布キャンパス１号館１階の学生ホール・図書館の照明不足を補う
ため器具の増設、移設工事を行った。

事業名 多様かつ効率的な事務システムの導入

　給与・会計システムをリプレイスする。

その他の事業について

前年度に募集した「桐朋学園音楽部門 周年記念助成」は、応募のあったプロジェクトの
うち、 件（ピアノ部会３件、弦楽器部会３件、作曲理論部会２件、富山キャンパス１件、
図書館１件）が採用され、そのうち前年度実施以外の４件が2022年度に実施された。

○教育研究活動助成

事業名 教職員の教育研究活動への助成
【概要】

　教職員の教育研究活動に対して、総額100万円の予算で助成を行う。

事業名 奨学金の充実
【概要】

　江崎奨学金の対象拡充

【進捗状況等】
現在、ピアノ専攻生の留学支援のために限定されている「江崎奨学金」を弦楽器専攻生の

留学に対しても拡大し、さらに留学のみならず、ピアノ専攻、弦楽器専攻の在学生の修学支
援にも対象を広げるべく、出資者である江崎様と相談させて頂き、次年度からそのように運
用拡充することになった。

事業名 広報活動の強化

広報のアドバイザーとして専門業者と契約し、桐朋学園音楽部門仙川キャンパス広報・募
集対策委員会で短期的・中長期的な広報戦略について協議した。次年度以降、具現化し学
生・生徒数増に繋げたい。

【概要】

【進捗状況等】

現行システムをより効率化するために 年度はシステム業者と具体的な仕様について打
ち合わせし、一部導入した。2023年度に全て完成する。

事業名 施設設備の整備

【概要】

【進捗状況等】

　より効果的な広報活動を充実させ、学生・生徒募集を図る。
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2,263,470円

・工事費用

・施工業者

25,850,000円

丸茂電機株式会社

・工事期間 2022年8月1日～8月27日

2022年8月1日～8月8日

故障するリスクが高く、修理部品の保存期間も終わり修理が困難なため、
設備を更新した。

中高 体育館・空調設備設置
・工事概要

・施工業者

〇 中高 東グランド・ラグビーゴール改修
・工事概要 経年劣化と安全対策として、ラクビーゴールを改修した。

・工事期間

59,949,000円

株式会社エコ・プラン

2022年6月27日～8月31日

４　その他

（１）施設設備

 ①男子部門

 ②女子部門

株式会社細野スポーツ建設

・工事期間 2022年10月25日～10月27日

経年劣化により、プール用ボイラーを更新した。

・施工業者

〇 小 プール・ボイラー改修

・工事概要

・工事費用

・施工業者

10,890,000円

〇 小 講堂・舞台装置照明設備改修
・工事概要

東京ガスタマライフバリュー株式会社

・工事期間

〇
熱中症対策として、第１体育室と第３体育室に空調設備を設置した。

・工事費用

・工事費用

・工事費用 19,140,000円

・施工業者 東京冷機工業株式会社

2022年7月21日～8月31日

小中高 グラウンド保存樹木剪定作業

〇 小 音楽室サッシ取り付け工事
・工事概要 換気対策のため、窓部分にサッシを取り付ける工事を行った。

大和ライフネクスト株式会社

暑さ対策のため、後付け網戸を設置した。

・施工業者

〇

・工事費用 1,113,200円

・施工業者

〇 小 低学年校舎網戸設置工事

968,000円

・工事概要

・工事費用

信東建設株式会社

・工事期間 2022年3月23日～4月1日

熱中症対策等のため、冷暖房設備を設置した。

体育センター第２・第３体育室空調設置工事

・工事期間 2022年5月28日～5月29日

グラウンド周辺にある保存樹木について、剪定作業を行った。

・工事概要

・工事期間

・工事期間

・工事費用 1,606,000円

・施工業者 大和ライフネクスト株式会社

2022年8月22日～8月23日

〇
・工事概要
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〇

15,000,000円

・施工業者 株式会社竹中工務店

・工事期間 2022年7月25日～10月31日

〇 プール照明器具LED化工事

・工事概要

・工事費用 4,059,000円

水銀灯照明更新の一環として、既設水銀灯のＬＥＤ化工事を実施した。

 ③音楽部門

〇

・工事概要

・工事費用

・施工業者

・工事期間

1,430,000円

ヒビノスペーステック株式会社

仙川キャンパス映像設備追加工事

〇 調布キャンパス１号館照明改修工事
・工事概要 １階の学生ホール・図書館の照明不足を補うため器具の増設、移設工事を

行った。

・工事費用 6,160,000円

・工事費用

2023年2月1日～2月28日

富山キャンパス外壁改修工事

・工事概要 老朽化のため外壁改修工事を行った(全額富山市施設整備費補助金交付)。

・施工業者 清水建設株式会社

・工事期間

・工事期間 2022年12月23日～2023年1月4日

2022年9月23日～9月30日

桐朋学園宗次ホールでの映像を教員室でスイッチングして表示できる仕様
に変更した。

・施工業者 大和ライフネクスト株式会社

2,263,470円

・工事費用

・施工業者

25,850,000円

丸茂電機株式会社

・工事期間 2022年8月1日～8月27日

2022年8月1日～8月8日

故障するリスクが高く、修理部品の保存期間も終わり修理が困難なため、
設備を更新した。

中高 体育館・空調設備設置
・工事概要

・施工業者

〇 中高 東グランド・ラグビーゴール改修
・工事概要 経年劣化と安全対策として、ラクビーゴールを改修した。

・工事期間

59,949,000円

株式会社エコ・プラン

2022年6月27日～8月31日

４　その他

（１）施設設備

 ①男子部門

 ②女子部門

株式会社細野スポーツ建設

・工事期間 2022年10月25日～10月27日

経年劣化により、プール用ボイラーを更新した。

・施工業者

〇 小 プール・ボイラー改修

・工事概要

・工事費用

・施工業者

10,890,000円

〇 小 講堂・舞台装置照明設備改修
・工事概要

東京ガスタマライフバリュー株式会社

・工事期間

〇
熱中症対策として、第１体育室と第３体育室に空調設備を設置した。

・工事費用

・工事費用

・工事費用 19,140,000円

・施工業者 東京冷機工業株式会社

2022年7月21日～8月31日

小中高 グラウンド保存樹木剪定作業

〇 小 音楽室サッシ取り付け工事
・工事概要 換気対策のため、窓部分にサッシを取り付ける工事を行った。

大和ライフネクスト株式会社

暑さ対策のため、後付け網戸を設置した。

・施工業者

〇

・工事費用 1,113,200円

・施工業者

〇 小 低学年校舎網戸設置工事

968,000円

・工事概要

・工事費用

信東建設株式会社

・工事期間 2022年3月23日～4月1日

熱中症対策等のため、冷暖房設備を設置した。

体育センター第２・第３体育室空調設置工事

・工事期間 2022年5月28日～5月29日

グラウンド周辺にある保存樹木について、剪定作業を行った。

・工事概要

・工事期間

・工事期間

・工事費用 1,606,000円

・施工業者 大和ライフネクスト株式会社

2022年8月22日～8月23日

〇
・工事概要
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学費

補助金
東京都経常費補助金 桐朋高等学校

桐朋中学校
桐朋学園小学校

学園債

私立高校等授業料軽減助成金

（２）学費及び補助金等

(単位：円）

 ①男子部門

生徒諸費
（月額）

入学検定料

＊

施設拡充費
（月額）

項目
入学金 進学料 建設資金

授業料
（月額）学校名

桐朋学園小学校

桐朋中学校

桐朋高等学校

結核予防費都費補助金
都内生就学促進補助金
就学支援金学校事務費補助金
外国語指導助手活用事業費助成金
デジタル教育環境整備費助成金（小・中）
省エネ設備等導入事業費助成金（中・高）
体育館空調設備新規導入費助成金（中・高）

 ②女子部門

2022年4月～2023年3月までの受入額

計

桐朋高等学校
桐朋中学校

＊第1回と第2回の両方に出願する場合、同時出願の場合、38,000円

計
桐朋学園小学校

学校保健特別対策事業費補助金（小・中・高）
その他

学費
入学金 施設拡充費 授業料 施設維持費 学生諸料 演習･実習費 入学検定料

音楽専攻

演劇専攻

音楽専攻 ──

演劇専攻 ──

入学金 授業料 施設維持費 生徒児童諸料 教育充実費

進学手続料 （月額） （月額） （月額） （年額）

──

──

補助金

計

計

私立学校光熱費高騰対策事業費補助金

私立幼稚園預かり保育推進補助金（幼）

調布市事業者物価高騰支援事業費補助金

調布市物価高騰対策補助金（幼）

保存樹木せん定補助金

緑の補助金

私立幼稚園教職員研修費補助金（幼）

私立幼稚園事務取扱補助金（幼）

私立幼稚園等新型コロナウイルス感染拡大防止対策事業費補助金（幼）

体育館空調設備新規導入費助成金（高・中）

デジタル教育環境整備助成金（高・中）

省エネ設備等導入事業費助成金（高・中）

新入生端末整備費助成金（高）

学校保健特別対策事業費補助金（高・中・小）

授業料等減免費交付金（短）

結核予防費都費補助金（短・高）

私立高校授業料軽減助成金（高）

都内生就学促進補助金（高）

外部検定試験料助成（高）

教育環境整備寄付金　　2022年4月～2023年3月までの受入額

（単位：円）

──

東京都経常費補助金
　　桐朋女子高等学校

　　桐朋幼稚園

理科教育設備整備費等補助金（高・中）都

　桐朋小学校

　桐朋女子高等学校
　桐朋女子中学校

　桐朋幼稚園

入学検定料

学校名

就学支援金学校事務費補助金（高）

　　桐朋学園芸術短期大学

　　桐朋女子中学校
　　桐朋小学校

桐朋学園
芸術

短期大学 専攻科

施設拡充費学　校　名

芸術科

桐 朋 女 子 高 等 学 校

桐 朋 女 子 中 学 校

桐 朋 小 学 校

桐 朋 幼 稚 園

私立大学等経常費補助金

理科教育設備整備費等補助金（高・中）国庫

学費
入学金 施設拡充費 授業料 施設維持費 学生諸料 演習･実習費 入学検定料

音楽専攻 420,000 170,000 1,114,000 80,000 32,000 45,000 35,000

演劇専攻 330,000 170,000 989,000 70,000 32,000 120,000 35,000

音楽専攻 10,000 ── 999,000 70,000 32,000 45,000 35,000

演劇専攻 10,000 ── 989,000 70,000 32,000 130,000 35,000

入学金 授業料 施設維持費 生徒児童諸料 教育充実費

進学手続料 （月額） （月額） （月額） （年額）

230,000

100,000

270,000 100,000 43,200 12,500 24,000 ── 23,000

300,000 100,000 50,600 11,500 24,000 24,000 25,000

300,000 ── 49,600 10,500 24,000 24,000 20,000

補助金

600,000
12,500,000
6,900,000
6,100,000

26,100,000

407,000

桐朋学園
芸術

短期大学 専攻科

施設拡充費学　校　名

芸術科

桐 朋 女 子 高 等 学 校

桐 朋 女 子 中 学 校

桐 朋 小 学 校

桐 朋 幼 稚 園

173,235,500
103,998,600

私立大学等経常費補助金

理科教育設備整備費等補助金（高・中）国庫

　桐朋女子高等学校
　桐朋女子中学校

　桐朋幼稚園

700,115,319

入学検定料

100,000

学校名

就学支援金学校事務費補助金（高）

11,309,800

　　桐朋学園芸術短期大学 34,918,000

　　桐朋女子中学校
　　桐朋小学校

②女子部門

814,000

23

教育環境整備寄付金　　2022年4月～2023年3月までの受入額

（単位：円）

43,200 12,500 24,000 ── 23,000

東京都経常費補助金
　　桐朋女子高等学校 291,854,000

　　桐朋幼稚園

理科教育設備整備費等補助金（高・中）都

　桐朋小学校

573,000

2,742,000

授業料等減免費交付金（短）

結核予防費都費補助金（短・高）

私立高校授業料軽減助成金（高）

都内生就学促進補助金（高）

外部検定試験料助成（高）

18,861,800

88,719

27,518,000

429,900

1,650,000

1,012,000

体育館空調設備新規導入費助成金（高・中）

デジタル教育環境整備助成金（高・中）

省エネ設備等導入事業費助成金（高・中）

新入生端末整備費助成金（高）

学校保健特別対策事業費補助金（高・中・小）

9,569,000

4,745,000

2,685,000

120,000

私立幼稚園教職員研修費補助金（幼）

私立幼稚園事務取扱補助金（幼）

私立幼稚園等新型コロナウイルス感染拡大防止対策事業費補助金（幼） 500,000

計

計

私立学校光熱費高騰対策事業費補助金 10,601,000

私立幼稚園預かり保育推進補助金（幼） 800,000

調布市事業者物価高騰支援事業費補助金

調布市物価高騰対策補助金（幼）

200,000

683,300

保存樹木せん定補助金

緑の補助金

500,000

249,700

50,000

学費
入学金 施設拡充費 授業料 施設維持費 学生諸料 演習･実習費 入学検定料

音楽専攻 420,000 170,000 1,114,000 80,000 32,000 45,000 35,000

演劇専攻 330,000 170,000 989,000 70,000 32,000 120,000 35,000

音楽専攻 10,000 ── 999,000 70,000 32,000 45,000 35,000

演劇専攻 10,000 ── 989,000 70,000 32,000 130,000 35,000

入学金 授業料 施設維持費 生徒児童諸料 教育充実費

進学手続料 （月額） （月額） （月額） （年額）

230,000

100,000

270,000 100,000 43,200 12,500 24,000 ── 23,000

300,000 100,000 50,600 11,500 24,000 24,000 25,000

300,000 ── 49,600 10,500 24,000 24,000 20,000

補助金

600,000
12,500,000
6,900,000
6,100,000

26,100,000

407,000

桐朋学園
芸術

短期大学 専攻科

施設拡充費学　校　名

芸術科

桐 朋 女 子 高 等 学 校

桐 朋 女 子 中 学 校

桐 朋 小 学 校

桐 朋 幼 稚 園

173,235,500
103,998,600

私立大学等経常費補助金

理科教育設備整備費等補助金（高・中）国庫

　桐朋女子高等学校
　桐朋女子中学校

　桐朋幼稚園

700,115,319

入学検定料

100,000

学校名

就学支援金学校事務費補助金（高）

11,309,800

　　桐朋学園芸術短期大学 34,918,000

　　桐朋女子中学校
　　桐朋小学校

②女子部門

814,000

23

教育環境整備寄付金　　2022年4月～2023年3月までの受入額

（単位：円）

43,200 12,500 24,000 ── 23,000

東京都経常費補助金
　　桐朋女子高等学校 291,854,000

　　桐朋幼稚園

理科教育設備整備費等補助金（高・中）都

　桐朋小学校

573,000

2,742,000

授業料等減免費交付金（短）

結核予防費都費補助金（短・高）

私立高校授業料軽減助成金（高）

都内生就学促進補助金（高）

外部検定試験料助成（高）

18,861,800

88,719

27,518,000

429,900

1,650,000

1,012,000

体育館空調設備新規導入費助成金（高・中）

デジタル教育環境整備助成金（高・中）

省エネ設備等導入事業費助成金（高・中）

新入生端末整備費助成金（高）

学校保健特別対策事業費補助金（高・中・小）

9,569,000

4,745,000

2,685,000

120,000

私立幼稚園教職員研修費補助金（幼）

私立幼稚園事務取扱補助金（幼）

私立幼稚園等新型コロナウイルス感染拡大防止対策事業費補助金（幼） 500,000

計

計

私立学校光熱費高騰対策事業費補助金 10,601,000

私立幼稚園預かり保育推進補助金（幼） 800,000

調布市事業者物価高騰支援事業費補助金

調布市物価高騰対策補助金（幼）

200,000

683,300

保存樹木せん定補助金

緑の補助金

500,000

249,700

50,000

学費

補助金

(単位：円)
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学校名

※1 桐朋中学校及び桐朋女子中学校卒業

桐朋学園大学音楽学部
カレッジ・ディプロマ

富山市補助金
富山キャンパス運営費補助金

施設整備費補助金（大学院大学）

私立学校等授業料軽減助成金（高校）

就学支援金学校事務費補助（高校）

計

都内生就学促進補助（高校）

結核予防費補助（高校）

結核予防費補助（大学）

演奏会開催負担金（オーケストラ・アカデミー）

計

─

─

─

─

─

（他大学卒業）

（新規外部）

入学金 運営維持費 授業料
施設設備費
(施設拡充費)

─

─

（内部･継続外部）

（各年次）

桐朋学園大学音楽学部
研究生

桐朋学園大学音楽学部
ソリスト・ディプロマ

（外部のみ）
─

入学検定料

（外部生）

─

桐朋女子高等学校
音楽科

桐朋オーケストラ・
アカデミー

（各年次）

東京都補助金

特別補助（高校）

(外部生)

(※1)

令和４年度若手・女性研究者奨励金

私立学校光熱水費高騰緊急対策事業費補助金

一般補助（高校）

計

（内部生）

─

─

桐朋学園大学

桐朋学園大学院大学

 ③音楽部門

学費

桐朋学園大学大学院

項目

─

学生生徒
諸料

─

（本学卒業）

(単位：円）

─

補助金
国庫補助金
一般補助（大学院大学）

一般補助（大学）

特別補助（大学）

高等教育の修学支援新制度（授業料等減免）

授業料減免及び学生の経済的支援体制の充実 他

学費

補助金
東京都経常費補助金 桐朋高等学校

桐朋中学校
桐朋学園小学校

学園債

私立高校等授業料軽減助成金

（２）学費及び補助金等

(単位：円）

 ①男子部門

生徒諸費
（月額）

入学検定料

＊

施設拡充費
（月額）

項目
入学金 進学料 建設資金

授業料
（月額）学校名

桐朋学園小学校

桐朋中学校

桐朋高等学校

結核予防費都費補助金
都内生就学促進補助金
就学支援金学校事務費補助金
外国語指導助手活用事業費助成金
デジタル教育環境整備費助成金（小・中）
省エネ設備等導入事業費助成金（中・高）
体育館空調設備新規導入費助成金（中・高）

 ②女子部門

2022年4月～2023年3月までの受入額

計

桐朋高等学校
桐朋中学校

＊第1回と第2回の両方に出願する場合、同時出願の場合、38,000円

計
桐朋学園小学校

学校保健特別対策事業費補助金（小・中・高）
その他

学費
入学金 施設拡充費 授業料 施設維持費 学生諸料 演習･実習費 入学検定料

音楽専攻

演劇専攻

音楽専攻 ──

演劇専攻 ──

入学金 授業料 施設維持費 生徒児童諸料 教育充実費

進学手続料 （月額） （月額） （月額） （年額）

──

──

補助金

計

計

私立学校光熱費高騰対策事業費補助金

私立幼稚園預かり保育推進補助金（幼）

調布市事業者物価高騰支援事業費補助金

調布市物価高騰対策補助金（幼）

保存樹木せん定補助金

緑の補助金

私立幼稚園教職員研修費補助金（幼）

私立幼稚園事務取扱補助金（幼）

私立幼稚園等新型コロナウイルス感染拡大防止対策事業費補助金（幼）

体育館空調設備新規導入費助成金（高・中）

デジタル教育環境整備助成金（高・中）

省エネ設備等導入事業費助成金（高・中）

新入生端末整備費助成金（高）

学校保健特別対策事業費補助金（高・中・小）

授業料等減免費交付金（短）

結核予防費都費補助金（短・高）

私立高校授業料軽減助成金（高）

都内生就学促進補助金（高）

外部検定試験料助成（高）

教育環境整備寄付金　　2022年4月～2023年3月までの受入額

（単位：円）

──

東京都経常費補助金
　　桐朋女子高等学校

　　桐朋幼稚園

理科教育設備整備費等補助金（高・中）都

　桐朋小学校

　桐朋女子高等学校
　桐朋女子中学校

　桐朋幼稚園

入学検定料

学校名

就学支援金学校事務費補助金（高）

　　桐朋学園芸術短期大学

　　桐朋女子中学校
　　桐朋小学校

桐朋学園
芸術

短期大学 専攻科

施設拡充費学　校　名

芸術科

桐 朋 女 子 高 等 学 校

桐 朋 女 子 中 学 校

桐 朋 小 学 校

桐 朋 幼 稚 園

私立大学等経常費補助金

理科教育設備整備費等補助金（高・中）国庫

34 35



※但し高１生の在籍者数は、留年者も含めて 名となります。

※

桐朋高等学校・桐朋中学校・桐朋学園小学校

高等学校

一般 約50名

入学者数募集人数 出願者数 受験者数

計

合格者数

中学校

一般　第1回

計

一般　第2回 約60名

約120名

内部

内部

 ①男子部門

 ②女子部門

計

（３）入学試験結果

女子小学校

男子
72名

桐朋学園芸術短期大学
募集人数 出願者数 受験者数 合格者数

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

計

募集人数 出願者数 受験者数 合格者数

募集人数 出願者数 受験者数 合格者数
約15
約20
約50

－
－

約130
約10
約40

約20
約240

－
－

－
－

サクソフォン

チェロ
ギター

内部進学
計

内部進学
計

男子
女子

帰国生
計

内部進学

論理的思考力＆発想力入試
一般(Ｂ入試)　　２科

約40

幼稚園
男子
女子

計

計

外部
計

桐朋女子高等学校（普通科）・桐朋女子中学校・桐朋小学校・桐朋幼稚園
入学者数

高等学校
（普）

推薦
帰国生

演劇専攻

音楽専攻
内部

芸
術
科

演
劇
専
攻

専
攻
科

一般

小学校

一般

　　　　　　　　　　４科

計

総合型Ａ
Ⅰ期
Ⅱ期

総合型Ｂ

計
芸術科　計

中学校

一般(Ａ入試)

入学者数

学校推薦型

芸
術
科
音
楽
専
攻

専
修
別
内
訳

トランペット
ヴァイオリン

尺八

（　　　）男子内数
入学者数

一般
Ａ方式
Ｂ方式

ヴィオラ

ピアノ
声楽

社会人
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期

クラリネット
フルート

芸
術
科
音
楽
専
攻

総合型Ａ

Ⅰ期

計

Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅳ期
Ⅰ期

総合型Ｂ Ⅱ期
Ⅲ期

学校推薦型

②女子部門
桐朋学園芸術短期大学

募集人数 出願者数 受験者数 合格者数
12 12 12 11 (3)
3 3 3 3 (0)
2 2 2 2 (0)
3 3 3 3 (0)
1 1 1 1 (0)

30 0 0 0 0 (0)
0 0 0 0 (0)
1 1 1 1 (0)
2 2 2 2 (0)
2 2 2 2 (0)

10 0 0 0 0 (0)
1 1 1 0 (0)
1 1 1 1 (0)

50 28 28 28 26 (3)
─ 6 6 6 5
─ 9 9 9 9
─ 2 2 2 2
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1
─ 4 4 4 3
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1

計 28 28 28 26
27 26 26 26 (3)

40 11 11 11 10 (0)
12 11 11 11 (3)

20 5 5 5 5 (1)
10 15 13 13 12 (5)
70 70 66 66 64 (12)

120 98 94 94 90 (15)

募集人数 出願者数 受験者数 合格者数
20 18 17 17 17 (2)

14 14 13 13 (0)
1 1 1 1 (0)

40 33 32 31 31 (2)

募集人数 出願者数 受験者数 合格者数
約15 13 13 13
約20 5 5 5
約50 32 32 32

－ 140 140 140
－ 190 190 190

約130 110 104 95
約10 7 7 3
約40 39 28 21

80 30 20
76 45 42

約20 0 0 0
約240 312 214 181

－ 57 57 57
－ 369 271 238

375 302 39
213 143 40

46 588 445 79
－ 26 26 26
－ 614 471 105

42 42 14
21 20 16

26 63 62 30

総合型Ａ

Ⅰ期

計

Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅳ期
Ⅰ期

総合型Ｂ Ⅱ期
Ⅲ期

学校推薦型

入学者数

学校推薦型

芸
術
科
音
楽
専
攻

専
修
別
内
訳

トランペット
ヴァイオリン

尺八

（　　　）男子内数
入学者数

一般
Ａ方式

10
Ｂ方式

ヴィオラ

ピアノ
声楽

社会人
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期

クラリネット
フルート

芸
術
科
音
楽
専
攻

演劇専攻

音楽専攻
内部

20

芸
術
科

演
劇
専
攻

専
攻
科

一般

小学校

一般

　　　　　　　　　　４科

計

総合型Ａ
Ⅰ期
Ⅱ期

総合型Ｂ

計
芸術科　計

中学校

一般(Ａ入試)

140
計 171

外部
計

桐朋女子高等学校（普通科）・桐朋女子中学校・桐朋小学校・桐朋幼稚園
入学者数

高等学校
（普）

推薦 13
帰国生 2

76
Creative English 0
論理的思考力＆発想力入試 9
一般(Ｂ入試)　　２科

約40
6

26

幼稚園
男子

26
13

女子 13
計 26

サクソフォン

チェロ
ギター

46
内部進学 26

計 72

内部進学 57
計 162

男子
46

23
女子 23

14
帰国生 0

計 105

16
内部進学

②女子部門
桐朋学園芸術短期大学

募集人数 出願者数 受験者数 合格者数
12 12 12 11 (3)
3 3 3 3 (0)
2 2 2 2 (0)
3 3 3 3 (0)
1 1 1 1 (0)

30 0 0 0 0 (0)
0 0 0 0 (0)
1 1 1 1 (0)
2 2 2 2 (0)
2 2 2 2 (0)

10 0 0 0 0 (0)
1 1 1 0 (0)
1 1 1 1 (0)

50 28 28 28 26 (3)
─ 6 6 6 5
─ 9 9 9 9
─ 2 2 2 2
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1
─ 4 4 4 3
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1

計 28 28 28 26
27 26 26 26 (3)

40 11 11 11 10 (0)
12 11 11 11 (3)

20 5 5 5 5 (1)
10 15 13 13 12 (5)
70 70 66 66 64 (12)

120 98 94 94 90 (15)

募集人数 出願者数 受験者数 合格者数
20 18 17 17 17 (2)

14 14 13 13 (0)
1 1 1 1 (0)

40 33 32 31 31 (2)

募集人数 出願者数 受験者数 合格者数
約15 13 13 13
約20 5 5 5
約50 32 32 32

－ 140 140 140
－ 190 190 190

約130 110 104 95
約10 7 7 3
約40 39 28 21

80 30 20
76 45 42

約20 0 0 0
約240 312 214 181

－ 57 57 57
－ 369 271 238

375 302 39
213 143 40

46 588 445 79
－ 26 26 26
－ 614 471 105

42 42 14
21 20 16

26 63 62 30

総合型Ａ

Ⅰ期

計

Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅳ期
Ⅰ期

総合型Ｂ Ⅱ期
Ⅲ期

学校推薦型

入学者数

学校推薦型

芸
術
科
音
楽
専
攻

専
修
別
内
訳

トランペット
ヴァイオリン

尺八

（　　　）男子内数
入学者数

一般
Ａ方式

10
Ｂ方式

ヴィオラ

ピアノ
声楽

社会人
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期

クラリネット
フルート

芸
術
科
音
楽
専
攻

演劇専攻

音楽専攻
内部

20

芸
術
科

演
劇
専
攻

専
攻
科

一般

小学校

一般

　　　　　　　　　　４科

計

総合型Ａ
Ⅰ期
Ⅱ期

総合型Ｂ

計
芸術科　計

中学校

一般(Ａ入試)

140
計 171

外部
計

桐朋女子高等学校（普通科）・桐朋女子中学校・桐朋小学校・桐朋幼稚園
入学者数

高等学校
（普）

推薦 13
帰国生 2

76
Creative English 0
論理的思考力＆発想力入試 9
一般(Ｂ入試)　　２科

約40
6

26

幼稚園
男子

26
13

女子 13
計 26

サクソフォン

チェロ
ギター

46
内部進学 26

計 72

内部進学 57
計 162

男子
46

23
女子 23

14
帰国生 0

計 105

16
内部進学

②女子部門
桐朋学園芸術短期大学

募集人数 出願者数 受験者数 合格者数
12 12 12 11 (3)
3 3 3 3 (0)
2 2 2 2 (0)
3 3 3 3 (0)
1 1 1 1 (0)

30 0 0 0 0 (0)
0 0 0 0 (0)
1 1 1 1 (0)
2 2 2 2 (0)
2 2 2 2 (0)

10 0 0 0 0 (0)
1 1 1 0 (0)
1 1 1 1 (0)

50 28 28 28 26 (3)
─ 6 6 6 5
─ 9 9 9 9
─ 2 2 2 2
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1
─ 4 4 4 3
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1

計 28 28 28 26
27 26 26 26 (3)

40 11 11 11 10 (0)
12 11 11 11 (3)

20 5 5 5 5 (1)
10 15 13 13 12 (5)
70 70 66 66 64 (12)

120 98 94 94 90 (15)

募集人数 出願者数 受験者数 合格者数
20 18 17 17 17 (2)

14 14 13 13 (0)
1 1 1 1 (0)

40 33 32 31 31 (2)

募集人数 出願者数 受験者数 合格者数
約15 13 13 13
約20 5 5 5
約50 32 32 32

－ 140 140 140
－ 190 190 190

約130 110 104 95
約10 7 7 3
約40 39 28 21

80 30 20
76 45 42

約20 0 0 0
約240 312 214 181

－ 57 57 57
－ 369 271 238

375 302 39
213 143 40

46 588 445 79
－ 26 26 26
－ 614 471 105

42 42 14
21 20 16

26 63 62 30

総合型Ａ

Ⅰ期

計

Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅳ期
Ⅰ期

総合型Ｂ Ⅱ期
Ⅲ期

学校推薦型

入学者数

学校推薦型

芸
術
科
音
楽
専
攻

専
修
別
内
訳

トランペット
ヴァイオリン

尺八

（　　　）男子内数
入学者数

一般
Ａ方式

10
Ｂ方式

ヴィオラ

ピアノ
声楽

社会人
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期

クラリネット
フルート

芸
術
科
音
楽
専
攻

演劇専攻

音楽専攻
内部

20

芸
術
科

演
劇
専
攻

専
攻
科

一般

小学校

一般

　　　　　　　　　　４科

計

総合型Ａ
Ⅰ期
Ⅱ期

総合型Ｂ

計
芸術科　計

中学校

一般(Ａ入試)

140
計 171

外部
計

桐朋女子高等学校（普通科）・桐朋女子中学校・桐朋小学校・桐朋幼稚園
入学者数

高等学校
（普）

推薦 13
帰国生 2

76
Creative English 0
論理的思考力＆発想力入試 9
一般(Ｂ入試)　　２科

約40
6

26

幼稚園
男子

26
13

女子 13
計 26

サクソフォン

チェロ
ギター

46
内部進学 26

計 72

内部進学 57
計 162

男子
46

23
女子 23

14
帰国生 0

計 105

16
内部進学

②女子部門
桐朋学園芸術短期大学

募集人数 出願者数 受験者数 合格者数
12 12 12 11 (3)
3 3 3 3 (0)
2 2 2 2 (0)
3 3 3 3 (0)
1 1 1 1 (0)

30 0 0 0 0 (0)
0 0 0 0 (0)
1 1 1 1 (0)
2 2 2 2 (0)
2 2 2 2 (0)

10 0 0 0 0 (0)
1 1 1 0 (0)
1 1 1 1 (0)

50 28 28 28 26 (3)
─ 6 6 6 5
─ 9 9 9 9
─ 2 2 2 2
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1
─ 4 4 4 3
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1
─ 1 1 1 1

計 28 28 28 26
27 26 26 26 (3)

40 11 11 11 10 (0)
12 11 11 11 (3)

20 5 5 5 5 (1)
10 15 13 13 12 (5)
70 70 66 66 64 (12)

120 98 94 94 90 (15)

募集人数 出願者数 受験者数 合格者数
20 18 17 17 17 (2)

14 14 13 13 (0)
1 1 1 1 (0)

40 33 32 31 31 (2)

募集人数 出願者数 受験者数 合格者数
約15 13 13 13
約20 5 5 5
約50 32 32 32

－ 140 140 140
－ 190 190 190

約130 110 104 95
約10 7 7 3
約40 39 28 21

80 30 20
76 45 42

約20 0 0 0
約240 312 214 181

－ 57 57 57
－ 369 271 238

375 302 39
213 143 40

46 588 445 79
－ 26 26 26
－ 614 471 105

42 42 14
21 20 16

26 63 62 30

総合型Ａ

Ⅰ期

計

Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅳ期
Ⅰ期

総合型Ｂ Ⅱ期
Ⅲ期

学校推薦型

入学者数

学校推薦型

芸
術
科
音
楽
専
攻

専
修
別
内
訳

トランペット
ヴァイオリン

尺八

（　　　）男子内数
入学者数

一般
Ａ方式

10
Ｂ方式

ヴィオラ

ピアノ
声楽

社会人
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期

クラリネット
フルート

芸
術
科
音
楽
専
攻

演劇専攻

音楽専攻
内部

20

芸
術
科

演
劇
専
攻

専
攻
科

一般

小学校

一般

　　　　　　　　　　４科

計

総合型Ａ
Ⅰ期
Ⅱ期

総合型Ｂ

計
芸術科　計

中学校

一般(Ａ入試)

140
計 171

外部
計

桐朋女子高等学校（普通科）・桐朋女子中学校・桐朋小学校・桐朋幼稚園
入学者数

高等学校
（普）

推薦 13
帰国生 2

76
Creative English 0
論理的思考力＆発想力入試 9
一般(Ｂ入試)　　２科

約40
6

26

幼稚園
男子

26
13

女子 13
計 26

サクソフォン

チェロ
ギター

46
内部進学 26

計 72

内部進学 57
計 162

男子
46

23
女子 23

14
帰国生 0

計 105

16
内部進学
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 ③音楽部門

桐朋学園大学 大学院音楽研究科

修士課程

博士後期課程

小計

音楽学部

音楽学科 一般

指定校推薦一種

指定校推薦二種

一般推薦

特待生

飛び入学 若干名

小計

編入学 若干名

特別転入学 若干名

桐朋女子高等学校 音楽科 一般

一般推薦

小計

ディプロマ・コース ソリスト 新規 ──

継続 ──

カレッジ 新規 ──

継続 ──

小計

研究生 ［１］ ──

［２］ 継続 ──

［３］ ──

小計

科目等履修生 一般 ──

小計

計

桐朋学園大学院大学 音楽研究科演奏研究専攻　
修士課程 特待生 ──

一般

小計

科目等履修生 内部 ──

外部 ──

小計

桐朋
オーケストラ・アカデミー

──

小計

富山キャンパス

計

調布・仙川キャンパス

学 校 ・ 学 部 名 等 募集人数 出願者数 受験者数 合格者数 入学者数

※但し高１生の在籍者数は、留年者も含めて 名となります。

※

桐朋高等学校・桐朋中学校・桐朋学園小学校

高等学校

一般 約50名

入学者数募集人数 出願者数 受験者数

計

合格者数

中学校

一般　第1回

計

一般　第2回 約60名

約120名

内部

内部

 ①男子部門

 ②女子部門

計

（３）入学試験結果

女子小学校

男子
72名

桐朋学園芸術短期大学
募集人数 出願者数 受験者数 合格者数

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

計

募集人数 出願者数 受験者数 合格者数

募集人数 出願者数 受験者数 合格者数
約15
約20
約50

－
－

約130
約10
約40

約20
約240

－
－

－
－

サクソフォン

チェロ
ギター

内部進学
計

内部進学
計

男子
女子

帰国生
計

内部進学

論理的思考力＆発想力入試
一般(Ｂ入試)　　２科

約40

幼稚園
男子
女子

計

計

外部
計

桐朋女子高等学校（普通科）・桐朋女子中学校・桐朋小学校・桐朋幼稚園
入学者数

高等学校
（普）

推薦
帰国生

演劇専攻

音楽専攻
内部

芸
術
科

演
劇
専
攻

専
攻
科

一般

小学校

一般

　　　　　　　　　　４科

計

総合型Ａ
Ⅰ期
Ⅱ期

総合型Ｂ

計
芸術科　計

中学校

一般(Ａ入試)

入学者数

学校推薦型

芸
術
科
音
楽
専
攻

専
修
別
内
訳

トランペット
ヴァイオリン

尺八

（　　　）男子内数
入学者数

一般
Ａ方式
Ｂ方式

ヴィオラ

ピアノ
声楽

社会人
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期

クラリネット
フルート

芸
術
科
音
楽
専
攻

総合型Ａ

Ⅰ期

計

Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅳ期
Ⅰ期

総合型Ｂ Ⅱ期
Ⅲ期

学校推薦型
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◎部門内研修制度利用者

巻頭リレー劇評 今月選んだベストスリー338
『 』デミトリアヌス・パパイ
オアヌー
『The Pride』Play Ground Creation
『破戒』劇団民藝 

テアトロ (1007) 5-7 2022年10月
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巻頭リレー劇評 今月選んだベストスリー336
『シャンドレ』小松台東
『贅沢と幸福』オパンポン創造社
『あかあか』ゆうめい 

図書新聞 (3568) 8  2022年11月26日別役実の晩年のスタイル『ああ、それなのに、
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なにも起こりはしなかった コロナと演劇の 年
間 2022年演劇回顧 

図書新聞 (3576) 8 2023年１月28日

2022年８月

氏　　名 発表年月日著作、論文等

演劇書回顧 (2022年)  読書人 (3470)  2022年12月23日

においと不条理 名取事務所「そんなに驚く
な」、劇団 「検察官」、こまつ座「吾輩は漱
石である」
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個　人 束原　和郎 現代の学校に求められる改革の方向性とその実現についての研究

いまのからだから、かつての身体へ 2022年９月
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①男子部門

氏　　名 著作、論文等所属 発表年月日

辰巳　友昭 高校英語リスニングをひとつひとつわかりやすく。 2022年７月26日

出版社、学会誌名等

②女子部門

中学

氏名（代表者）

吉崎　亜由美

研　究　課　題

中学校・高等学校のフィールド教育におけるESDの学びのデザインと
自己変容

共　同 フィールドワークを通した社会科の授業づくりの研究。
主たるフィールドは、鹿児島とする。

所属

中高部

個人・共同

個　人

初等部 島田　晶子

所属 出版社、学会誌名等

週間読書人 (3452) 3 2022年８月12日

巻頭リレー劇評 今月選んだベストスリー334
『新平和』烏丸ストロークロック
『階層』岡田利規
『椅子に座る』OM-2 

クリストファー・バルミ著『演劇の公共圏』書評 
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『マーキュリー ファー』白井晃
『カミノヒダリテ』俳優座
『チェーホフも鳥の名前』ニットキャップシアター 

テアトロ (1000) 20-21
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巻頭リレー劇評 今月選んだベストスリー340
『ガラスの動物園』イヴォ・ヴァン・ホーヴェ
『わたしは幾つものナラティヴのバトルフィール
ド』岡田利規
『やってきたゴドー』名取事務所 
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寺尾格著『ドイツ演劇パースペクティヴ』書評 図書新聞 (3569) 8
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　１　決算の概要
（１）貸借対照表
ア）貸借対照表の状況と経年比較

（単位：百万円）

2018年度末 2019年度末 2020年度末 2021年度末 2022年度末

構築物

教育研究用機器備品

管理用機器備品

図書

建設仮勘定

△ 7,444 △ 8,937 △ 9,251 △ 9,241 △ 9,771 

△ 7,444 △ 8,937 △ 9,251 △ 9,241 △ 9,771 

イ）財務比率の経年比較 （単位：％）

※（　）の比率：令和４年度版『今日の私学財政　大学・短期大学編』所収の大学法人５ヵ年連続財務比率表より

流動資産

現金預金

負債及び純資産の部合計

流動比率

繰越収支差額

長期借入金

その他の流動資産

その他の流動負債

基本金

流動負債

第１号基本金

第４号基本金

前受金

総負債比率

第３号基本金

資産の部合計

負債の部合計

純資産の部合計

退職給与引当金

その他の固定負債

運用資産
要積立額

総負債
総資産

現金預金
前受金

翌年度繰越収支差額

積立率

前受金保有率

Ⅲ　財務の概要

短期借入金

特定資産

固定資産

有形固定資産

土地

固定負債

　資産全体は、2018年度末284億5500万円から2022年度末280億4900万円に、4億600万円減少しました。
有形固定資産は、 億 万円から 億 万円に 億 万円減少しました。土地と建物とで計

億 万円減少したことが影響しています。また、教育研究用及び管理用の両機器備品の計 億 万円
の減少は主に減価償却によるものです。
　負債全体は、2018年度末72億3200万円から2022年度末63億4600万円に、8億8600万円減少しました。

固定負債は、 億 万円から 億 万円に、 億 万円減少しており、長期借入金の 億 万
円の減少が主なものです。負債のうち有利子負債（長期借入金と短期借入金）は、 億 万円から
億7600万円に減少しました。４年の間に25.5％減少しています。

科　　目

建物

運用資産余裕比率

その他の固定資産

運用資産-外部負債
事業活動支出

流動資産
流動負債
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（単位：百万円）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

国庫補助金収入

地方公共団体補助金収入

△ 1,391 △ 1,486 △ 1,659 △ 1,409 △ 1,443 

△ 151 △ 174 △ 168 △ 195 △ 165 

△ 847 △ 189 

支
出

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出

翌年度繰越支払資金

支出の部合計

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

資金支出調整勘定

計　②

当年度収支差額（①－②）

（２）資金収支計算書

ア）資金収支計算書の状況と経年比較

計　①

前年度繰越支払資金

収入の部合計

資金収入調整勘定

前年度繰越支払資金を除いた資金収入は、 年度 億 万円から 年度 億 万
円に、 万円減少しました。学生生徒等納付金収入は、 年度において 億円台に回復
はしましたが、 年度には再び 億円を下回る結果となりました。減少基調にあることに
変わりはありません。

翌年度繰越支払資金を除いた資金支出は、 年度 億 万円から 年度 億 万
円に、 億 万円増加しました。教育研究経費支出が 億 万円から 億 万円と、
億2600万円増加したことが、その大きな要因です。

翌年度繰越支払資金は、 年度 億 万円、 年度 億 万円、 年度 億
万円、 年度 億 万円、 年度 億 万円であり、音楽部門仙川キャンパス

整備のための工事費負担で減少した 年度を除けば、それほど大きな変化は見られませ
ん。

科　　目

収
入

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

資産売却収入

付随事業・収益事業収入

受取利息・配当金収入

雑収入

借入金等収入

前受金収入

その他の収入
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（単位：百万円）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

教育活動による資金収支

△ 36 △ 119 △ 130 

△ 328 △ 1,089 △ 57 △ 42 △ 242 

△ 67 △ 85 △ 0 

△ 326 △ 1,156 △ 142 △ 243 

△ 427 

△ 158 △ 422 △ 198 △ 328 

△ 0 

△ 158 △ 420 △ 197 △ 327 

△ 847 △ 189 

前年度繰越支払資金

翌年度繰越支払資金

※（　）の比率：令和４年度版『今日の私学財政　大学・短期大学編』所収の大学法人５ヵ年連続財務比率表より

 施設整備等活動資金支出計

その他の活動による資金収支

施設整備等活動による資金収支

 施設整備等活動資金収入計

差引

調整勘定等

イ）活動区分資金収支計算書の状況と経年比較

科　　目

差引

A 教育活動資金収支差額

 教育活動資金収入計

 教育活動資金支出計

調整勘定等

教育活動による資金収入は、 億 万円、 億 万円、 億 万円と減少を続けてきまし
た。 年度に 億 万円に回復、 年度は 億 万円となりました。教育活動支出は、 億

万円、 億 万円、 億 万円、 億 万円と推移し、 年度に 億 万円に増加しま
した。 年度は、電気ガス料金の高騰により、教育研究経費支出において増加を余儀なくされたた
めでもありました。学生生徒等納付金収入の減少もあって、 年度の教育活動資金収支差額は、 億
8100万円にまで落ち込みました。

施設整備等活動による資金収支差額は、 億 万円、 億 万円、 億 万円と、いずれも支
出超過で推移した後、 年度は 億 万円の収入超過となり、 年度に再び 億 万円の支出
超過となりました。 年度の支出超過は、音楽部門の仙川キャンパス第二期工事が関係しています
が、2021年度の収入超過は、調布キャンパス２号館の売却が影響しています。

その他の活動においても、資産の積極的な移動も影響して支出超過となったため、 年度の支払
資金は2021年度から1億8900万円の減となっています。

B 施設整備等活動資金収支差額

 その他の活動資金収入計

 その他の活動資金支出計

差引

調整勘定等

教育活動資金収支差額

教育活動収入

C その他の活動資金収支差額

支払資金の増減額（小計＋C)

教育活動
資金収支差額比率

小計(A＋B)

ウ）財務比率の経年比較
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ア）事業活動収支計算書の状況と経年比較

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
付随事業収入 △ 15 
雑収入

人件費
教育研究経費
　うち減価償却額

管理経費
　うち減価償却額

徴収不能額等

△ 22 △ 279 △ 298 △ 272 

受取利息・配当金

その他の教育活動外収入

借入金等利息

その他の教育活動外支出

△ 13 △ 276 △ 295 △ 260 
資産売却差額
その他の特別収入

資産処分差額
その他の特別支出

△ 18 △ 2 
基本金組入前当年度収支差額 △ 32 △ 130 △ 98 

(△0.38%) (△1.55%) (△1.16%)

△ 230 △ 1,589 △ 1,006 △ 260 △ 432 
△ 262 △ 1,574 △ 314 △ 390 △ 529 

△ 7,219 △ 7,444 △ 8,937 △ 9,251 △ 9,241 

△ 7,444 △ 8,937 △ 9,251 △ 9,241 △ 9,771 

イ）財務比率の経年比較
人件費
経常収入

教育研究経費
経常収入

管理経費
経常収入

基本金組入前当年度収支差額

事業活動収入

学生生徒等納付金
経常収入

経常収支差額
経常収入

※（　）の比率：令和４年度版『今日の私学財政　大学・短期大学編』所収の大学法人５ヵ年連続財務比率表より

　教育活動収入の合計は、2018年度82億9700万円から2022年度81億8600万円に減少しています。学生生徒
等納付金は毎年減少を続けており、2021年度に60億円台に回復をしましたが、2022年度は再び59億円台と
なりました。そのような中、経常費等補助金は18億円台で安定的に推移しています。教育活動支出の合計
は、2018年度83億1900万円から2022年度84億5800万円に増加しています。特に人件費は2021年度の55億
5300万円から2022年度56億2500万円に増加しています。これは退職給与引当金繰入額の4600万円の増加が
影響しました。以上の結果、2022年度の教育活動収支差額は2億7200万円の支出超過となり、経常収支差
額も2億6000万円の支出超過となりました。
　基本金組入前当年度収支差額は、2018年度の3200万円の支出超過から年度によって増減がありますが、
2022年度は9800万円の支出超過となっています。

収入計

支出計
収支差額

（事業活動収支差額比率）

収入計

支出計

収支差額

（単位：百万円）

事業活動収入計　
事業活動支出計　

基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
基本金取崩額

(参考)

翌年度繰越収支差額

（３）事業活動収支計算書

教
育
活
動
収
支

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

科　　目

収入計

支出計
収支差額

経常収支差額

人件費比率

教育研究経費比率

学生生徒等納付金比率

経常収支差額比率

管理経費比率

事業活動収支差額比率

（単位：百万円）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

教育活動による資金収支

△ 36 △ 119 △ 130 

△ 328 △ 1,089 △ 57 △ 42 △ 242 

△ 67 △ 85 △ 0 

△ 326 △ 1,156 △ 142 △ 243 

△ 427 

△ 158 △ 422 △ 198 △ 328 

△ 0 

△ 158 △ 420 △ 197 △ 327 

△ 847 △ 189 

前年度繰越支払資金

翌年度繰越支払資金

※（　）の比率：令和４年度版『今日の私学財政　大学・短期大学編』所収の大学法人５ヵ年連続財務比率表より

 施設整備等活動資金支出計

その他の活動による資金収支

施設整備等活動による資金収支

 施設整備等活動資金収入計

差引

調整勘定等

イ）活動区分資金収支計算書の状況と経年比較

科　　目

差引

A 教育活動資金収支差額

 教育活動資金収入計

 教育活動資金支出計

調整勘定等

教育活動による資金収入は、 億 万円、 億 万円、 億 万円と減少を続けてきまし
た。 年度に 億 万円に回復、 年度は 億 万円となりました。教育活動支出は、 億

万円、 億 万円、 億 万円、 億 万円と推移し、 年度に 億 万円に増加しま
した。 年度は、電気ガス料金の高騰により、教育研究経費支出において増加を余儀なくされたた
めでもありました。学生生徒等納付金収入の減少もあって、 年度の教育活動資金収支差額は、 億
8100万円にまで落ち込みました。

施設整備等活動による資金収支差額は、 億 万円、 億 万円、 億 万円と、いずれも支
出超過で推移した後、 年度は 億 万円の収入超過となり、 年度に再び 億 万円の支出
超過となりました。 年度の支出超過は、音楽部門の仙川キャンパス第二期工事が関係しています
が、2021年度の収入超過は、調布キャンパス２号館の売却が影響しています。

その他の活動においても、資産の積極的な移動も影響して支出超過となったため、 年度の支払
資金は2021年度から1億8900万円の減となっています。

B 施設整備等活動資金収支差額

 その他の活動資金収入計

 その他の活動資金支出計

差引

調整勘定等

教育活動資金収支差額

教育活動収入

C その他の活動資金収支差額

支払資金の増減額（小計＋C)

教育活動
資金収支差額比率

小計(A＋B)

ウ）財務比率の経年比較
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２　主な収入の推移
（１）学生生徒等納付金収入

年度におきましても、入学者数の確保は大きな課題となりました。男子部門は、小中高全ての学校
でほぼ前年度並みの生徒数を確保しました。

女子部門は、高校普通科で前年度の 名増となりました。そのほかの学校でほぼ前年度の数を維持した
結果、部門全体で1,788名となりました。
　音楽部門は、大学が対前年度37名減の636名となりましたが、高校音楽科では5名増となりました。

桐朋中学校の志願者数は、 年度の 名から 名に増加しました。桐朋高等学校で対前年度 名
の減となりましたが、男子部門全体では 年度以前の水準に回復しました。他方、女子部門では、短期
大学で 名増、高校普通科で 名減、中学校で 名減、小学校で 名増となりました。音楽部門では、富
山の大学院大学が８名に減少、定員割れの状態となりました。

（２）入学検定料収入

年　度

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

桐朋高等学校

桐朋中学校

桐朋学園小学校

　計

桐朋学園芸術短期大学

桐朋女子高等学校（普通科）

桐朋女子中学校

桐朋小学校

桐朋幼稚園

　計

桐朋学園大学院大学

桐朋学園大学大学院

桐朋学園大学音楽学部

桐朋女子高等学校（音楽科）

桐朋学園大学音楽学部附属
子供のための音楽教室
桐朋学園大学院大学・桐朋学園大学
音楽学部附属桐朋ｵｰｹｽﾄﾗ･ｱｶﾃﾞﾐｰ

　計

法人合計

※ 学生生徒数は各年度5月１日現在である(但し、子供のための音楽教室は3月31日現在)。

部門

学生生徒等数 学生生徒等納付金収入

（単位：人、千円）

音
楽
部
門

男
子
部
門

女
子
部
門

年　度

部　門
2019年度
入学者

2020年度
入学者

2021年度
入学者

2022年度
入学者

2023年度
入学者

2019年度
入学者

2020年度
入学者

2021年度
入学者

2022年度
入学者

2023年度
入学者

桐朋高等学校

桐朋中学校

桐朋学園小学校

　計

桐朋学園芸術短期大学

桐朋女子高等学校（普通科）

桐朋女子中学校

桐朋小学校

桐朋幼稚園

　計

桐朋学園大学院大学

桐朋学園大学大学院音楽研究科

桐朋学園大学音楽学部

桐朋女子高等学校（音楽科）

桐朋学園大学音楽学部附属
子供のための音楽教室 ─ ─ ─ ─ ─

桐朋学園大学院大学・桐朋学園大学
音楽学部附属桐朋ｵｰｹｽﾄﾗ･ｱｶﾃﾞﾐｰ

　計

法人合計

※

（単位：人、千円）

男
子
部
門

志願者数は、転編入を除き、内部進学を含む

女
子
部
門

音
楽
部
門

志願者数（内部進学者を含む） 入学検定料収入
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２　主な収入の推移
（１）学生生徒等納付金収入

年度におきましても、入学者数の確保は大きな課題となりました。男子部門は、小中高全ての学校
でほぼ前年度並みの生徒数を確保しました。

女子部門は、高校普通科で前年度の 名増となりました。そのほかの学校でほぼ前年度の数を維持した
結果、部門全体で1,788名となりました。
　音楽部門は、大学が対前年度37名減の636名となりましたが、高校音楽科では5名増となりました。

桐朋中学校の志願者数は、 年度の 名から 名に増加しました。桐朋高等学校で対前年度 名
の減となりましたが、男子部門全体では 年度以前の水準に回復しました。他方、女子部門では、短期
大学で 名増、高校普通科で 名減、中学校で 名減、小学校で 名増となりました。音楽部門では、富
山の大学院大学が８名に減少、定員割れの状態となりました。

（２）入学検定料収入

年　度

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

桐朋高等学校

桐朋中学校

桐朋学園小学校

　計

桐朋学園芸術短期大学

桐朋女子高等学校（普通科）

桐朋女子中学校

桐朋小学校

桐朋幼稚園

　計

桐朋学園大学院大学

桐朋学園大学大学院

桐朋学園大学音楽学部

桐朋女子高等学校（音楽科）

桐朋学園大学音楽学部附属
子供のための音楽教室
桐朋学園大学院大学・桐朋学園大学
音楽学部附属桐朋ｵｰｹｽﾄﾗ･ｱｶﾃﾞﾐｰ

　計

法人合計

※ 学生生徒数は各年度5月１日現在である(但し、子供のための音楽教室は3月31日現在)。

部門

学生生徒等数 学生生徒等納付金収入

（単位：人、千円）

音
楽
部
門

男
子
部
門

女
子
部
門

年　度

部　門
2019年度
入学者

2020年度
入学者

2021年度
入学者

2022年度
入学者

2023年度
入学者

2019年度
入学者

2020年度
入学者

2021年度
入学者

2022年度
入学者

2023年度
入学者

桐朋高等学校

桐朋中学校

桐朋学園小学校

　計

桐朋学園芸術短期大学

桐朋女子高等学校（普通科）

桐朋女子中学校

桐朋小学校

桐朋幼稚園

　計

桐朋学園大学院大学

桐朋学園大学大学院音楽研究科

桐朋学園大学音楽学部

桐朋女子高等学校（音楽科）

桐朋学園大学音楽学部附属
子供のための音楽教室 ─ ─ ─ ─ ─

桐朋学園大学院大学・桐朋学園大学
音楽学部附属桐朋ｵｰｹｽﾄﾗ･ｱｶﾃﾞﾐｰ

　計

法人合計

※

（単位：人、千円）

男
子
部
門

志願者数は、転編入を除き、内部進学を含む

女
子
部
門

音
楽
部
門

志願者数（内部進学者を含む） 入学検定料収入

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

桐朋高等学校

桐朋中学校

桐朋学園小学校

　計

桐朋学園芸術短期大学

桐朋女子高等学校（普通科）

桐朋女子中学校

桐朋小学校

桐朋幼稚園

　計

桐朋学園大学院大学

桐朋学園大学大学院

桐朋学園大学音楽学部

桐朋女子高等学校（音楽科）

桐朋学園大学音楽学部附属
子供のための音楽教室

桐朋学園大学院大学・桐朋学園大学
音楽学部附属桐朋ｵｰｹｽﾄﾗ･ｱｶﾃﾞﾐｰ

　計

法人合計

（単位：千円）

本法人に対する補助金総額は、 年度 億 万円、 年度 億 万円、 年度 億
万円、 年度及び 年度 億 万円と、年度による増減はあるものの、安定的に推移

しています。
男子部門への補助金は、 億 万円、 億 万円、 億 万円、 億 万円と推移し、

2022年度は8億1200万円に、2021年度から4000万円増加しました。
女子部門への補助金は、 億 万円、 億 万円、 億 万円、 億 万円と推移し、

年度は7億円に、2021年度から400万円減少しました。
音楽部門への補助金は、 億 万円、 億 万円、 億 万円、 億 万円と推移し、
年度は 億 万円に、 年度から 万円減少しました。音楽部門の 年度の補助金

には、仙川キャンパス第二期工事に対する補助金1億6100万円が含まれています。

音
楽
部
門

女
子
部
門

（３）補助金収入

部門・学校＼年度

男
子
部
門

　ア）補助金部門別交付額の推移
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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

一般補助

特別補助

計

一般補助

特別補助

私立高等学校授業料軽減補助金

結核予防費都費補助金

私立高等学校都内生就学促進補助金

富山市補助金

その他（施設設備補助金等）

法人合計

地
方
公
共
団
体
補
助
金

東
京
都

経
常
費
補
助
金

計

計

計

国
庫
補
助
金

(単位：千円)

私立大学等経常費補助金は、 年度以降 億 万円、 億 万円、 億 万円、 億
万円と推移してきましたが、 年度は 億 万円となり、 年度と比べて 万円の

減少となりました。他方、その他施設設備に係る補助金は、 万円増加しました。 年度の
億 万円は、仙川キャンパス第二期工事に対する「サステナブル建築物等先導事業 木造先

導型)補助金」によるものです。
東京都の経常費補助金は、 年度は 億 万円、 年度は 億 万円、 年度は
億 万円、 年度は 億 万円と推移し、 年度は 億 万円でした。在籍する

児童・生徒数、教職員数及び評価係数の影響を受けるため年度による増減はありますが、 億
円台で安定的に推移していると言えます。

　イ）補助金種類別交付額の推移

その他（施設設備補助金等）

私
立
大
学
等

経
常
費
補
助
金

補助金の種類＼年度 
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（１）有価証券の状況
区分 銘柄 数量 帳簿価額 時価
債券 国債 1口 特定資産（江戸奨学特定資産）

債券 国債 1口 有価証券（生江義男先生記念教育研究基金）

債券 国債 1口 うち11,000千円は第３号基本金引当特定資産
債券 国債 1口 うち100,000千円は第３号基本金引当特定資産
債券 国債 1口 うち100,000千円は第３号基本金引当特定資産
債券 国債 1口 有価証券
債券 国債 1口 有価証券
債券 国債 1口 第３号基本金引当特定資産
債券 国債 1口 有価証券
債券 国債 1口 有価証券
債券 名古屋市公債 1口 有価証券
債券 大阪市公債 1口 有価証券
株式 調布エフエム放送(株) 10口 有価証券
株式 新日本製鐵(株) 1650口 有価証券
株式 東京電力(株) 3897口 有価証券

出資証券 多摩中央信用金庫 2000口 有価証券

（２）借入金の状況
借入残高 利率 担保等

校地
校地

（３）学校債の状況
利率 償還期限

2024年3月
2025年3月
2026年3月
2027年3月
2028年3月
2029年3月

（４）寄付金の状況
金額 摘要

220口

71口

65口

７口

178口

１口

1,200千円×5名

5,000千円×1名

１口

５口

１口

50千円×3名×10年間

４点

36点

1点

399点

（単位：千円）

(特非)ｲｴﾛｰ･ｴﾝｼﾞｪﾙ理事長 宗次德二様

種類 寄付者

一般寄付

奨学会への寄付 小学校新入生保護者、短大保証人

新入生保護者

宗次德二桐朋学園大学大学院特待奨学金寄付金

一般寄付 ─

桐朋奨学会基金への寄付

小6卒業記念他

一般寄付 卒業生、在学生保護者他

緑と文化の基金への寄付 75期卒業生

生徒特別教育活動基金への寄付 中高新入生保護者

現物寄付（図書）

３　その他

日本私立学校振興・共済事業団

計

計

コトブキシーティング（株）

江崎正道様

桐朋学園仙川新校舎楽器・設備募金寄付金 ─

桐朋学園音楽部門70周年記念基金寄付金

現物寄付（教育研究用機器備品：グランドピアノ） サッポロビール（株）

現物寄付（図書） ─

（単位：千円）

発行年度 本年度末残高

計
日本私立学校振興・共済事業団

借入先

表示科目

計

（単位：千円）

（単位：千円）

摘要

返済期限
2033年3月～2034年3月
2035年9月～2036年9月

帰国子女教育活動基金への寄付 中高帰国生(新入生)保護者

桐朋学園音楽部門留学支援奨学金「江崎スカラシップ」寄付金

薄井紀子様・園田晴彦様他４名の方々

桐朋中学･高等学校PTA

吉原憲一様

若手音楽家支援プロジェクト寄付金 ─

桐朋学園音楽部門佐々木成子賞寄付金 戸塚亮一様

現物寄付（教育研究用機器備品：ヴァイオリン他） 飯田裕様

現物寄付（教育研究用機器備品：グランドピアノ他）

現物寄付(ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰ、ﾍﾞﾝﾁ、図書)

2021年度
2020年度

2022年度

2017年度
2018年度
2019年度

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

一般補助

特別補助

計

一般補助

特別補助

私立高等学校授業料軽減補助金

結核予防費都費補助金

私立高等学校都内生就学促進補助金

富山市補助金

その他（施設設備補助金等）

法人合計

地
方
公
共
団
体
補
助
金

東
京
都

経
常
費
補
助
金

計

計

計

国
庫
補
助
金

(単位：千円)

私立大学等経常費補助金は、 年度以降 億 万円、 億 万円、 億 万円、 億
万円と推移してきましたが、 年度は 億 万円となり、 年度と比べて 万円の

減少となりました。他方、その他施設設備に係る補助金は、 万円増加しました。 年度の
億 万円は、仙川キャンパス第二期工事に対する「サステナブル建築物等先導事業 木造先

導型)補助金」によるものです。
東京都の経常費補助金は、 年度は 億 万円、 年度は 億 万円、 年度は
億 万円、 年度は 億 万円と推移し、 年度は 億 万円でした。在籍する

児童・生徒数、教職員数及び評価係数の影響を受けるため年度による増減はありますが、 億
円台で安定的に推移していると言えます。

　イ）補助金種類別交付額の推移

その他（施設設備補助金等）

私
立
大
学
等

経
常
費
補
助
金

補助金の種類＼年度 
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（５）関連当事者との取引の状況

資本金又は出資金 取引の内容

──
本法人の東京都私学財団からの借入金債務（入学
支度金）に対する連帯保証人である。なお、保証
料の支払いはない。

──
住宅資金貸付規程及び特別資金貸付内規に基づ
き、男子部門より資金を借り受けている。

(単位：千円)
役員・法人等名称 取引金額

理事　鈴木　正義

年 月に始まった新型コロナウイルス感染症が経営に与える影響はかなり少なくなって

きているといってよいだろう。児童・生徒の学校生活も概ね以前の形に戻りつつある。

応募者を確保するために重要なものとなっている学校説明会も、すべて対面で行うことがで

きたことは、志願者数を増加させるきっかけとなったと考えられる。また、中高の学校行事で

ある桐朋祭は普段の生徒の活動を発表する場であると同時に、学校の雰囲気を知っていただく

重要な機会の一つであるが、これも３年ぶりに一般の方々をお迎えする形で実施できたことは

大きかったといえよう。

その結果として、志願者数を小学校は 名、中学校は１回目と２回目を合わせて 名増加さ

せることが出来た。特に小学校では、コロナウイルス対応として行ってきた校舎見学会など

を、今後も継続して行い、お子さんとともに学校を直に見ていただく機会を増やしていくこと

とした。

年度の中学３年生の在籍数が多かったことから、高校入試においては、外部から採りう

る数が例年より大幅に少なかったものの、例年と比べ歩留まりがかなりよかったこともあり、

定員をかなりオーバーする結果となった。今後も魅力ある学校作りに取り組み、より多くの受

験生に本校への進学を希望してもらえる努力を継続していきたい。

新校舎建築後、新たな施設投資を行ってきていなかったことなどから、ここ数年間の支払資

金の増減は、平均すると毎年１億 万円程度の増加となっていた。 年度に関しては、中

高体育館の２室に空調機器を設置した。また、コロナウイルスの影響により、 機器の活用が

急加速してきており、これらに対応できるように設備の拡充を図ってきた。また、光熱費の高

騰や 問題の浮上による井水使用を当面の間見送ることなどにより、光熱水費支出が大幅に

増加した。これらの結果、支払資金の増減が、コーラブル預金による支出を除くと、 万円

程度まで落ち込んできている。

年度も、中高体育館３室への空調設備導入や中高 教室への 設置工事、小学校北館折

板屋根塗装など費用がかなりかかるものを計画している。また、次期建築へ向けての積立も開

始される。その後も長期にわたる施設設備更新計画が重要となってくる。

コロナウイルスの影響を受け加速した少子化、年金制度改変、物価上昇などにより、数十年

単位での学校規模の見通し、 歳以降の生活保障、有能な教職員を確保するための新たなる賃

金体系の策定など財務を中心とした課題が山積している。これらの問題を一気に解決すること

は困難であるが、長期的な視野にたって、必要な改革を押し進めていかなければいけないと考

えている。

４　経営上の分析、経営上の成果と課題、今後の方針・対応

（１）男子部門

理事　原口　大助
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年度はコロナによる影響も薄れ、学園では本来の教育活動が戻ってきたと感じられる一

年だった。校外活動や引率などが徐々に通常に戻るなか、旅費交通費等の支出も増えた。また

大きかったのは、円安などの影響からくる原油価格の高騰に伴う光熱水費（特に電気・ガス

代）の増加である。東京都などからの補助金もあったものの、それでは賄いきれないほどの上

昇であった。ウクライナ戦争など不安定な世界情勢の中で致し方ない面もあるものの、省エネ
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学生生徒等納付金における各学校の比率

22002222年年度度 2021年度 2020年度 2019年度 2018年度 2017年度 2016年度 2015年度 2013年度 2014年度
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きたことは、志願者数を増加させるきっかけとなったと考えられる。また、中高の学校行事で

ある桐朋祭は普段の生徒の活動を発表する場であると同時に、学校の雰囲気を知っていただく

重要な機会の一つであるが、これも３年ぶりに一般の方々をお迎えする形で実施できたことは

大きかったといえよう。

その結果として、志願者数を小学校は 名、中学校は１回目と２回目を合わせて 名増加さ

せることが出来た。特に小学校では、コロナウイルス対応として行ってきた校舎見学会など

を、今後も継続して行い、お子さんとともに学校を直に見ていただく機会を増やしていくこと

とした。

年度の中学３年生の在籍数が多かったことから、高校入試においては、外部から採りう
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急加速してきており、これらに対応できるように設備の拡充を図ってきた。また、光熱費の高

騰や 問題の浮上による井水使用を当面の間見送ることなどにより、光熱水費支出が大幅に

増加した。これらの結果、支払資金の増減が、コーラブル預金による支出を除くと、 万円

程度まで落ち込んできている。

年度も、中高体育館３室への空調設備導入や中高 教室への 設置工事、小学校北館折

板屋根塗装など費用がかなりかかるものを計画している。また、次期建築へ向けての積立も開

始される。その後も長期にわたる施設設備更新計画が重要となってくる。

コロナウイルスの影響を受け加速した少子化、年金制度改変、物価上昇などにより、数十年

単位での学校規模の見通し、 歳以降の生活保障、有能な教職員を確保するための新たなる賃

金体系の策定など財務を中心とした課題が山積している。これらの問題を一気に解決すること

は困難であるが、長期的な視野にたって、必要な改革を押し進めていかなければいけないと考

えている。
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理事　原口　大助

大学院大学 1％

音楽教室
27％

CD、SD
4％

OA 2％

大学院
8％

高校
8％

大学学部
50％

学生生徒等納付金における各学校の比率

△45,498
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　今後、学部や高校の入学者（特に、学部）を安定させることが重要である。

アフターコロナと言われ始めている現在、授業・レッスン、音楽会など、音楽部門の行う

諸々の事柄が通常の対面での実施にとなり、 で人と人とが実際に直に関わること

ができるようになった。音楽会など、規模の大小に関わらず音楽部門にとって重要な行事を本

来あるべき形に戻して実施し、また、オープンキャンパスや学校案内の活動を通して、直接、

音楽部門の教育の良さをアピールするなど、音楽部門がこれまでは必ずしも得手ではなかっ

た、広報活動にさらに力を注いで、新入生の増加につなげるなど、学生生徒の定員充足率の改

善に努めたい。

さらに、支出の大きな部分である人件費に関しても、実際の学生生徒数に適した専任教職員

のあるべき数について、検討を始める必要があろう。現在、 年度に専任教員数が「 名」

となることを目指しているが、教育力を維持発展させることを踏まえつつ、この数字につい

て、部会や教科ごとの人数バランスなど、今後、検討して行く。
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